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「私、現実から来たんです」

　少女は、いきなりそう切り出した。

　フルートの音のような美しく澄すんだ声に、うっかり聞き流してしまいそうになる。

　柳りゆう斗とは、眉まゆを寄せてその少女を見つめた。

　年は一四、五歳くらい。さらさらのプラチナブロンドに透けるような白い肌。目は緑がかった灰色で、ふわっとした金色の睫まつ毛げによく映えている。

　ハッキリ言って、かなりの美少女だった。

　少し幼さが残っていて頼りなげな印象も受けるが、それすらも魅力になっている感がある。北ほく欧おうあたりのお姫様だと紹介されたら納得してしまうかもしれない。しかし……

　──どうして、オレうの家ちにいるんだよ！　しかも、うちの学校のセーラー服で！

　柳斗は頭を抱えた。

　陽ひ崎ざき柳斗。一七歳。フツーすぎるほどに普通な高校二年生だ。成績は中くらい。運動もそんな感じ。背は高いけどひょろひょろで、わりと色白なのと、少し童顔なのも伴って、いかにも貧弱そうに見える。いつも大多数に紛まぎれて、目立つことはほとんどない。

　そんな彼の家は、やっぱりごく普通の──五年前に多少はリフォームしたものの、元は築二〇年の一軒家だった。まあ、常識的に考えて、お姫様のいる環境ではない。現に、今け朝さ家を出た時にはいなかった。

　なのに今。

　ダイニングテーブルには件くだんの女の子がふわふわのぬいぐるみを抱いて座っていて、自分はといえば、その向かいの席に腰掛けている。テーブルの上には、紅茶とクッキーが上品に並んでいたりして……なんだかもう、訳が分からなかった。

「かぐちゃん……これは何の冗談？」

　柳斗はぐぎぎ、と首を回した。回した先には小さな女の子の姿がある。

　栗くり色いろのふわふわした髪は二つに結い上げられ、大きな黒目はきらきらと輝いている。華きや奢しやな素足をテーブルの下でぶらぶらと揺らす様子は、セーラー服を着ていなければ、絶対に小学生としか認識されないだろうほど幼かった。

「何って、るとくんの『彼女』だよー」

　かぐちゃんと呼ばれた女の子は柳斗を指差しながらニコッと笑った。何を今さら、といった様子である。

「だから何でそうなるんだよ！」

　柳斗はバン、とテーブルを叩たたいて叫んだ。テーブルの上に数客並んだティーカップの中身が、ゆらゆらと揺れる。

　割と迫力があったはずなのだが、栗色の髪の少女はあははっと笑うだけだった。

　──そもそも、事の発ほつ端たんは昨日の夜に遡さかのぼる。





「ねーねー、るとくんってさー。ぜーんぜん彼女できないんだよねー」

　ソファに座る柳りゆう斗との膝ひざに頭を載せて、姉のかぐやがそんなことを言い出した。

　陽ひ崎ざきかぐや。一八歳。柳斗の実の姉である。

　小学生みたいな外見なのに、柳斗より一つ年上なのだ。

　でも、姉らしいところは一つもなかった。背は二〇センチ以上の差をつけて柳斗の方が高いし、性格にしても、冷静でいつも落ち着いている柳斗に対して、かぐやはわがままで甘えん坊。中身もちびっ子なのだった。

　全く、始末に負えない姉だと思う。

　けれど、最近では彼女は「年上の妹」なのだと思って諦あきらめるようにしている。

　かぐやに理性を求めるよりも、自分が大人おとなになる方がよっぽど楽なのだ。

　そんな考えが人間関係を円えん滑かつにさせると同時に、かぐやをさらにわがままにさせている……のかどうか分からないが、その日もかぐやは柳斗にベタベタとくっついていた。

「るとくんモテないもんねー」

「うるさいなぁ」

　柳斗は、断りもなくかぐやの頭を突き飛ばした。かぐやはソファから投げ出されて、カーペットの上にごろんと転がり、

「うわーん。痛いよぉ。るとくんがいじめるぅー」

「あー、はいはい。ごめんなさいね」

「うわっ、冷たっ！」

　軽くあしらった柳斗に、かぐやはがーんと目を見開いた。いちいちリアクションが大きいのも、柳斗と違うところだった。柳斗はその抗議をさらりと聞き流すと、

「第一、かぐちゃんだって彼氏いないだろ？　できないんじゃなくてつくらないの」

「じゃあつくりなよ」

「いや、いらないし」

「どーしていらないの？　ハッ、もしかしてるとくんってビョーキ!?」

　かぐやは口に手を当てて、驚きの新事実、とばかりに柳斗を見つめた。なかなかに腹立たしい。

「……かぐちゃん」

　柳斗はしばらくの沈黙の後、重々しく口を開いた。

「オレはさ、普段からかぐちゃんとか麻ま理り姉とかを見てるから、女の子なんて所しよ詮せんこんなもん、ってのが分かってるんだよ。表面上かわいくしてたって、家ではどんな様子なのか分かったもんじゃない。まあ、この程度がうちの学校で一番モテてるって時点で世の中終わりって感じだよね」

　麻理は、もう一人いる柳斗の姉の名前だ。彼女も、かぐやと方向性は違うもののロクな人間ではない。

　ちなみに、この程度、というのはかぐやのことである。

　外見が一応かわいいのと、他人に迷惑をかけない程度にお馬ば鹿かなのと（もちろん外に限ってのことだ。家ではわがままなことこの上ない）、でもって意外に勉強ができるせいで、姉、陽ひ崎ざきかぐやは天然ボケの天才美少女として学校一の人気少女なのだ。

　柳りゆう斗とは遠い目をしながら結構ひどいことをさらりと言うと、「つーわけで、もちろんビョーキじゃないんで」と締しめた。

　かぐやはわなわなと肩を震わせると、

「まさか……かぐちゃんがかわいすぎるから彼女ができないだなんて……！」

「そんなことは言ってない！」

「じゃあ、何だって言うの？」

「……」

　全く分かっていない様子のかぐやに、柳斗は呆あきれて押し黙った。しかし、

　──いや、待てよ。

　柳斗は状況を整理して、考えを改めた。これは、チャンスだ。

　柳斗は一転、穏やかな口調で、

「そうだな……ほら、かぐちゃんって家でも学校でも、いっつもオレにべったりだろ？」

「うん！　二人は仲良しさんだもん」

「それがいけないんだと思うんだ」

「えっ……」

「オレが女の子を好きになるとか云うん々ぬんの前に、かぐちゃんが傍そばにいるせいで、他ほかの女の子を見てる余裕もないんだよ。だからさ、今後、オレの傍に近寄らないようにしてくれるかな。もしかしたら、彼女ができるかもしれないし」

　爽さわやかに笑いながら、柳斗は言った。かぐやは存外真剣な表情で聞いている。

「るとくんは、かぐちゃんとイチャイチャしてるから彼女ができないんだ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくかぐや。柳斗はしめたと内心で思いながら、

「うん。イチャイチャはしてないけどね」

「じゃあ、もう、かぐちゃんは近づかない方がいいね」

　かぐやは青ざめた顔で、悲しげに柳斗を見つめた。引き止めてくれるのを期待しているのかもしれないけど、知ったこっちゃない。

「うん。というわけでさよーなら」

　柳斗は立ち上がると、涙目で見つめるかぐやを無視してさっさと二階に退散した。

　我ながら、うまく切り抜けた。そう思いながら。



　……のであったが。



　目の前の出来事は、そんな柳斗の軽はずみな発言が原因であるらしかった。

「昨日、るとくんが彼女できないのはかぐちゃんのせいだって言ってたでしょ？　だから『彼女』さん、連れてきたの！」

「……」

　かぐやは自信たっぷりに言い切った。

　柳りゆう斗とは半眼でかぐやを睨にらんでいたが、相手にするのが嫌になって視線を外した。ため息とともにティーカップを口に運ぶ。

　自然と、向かいの席の少女に目がいった。汚けがれを知らない、純粋そうな目をしている。……セーラー服は全くといっていいほど似合っていなかったが。

　留学生だろうか？　何にしても、被害者であることには違いない。

　恐らく、かなりの世間知らずなんだろう。さっきの「現実から来た」っていう発言を考えると、日本語も相当危なさそうだ。だから、騙だまされて連れてこられたんだ。

　そう考えると申し訳なくて涙が出そうになる。

　と、柳斗の視線に気付いたのか、少女は柳斗に向かって微ほほ笑えんだ。柳斗は慌ててティーカップをテーブルに戻し、俯うつむいた。

　なんか緊張するな……。

　カップの向こう側に、少女の、小さな白い手が動くのが見える。

　それを見て、柳斗は砂糖菓子を連想した。

　腕に綿あめみたいなぬいぐるみを抱いているせいもあるしれない。粉こな雪ゆきみたいにふわふわしてて、ちょっとのお湯でもすーっと溶けてしまいそうに思えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　ああ、こんな傷つきやすそうな女の子に、なんて言って帰って貰もらえばいいんだろう。

「あの、リュートさん、でしたよね？」

　ふいに、少女が口を開いた。

「あ、うん」

「リュートさん。私は、フィーナ＝トーズレイといいます。〈現実〉の世界の住人で……当分の間あいだ、この世界で生活することになったんです」

「……へ？」

　発音も、息づかいさえも完かん璧ぺきな、流暢りゆうちような日本語。

　だけど、内容はさっぱり理解不能だった。

　あれ？　また現実って……ということは、最初の言葉は間違いじゃなく……？

「現実って……えーっと、具体的にはどちらですか？」

　柳りゆう斗とは、とりあえず聞き返した。現実市とか、現実町とか、もしかしたらゲンジツ・シティとかがあるのかもしれない。フィーナは困こん惑わくしたように眉まゆをひそめた。

「えっ？　かぐやさんはすぐに分かってくれましたのに。リュートさん。私は、あなたたちとは別の世界から来たんです。別というか……むしろ、あなたたちの世界は本当はなくって……」

「はぁ」

　アブないなぁ、と思いながらも相づちを打つ。

　初対面の人間にぶち切れるほどの思い切りはなかったが、この時点で「繊せん細さいそうな女の子」だったフィーナのイメージは「電波っぽい、できれば関かかわりたくない女」に変わっていた。つまりは、『彼女』なんて論外ってことだ。いや、これはかぐちゃんが勝手に言ってるだけだろうけど……。

　フィーナはそんな柳斗の内心には気付かないようで、ばか真ま面じ目めな顔で言った。

「私は、この世界を創つくった場所からやってきたんです。この世界は、言わば私の住んでいる世界の──えっと、コウ先生っていうんですけど、その人が創った仮想現実で……」

「つまり、かぐちゃんやるとくんも含め、みーんな偽にせ物ものの作り物ってことだよね！」

　かぐやが、シュタッと手を上げて口を挟んだ。フィーナはそれに頷うなずいて、

「はい。その通りです。で、私は少し事情があって、こちらに遊びに来たんです」

「……」

　柳斗の表情はしだいに険けわしくなっていた。

　大人おとなしく聞くふりをしていたが、ここまできても何が言いたいのかさっぱり分からない。

　というか、分かりたくもないことしか言ってこないんだけど……。まさか、新あら手ての宗教？

　自分は神様のような存在だから敬うやまえ、とか？　だったら遊びに来たとか言わないか……。

　いや、コウ先生とやらが教祖さまで、フィーナはその手先なのかもしれない。

　柳斗は必死に解かい読どくを試みたが、理解はできなかった。その代わり、結論は出た。

　この女、本気でヤバい。関かかわるのは危険だ。

「あの、フィーナさん。そういう宗教は他よ所そでやってくれますか？　オレたち、そういうのには興味がないんで」

「宗教なんかじゃありません！」

　柳りゆう斗との言葉に、フィーナは頬ほおを紅こう潮ちようさせて叫んだ。

「私は、『現実』から来たんです！　魔法のない世界というのものを体験するために、遊びに来たんです。……こっちだと、私まで魔法が使えないっていうのは予想外でしたけど」

「ま、魔法……？」

　柳斗は迫力に押されて仰のけ反ぞった。と同時に頬を引きつらせた。

　現実から来た、というだけでもいい加減アブなかったのに、さらに危険ワードが飛び出してきた。魔法？　現実だと、魔法が使える？

　柳斗の疑ぎ心しんには全く気付かない様子で、フィーナは大きく頷うなずいた。

「はい。こちらでは全然使えないんですよね。コウ先生もそういうところが凝こり過ぎなんです。おかげで〈現実〉とあまり変わらない世界になってしまって、面白さが半減です」

　微妙に、「あなたも当然知ってますよね？」風味に話すフィーナ。置いてけぼりを通り越して、鬱うつ陶とうしさを覚える。柳斗は息をついて、

「かぐちゃん」

「ん？　どしたの？」

「この人を、オレの彼女にするって言ったよね？」

「うん！」

「オレ、お断りなんで」

「えー！　どーして!?」

「彼女ってつくって貰もらうもんじゃないだろ！　本人の意思を無視するなよ！」

「むー、でも、フィーナちゃんはオッケーしたんだよ？」

「へ？」

　柳斗は思わず声をあげた。何て言った？　今──。

　柳斗の気持ちを知ってか知らずか、かぐやは向かいに座っているフィーナに笑いかける。

「ねっ？　フィーナちゃん！」

「はい！　私、リュートさんの彼女です！」

　フィーナはきっぱりと言った。柳斗はしばらく沈黙していたが、

「あの……意味分かって言ってます？」

「はい。恋人ってことですよね」

　即そく座ざに言葉を返すフィーナ。どうやら、間違って日本語を覚えているわけではなさそうだ。柳斗は頬を引きつらせながらも、何とか声を絞しぼり出した。

「そ、そういうのって、こーゆー風に決められるモンじゃないと思うんだけど……」

「あはは。リュートさんって、本当に〈現実〉みたいなこと言うんですね」

　フィーナは口元を手で覆った。細くて白い指から、形のよい桜色の爪つめが覗のぞく。妙みように上品さを感じさせる動作だった。柳りゆう斗とは少しどきりとしたが、続く言葉に呆ぼう然ぜんとなった。

「でも、大丈夫ですよ。ここでリュートさんの彼女をしても、〈現実〉の私には何ら影響はないんですから。だって、ここは〈現実〉じゃない、作り物の……ゲームの世界なんですもの」

「……」

　柳斗は頭が痛くなってきた。

　今までのフィーナの発言を整理すると、彼女は〈現実〉からやってきて、その現実の世界というのには魔法が存在しているらしい。そして、柳斗たちのいるこの世界はフィーナたちの〈現実〉から見ると、ゲームの中みたいなもの、らしい。

「ああそーですか。オレたちは本当はいないゲームのキャラクターですか。──って、納得できるかっ！」

　柳斗はついにキレた。我が慢まんの限界だった。

「かぐちゃん、やっぱりオレはお断りだよ。自分のことを好きでもない相手とつき合うなんて、まっぴらごめんだからね」

「それは困ります！」

　フィーナは立ち上がって叫んだ。腕に、ふわふわのぬいぐるみを抱え、捨てられた犬のような目で、柳斗を見つめる。

「私、この世界では他ほかに行くところがないんです！　嬉うれしいことにかぐやさんは、私がリュートさんの彼女にさえなれば、この家で暮らしてもよい、と言って下さっています。私、頑張って『彼女』しますから！」

　純粋な、いかにも「頑張ります」って感じの目だ。しかし、

「……」

　柳斗は呆然となった。頭に手をやり、遠くを見つめる。

「……今、ものすっごい危険な発言が聞こえた気が……」

「一緒に暮らすんだよねっ！」

　人差し指を頬ほおにあてて、かぐやが笑う。柳斗もやるせなく笑った。笑って──、

「……かーぐーちゃーん」

　その笑顔を張りつかせたまま、柳斗はかぐやを睨にらんだ。

「ふざけるな！」

　そう言って、かぐやの頬をつまむ。

「いひゃい。いひゃいよ、ぼーりょくふぁよきゅなひよ。りゅときゅん」

「そういうことを言える立場か」

　柳斗はかぐやを解放すると、息をついて言った。

「どうして、いきなり知らない女の子を連れてきて、一緒に暮らすとか言えるんだ？　そりゃあ、うちにはこの子が泊まる部屋くらいならあるけど、突然『彼女』っていうのはおかしいだろ？　この、フィーナさんって子にもちゃんと説明してあげてよ。今日一日くらいなら、泊めないこともないからさ」

　見下ろしながら、告げる。お兄さんを通り越して、親みたいな構図である。

　かぐやは大人おとなしく聞いていたが、ふいに唇を尖とがらせると、

「やだよー。フィーナちゃんは、るとくんの彼女じゃないと駄目なの。じゃないと泊める意味ないんだもん」

　全然、反省の色を見せずに言った。柳りゆう斗とが怒ろうとしたその時だった。

「だって、るとくん。彼女ができたら、前みたいにかぐちゃんとベタベタしてくれるんでしょ？」

　かぐやが、これでもかというほどのかわいい顔でそんなことを言ったのだ。

「……えーっと」

　柳斗は天を仰あおいだ。かぐやが、期待の眼まな差ざしっぽいものを送ってきているのが、頬ほおにつきささる視線で分かる。

　次ついで、柳斗は拳こぶしを掲かかげた。そして、穏やかな笑みを浮かべるとかぐやを見つめ、

「一昨日おととい来やがれ！」

　実の姉弟の気安さで、柳斗はかぐやを殴なぐり飛ばした。





　成り行き上、フィーナは一晩、柳斗の家に泊まることになった。

　外はすっかり暗くなっていたし、人格に多少の問題があるとしても、一応、フィーナは被害者なのだ。自分たち姉弟の下らない諍いさかいに巻き込んだ……そう考えるとあまり無む下げに扱うわけにもいかない。今は、かぐやに連れられて入浴しているフィーナだったが、食事の時も箸はしが使えないとか何やらで大騒ぎだった。あんなに日本語は上う手まいのに、日本文化については全くの無知らしい。

「はぁ……訳わかんねー」

　独りごちて、柳斗は夕飯の後片付けをした。

　家事全般は、柳斗の仕事だ。両親はいない──というわけではないのだが、柳斗が中学を卒業する間ま際ぎわって時期に、仕事の関係で二人してカナダに行くことになってしまった。

　それ以来、陽ひ崎ざき家は子どもだけで暮らしている。

　去年までは長女の麻ま理りがしっかりしていたから、あまり親がいないという実感はなかったが、彼女が、遠方の大学に通うと家を出てしまってからは、両親不在の不便さをひしひしと感じていた。変化は、かぐやの暴走を止める者がいなくなっただけなのだが……それこそが最大の問題なのだから泣ける話である。

「魔法なんて……信じられるわけないよなー」

　柳斗はテーブルを拭ふきながら嘆たん息そくした。

　かぐやはすっかり信じているようだったが、多数決の原理はこの場合通用しない。

　特に、かぐやは昔から「魔法を使えるようになった」とか真顔で言ってきたりしていたような輩やからである。魔法という単語を聞いただけで、無条件に信じてしまったのだろう。

「何とかして目を覚まさせないとな……」

　かぐやがフィーナを気に入っている理由は、恐らく魔法が使えるという一点だけだ。その嘘うそを何とかすれば……。逆にいえば、そこを何とかしない限り、かぐやは何度でもフィーナを家に連れてくることだろう。

「うーん」

　柳りゆう斗とは唸うなった。麻ま理りに電話で怒って貰もらうという手もあるが、麻理の得意技は主に暴力なので、近くにいないとあまり効果はなさそうだった。

　柳斗は、フィーナが置いていった綿菓子のようなぬいぐるみを、綺き麗れいになったテーブルの上に置いた。ふわっと、何の素材ともつかない不思議な感触がする。

　よく見ると、ぬいぐるみには目や口の他ほかに蝶ちようネクタイがついていた。何かのマスコットキャラクターなのだろうか。柳斗はしばらくそれを無言で眺めていたが……

「とりあえず甘いもんでも食べて気を落ち着けるか」

　柳斗は、食器棚の中からお菓子の缶を取り出した。このぬいぐるみを見ていたら、無性にお菓子が食べたくなったのだ。缶に入っている菓子は、大抵はかぐやが買い集めているものなので、勝手に食べると怒られるのだが、少しくらいならバレないだろう。

　パカッと缶の蓋ふたを開け、中のチョコレートを一粒口に放ほうり込む。

「うわ、意外に苦いな……別のにしよ」

　柳斗は顔をしかめると、椅い子すに腰掛けて、さらに缶の中身を探った。ふいに、マシュマロの入った小袋に目が留とまる。

「あっ、そうだ」

　柳斗はマシュマロに手を伸ばした。ふに、と指先に感触がある。

「やっぱり。さっきのと同じ感触だ」

　柳斗は手を伸ばして、綿菓子のかたちをしているぬいぐるみと触さわり比べてみた。意外な発見に思わず笑顔になる。

「マシュマロなんて、普段は全然食べないから、気付かなかったなー」

　柳斗は独りごちて、小袋から取り出したマシュマロを口に入れようとした。──その時だった。

「ま、ま、ま、マシュマロですと─────!?」

　突然、リビングに、やや低い男の声が響き渡った。

「なっ……!?」

　柳斗は呆ぼう然ぜんと辺りを見渡した。テレビはついている様子はない。どこから声が響いているのだろう……。柳斗は嫌な予感がして、ぬいぐるみを見つめた。

　ここから聞こえているようにしか思えないんだけど……いやでも……

「マシュマロ！　それはすばらしいお菓子！　甘くて、柔らかで……我わが輩はいの大好物！」

　声は、歌うように響く。何だかオペラ芝しば居いを観ているようである。

　柳りゆう斗とは持っていたマシュマロを、ぬいぐるみの前に恐る恐る近づけた。すると、

「おおっ！」

　ぬいぐるみは歓かん喜きの声をあげた。と同時にその物体がぐにょっと蠢うごめく。何が起こるのか想像する間もなく、もこもこした身体からだ（？）から腕のようなものが飛び出して、柳斗の手にあるマシュマロを奪う。

「ふむ。これまた格別な……」

「うわああああああああ───────！」

　柳斗は絶叫した。

　──な、何だ!?　こいつは！

　柳斗は肩で息をしながら、マシュマロを咀そ嚼しやくするぬいぐるみを見つめた。

「少年よ。驚きすぎであろう」

「うわあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁァァァ──────────────ッ!!」

　柳斗はなおも叫んだ。喉のどが切れるんじゃないかというくらいの絶叫だった。



「──あれ？　何か叫び声が……」

　湯船につかりながら、フィーナが首を傾かしげた。シャワーを流す音に紛まぎれて、何かが聞こえる。

「あっ、きっとゴッキーが出たんだよ。るとくん苦手なんだ」

　かぐやが、キュッとシャワーを止めて笑った。風ふ呂ろの入り方が分からないフィーナのために、一緒に入っているのだ。

「ゴッキーさん、ですか」

「うん。黒くて、カサカサ動く虫さんなの。かぐちゃんは平気なんだけどね。るとくんって、ああ見えてすっごい繊せん細さいっていうか、神経質なトコあるから」

「そ、それは普通に怖いのでは……？」

　フィーナはぶるっと身体を震わせて、湯船を揺らした。

「あはは、そーかも」

「助けに行かなくてもいいんですか？」

「いーのいーの。どーせいつものことだもん。さんざん困ってから助けた方が株も上がるしね」



　などという会話が、風呂場で繰り広げられているとはつゆ知らず、柳斗は叫び疲れてぐったりしていた。

「お、お前は何なんだ……？」

　及および腰ではあるが、おずおずと声をかける。すると、ぬいぐるみは両目をぎょろりと動かして柳斗を見つめた。

「うわっ」

　怖ッ！　柳りゆう斗とはいきなり逃げ出したくなった。が、そこはグッと我が慢まんする。興味の方が勝まさったのだ。ぬいぐるみは、口らしきところを大きく開くと、例の低い声で喋しやべりだした。

「少年──柳斗様ですな。我わが輩はいはクモック。とあるお方に創つくられた究極の魔ま法ほう生せい命めい体たいですぞ」

「ま、魔法生命体の……クモック？」

「さよう。雲形であることから、クモックと。皆は我輩のことをクモック伯はく爵しやく、と呼んでおります」

　クモック伯爵は威い厳げんたっぷりに言うと、胸と思おぼしきところについている蝶ちようネクタイの位置を伸ばした手で正ただした。

「先ほどまで、何も告げずにいて申し訳ありませんでした。いや、隠していたわけではないのですが、お嬢様が皆様と打うち解とけるのに邪魔になってはいけませんからな」

「はぁ……」

　柳斗は頬ほおを引きつらせながら相づちを打った。お嬢様とは、フィーナのことを言っているのだろう。クモック伯爵は突如ふわりと浮き上がると、柳斗を見つめて、

「柳斗様。何かとご心労も多いかと思いますが、お嬢様はこの世界に詳しくないのです。ですから、どうぞ広い心を持って受け止めてあげて下さい」

　クモック伯爵は身体からだを上下させた。ぺこりと頭を下げているように見える。

「いや、オレにそんなことを言われても……」

　柳斗は困ったように首を振ると、伯爵の身体を見上げた。

　部屋の照明が身体をすり抜けて、キラキラと輝いている。やはり、何の変へん哲てつもない綿あめのぬいぐるみ──いや、雲形か──にしか見えなかった。

　しかし、取り立てて騒ぐ気は今の柳斗にはなかった。とりあえず……そう、あのフィーナよりも、よっぽど話はできそうだ。

「あのさ……アンタも〈現実〉から来た、とか言うのか？」

「ふむ……」

　柳斗の問いかけに、クモック伯爵はするするとテーブルの上まで降りてきた。

「柳斗様はお嬢様の語ったことを信じられないのですな」

「そりゃあ信じないよ。ここがゲームの中だなんてさ。オレは本当はいない人間で──ということは、こうやって考えていることも全部嘘うそだっていうんだろ？　正直、信じる方がどうかしてるよ」

　柳斗は勢いよくまくしたてた。さっきまでのやり場のない怒りが爆発した感じだ。

　クモック伯爵はふむふむと頷うなずいた。

「なるほど。それは、お嬢様の説明不足ですな」

「説明不足？」

「はい。この世界が創られたもの、というのは正しいのですが、その後の部分は少々正しくないようです。──もっとも、お嬢様自身がよく理解できてないというのもありますが」

「？　正ただしくない、っていうと？」

「確かに、柳りゆう斗と様は我々の世界には存在しません。ですが、柳斗様はここに確実に存在しておられる」

「そりゃそうだ」

　柳斗はうんうんと頷うなずいた。やっとまともな意見が聞けたぞ。

　クモック伯はく爵しやくはふわっとテーブルの上で跳ねると、頷いて、

「それは、この世界が創つくられたものであっても、プログラムされたものではない、ということですな。お嬢様の側から見れば、柳斗様は実体のない存在なのかもしれませんが、決してそんなことはありませんぞ。それどころか……」

　伯爵は再び天井近くまで浮き上がった。照明が僅わずかに遮さえぎられ、テーブルに影が落ちる。

「こちらの世界に来る際に、お嬢様は精神のみをこの世界に移しました。ですから、柳斗様からご覧になれば、実体を持たないのは、むしろお嬢様の方だとも言える……」

「うーん」

　柳斗は首を捻ひねった。オレはいるけど、フィーナはいなくて。でも、フィーナの世界ではオレはいなくて、フィーナはいるのであって……。何だか、混乱してきたな。

　そんな柳斗にクモック伯爵は大きく声をあげて笑った。

「ふぉっふぉっふぉ。柳斗様には屁へ理り屈くつのように思えるかもしれませんな。その通り、現実というのは、主観によるものでしかありません。ここにはここで、柳斗様の現実がある。違うのは、それがお嬢様の現実ではない、というだけです。ゲームの中、と言ったのは、精神だけの状態で来ているので、基本的に死ぬことがないからですな」

「でもなぁ……」

　柳斗は眉まゆをひそめた。納得できる理論だが、認めたくない。だが、もっとも否定したい「魔法」の存在を証明するような物体が目の前にある以上、信じるしかないと思う気持ちもあった。ん、魔法？　そういえば……。

「あのさ、魔ま法ほう生せい命めい体たいって言ってたけど、伯爵は魔法が使えるの？　この世界は魔法なんてないわけだけど」

　この世界、と言った時点で異世界の存在を認めてしまっているようで癪しやくだったが、この際目を瞑つむることにする。すると伯爵はにやっと笑みを浮かべ、

「そうですな。我わが輩はいは究極の魔法生命体。言うなれば存在そのものが魔法。そんな我輩が存在できるということは、この世界にも抜け道がある。そう推測したわけですな」

「いや、そこまで考えてたわけじゃないけど……」

「いやいや、ご謙けん遜そんなさらずとも。柳斗様のご推察の通り、我輩の体内には魔力が詰まっております。これが、我輩が“〝究極”〟と言われる所以ゆえんでしてな」

　誇らしげに胸を張る伯爵に、柳斗は唸うなって、

「ふーん。じゃあ、何か使ってみせて……そうだな。そこの皿洗ってくれると嬉うれしいんだけど」

　台所を指差す。すると、クモック伯はく爵しやくはとんでもない、と身体からだを振った。

「柳りゆう斗と様。我わが輩はいは、あくまで魔力を溜ためているだけなのです。この世界に供給源が全くない以上、その回数には限度がある、ということを慮おもんぱかっていただけますかな？」

　うっ。何だか諭さとされてしまった……。

　柳斗はちょっと傷ついた。そりゃ下らないことだけどさ……。だからって、オレを他人のことを考えられないかぐちゃんみたいな人間と思うのは止やめて欲しいよ。

　複雑な表情で頷うなずく。でも、完全に納得したわけではなかった。証拠はないが信用してくれって言われても、信頼関係ゼロじゃね……というものである。

　クモック伯爵は安あん堵どしたように息をついて、

「ありがとうございます。柳斗様。実は、先ほどお嬢様の服装と言語をこの世界に合わせるのに、少し力を使いすぎておりましてな……」

「あっ、そういえば……」

　柳斗は口に手を当てた。

「じゃあ、なんでセーラー服だったんだ？」

「それは……」

　口を開きかけたクモック伯爵。と、その時だった。

「るっとくーん。大丈夫ー？」

　バーン、と扉を開けて、パジャマ姿のかぐやが現れた。同時に、

「ゴッキーさんは、どちらにおられるのですか……？」

　かぐやの後ろから、恐る恐るリビングを覗のぞくフィーナの姿も見える。

「……先ほどのかぐや様の服装を参考にさせていただいたのです」

　小さく、クモック伯爵が言った。

「なるほど……」

　柳斗は、横目でかぐやを見つめ、呟つぶやく。

「まあ、私服のときじゃなくてよかったかな……」

　かぐやの普段着は、妙みようちきりんなものが多い。今は、くまさんプリントのパジャマ姿だが、休日などは柳斗の感かん性せいからしてみれば信じられないファッションをしている。

　これが、かぐや自身には不思議と似合っているのだが、それをフィーナが着ていたらと考えるとぞっとする。たまに、本気で小学生ルックの時だってあるし。

　そんなことに思いを巡らせていた柳斗だったが、

「あ───！」

　突然、かぐやが叫び出した。クモック伯爵の存在に気付いたのだろうか。

「か、か、か、かぐちゃんのお菓子が───！」

「あっ」

　柳斗は慌ててお菓子の缶の蓋ふたを閉めた。蓋が缶にぶつかって、クワァン、と小さく音を立てる。しかし、かぐやは素す早ばやく柳りゆう斗との前までくると、缶の蓋ふたを開け放った。

「せっかくだからかぐちゃんも食べるー」

　かぐやはクッキーを取り出すと、口に入れようとして、

「あ、もしかして、ここからゴッキーが出てきた、とかはないよね？」

「恐ろしいこと言わないでくれ！」

　柳斗は憤ふん慨がいして即そく答とうした。黒くて光こう沢たくのある、例の害虫のことなんて考えたくもない。

　しかし、動揺していると思われるのも不愉快なので、柳斗は声を抑えてゆっくりと首を振った。

「何を勘違いしているのか知らないけど、ゴキブリなら出てないよ。そこにいる──クモック伯はく爵しやくに驚いたんだ」

「あ」

　かぐやは、そこで初めてクモック伯爵に目をやった。お菓子に夢中で、本気で気付いていなかったらしい。

　しかし。

「バレちゃったんだ。クモック伯爵」

「はい。あまりにもマシュマロが魅力的でしてな」

　平然と会話するかぐやと伯爵。柳斗は固まって、

「もしかして……知ってた？」

「うん」

　かぐやはサクッとクッキーをかじりながら頷うなずいた。

「だって、最初に話しかけられた時から、伯爵しゃべってたし。あっ、フィーナちゃん。だいじょーぶだから入っていいよ」

　かぐやはいまだ入り口で立っているフィーナに向かって手を振った。

「ゴッキーさんには会えないのですか」

　フィーナは何な故ぜか残念そうな顔をして、リビングに入ってきた。薄緑色のネグリジェを着ている。確か、以前かぐやが着ていたことがあったが、背丈が違うのでまた別な印象を受ける。言うなれば清せい楚そな……いや、これは単純にかぐやにその要素が足りないだけか。

「ゴキブリにさん付けは止やめろよ……」

　控ひかえめに突っ込んだ柳斗の言葉に、しかしフィーナは気にも留とめずに、

「あっ。伯爵、正体を明かしてしまったのですね」

　かぐやから貰もらったマシュマロを頬ほお張ばるクモック伯爵に目をやって、落らく胆たんの声をあげた。

「おお、お嬢様。いやはや、申し訳ない」

「──あのさ。どうして隠してたんだ？」

　柳斗はやや不機嫌になって問いかけた。どうやら、知らなかったのは自分だけのようである。馬ば鹿かにされていたようで気にくわなかった。すると、かぐやは唇に手を当てて、

「うーんとねー。フィーナちゃんと伯爵を一緒に出すとさー。るとくん、逆に驚かないんじゃないかなーって」

「は？　驚かないのはいいじゃないか」

　首を傾かしげた柳りゆう斗とにかぐやは頬ほおを膨らませた。

「それじゃあ、かぐちゃんが面白くないでしょー！」

「そういえば、お風ふ呂ろの中でも見物するのが楽しみだ、と言ってましたね」

　フィーナが冷静に付け足す。かぐやはうんうんと頷うなずいた。

「あー、でも失敗だったかも。結局一番おいしいシーンは見逃すし。それもこれもるとくんがマシュマロなんて出すからだよ！」

「黙れ！」

　柳斗はとりあえず突っ込んだ。しかしかぐやは堪こたえていないようだった。

「あー、あの時、裸でもいいから見に行けばよかったー！」

　かぐやは唇を尖とがらせると、両手を上げて天井を見つめ……

「るとくん、今、想像した？」

「しないから！」

「そっかー」

　かぐやは何な故ぜか残念そうに呟つぶやくと、

「じゃあ、フィーナちゃんのは？」

「するわけないだろっ！」

　柳斗は顔を真っ赤にして叫んだ。真横に本人がいるっていうのに……。俯うつむいて、ちらりとフィーナの方に視線を向ける。ネグリジェの裾すそから、白い素足が見えた。草食動物を連想させる、少し骨ほね張ばった足首。その先が、ほんのり赤く色づいている。お風呂上がりだからだろうか……透き通った白い肌とのコントラストがやけに新鮮で……。

「おーい！　るーとくーん！」

「──え？　あ、うん。どうしたの？」

「……。やっぱり想像してたでしょ。るとくん」

「してない！」

「じゃあ、そういうことにしといてあげる」

「……」

　柳斗は不ふ承しよう不ぶ承しよう頷いた。実は、いまだフィーナの足首が目に焼きついたままなのだ。変に墓穴を掘るのだけは避けたい。

　かぐやは大きく伸びをすると、

「でも、お風呂上がりの一大イベントがなくなっちゃったのは寂しいなぁ。ま、いっか。明日は学校だし。早く寝なきゃね」

「そうだな」

　柳斗はホッと息をついた。かぐやにしてはようやくまともなことを言い始めた。

　しかし。

「フィーナちゃんの初登校だもんね。寝ね坊ぼうしちゃ恥ずかしいもん」

　さらりと言った一言に、柳りゆう斗との頭は一瞬真っ白になって……。

「い、い、い、今、なんて……？」

「寝坊しちゃ恥ずかしいもん」

「それじゃない！　今、こいつが、登校するって言わなかったか？」

「言ったよ」

　あっさりと頷うなずくかぐや。柳斗は拳こぶしを握りしめて、

「確かにうちの制服着てたけど……生徒じゃないだろ!?」

　かぐやに迫る。が、かぐやは動じた様子もなく──むしろ楽しげに口元を歪ゆがめた。

「そんな時の魔法頼みだよっ♪　るとくん」

　かぐやはぴょん、と一回跳ねるとクモック伯はく爵しやくの身体からだをつついた。

「ね、伯爵」

「うむ。我わが輩はいの魔法の力を持ってすれば、その位の工作はお手のものですぞ」

　クモック伯爵は腕を伸ばして顎あご（と思おぼしき部分）をしきりにさすった。

「あのな……」

　納得できない思いを抱きつつも、柳斗はフィーナに向き直った。

「フィーナ……さんは、学校ってどういうところか分かってるの？」

「フィーナでいいですよ。リュートさん」

　フィーナは嬉うれしげに頷いた。

「学校についてはですね、お風ふ呂ろの中で、かぐやさんに教えて貰もらいました。たくさんお友達が集まって、お勉強したり遊んだりするところですよね？　リュートさんのところとは違うかもしれませんが、私の世界にもあるんですよ。私は家でコウ先生に教えて貰うだけでしたけど、それだけに憧あこがれていて……。ですから、私、行くのがすごく楽しみなんです！」

　キラキラとした目を向けてくるフィーナに、柳斗は首を捻ひねった。どうしたものかと逡しゆん巡じゆんしつつも、柳斗はフィーナを見つめ、

「確かに間違ってないけど、そんなに楽しい場所でもないよ。どちらかというと、狭い部屋に勉強するためだけに拘こう束そくされてるって感じで。休み時間はあるにはあるけど、基本はずっと勉強だよ？　本当に行きたいの？」

　柳斗は念を押した。単に、彼女を学校に行かせたくない、というだけじゃなくて、後で騙だまされたと怒られるのを避けるためでもある。──これで、行く気をなくしてくれれば一番だったが。しかし、フィーナは笑顔を崩さずに、

「でも、お勉強するのも、皆さんと一緒でしょう？　なら、きっと楽しいです」

「そーだよっ。すっごい楽しいもん。るとくんも一緒だもんね」

「え？」

　柳斗は、首を傾かしげた。フィーナが一緒？　確かに、彼女は柳斗の学校の制服を着ていたが、それはかぐやを真ま似ねただけで、本当は──。

「一緒って……フィーナはまだ一四歳くらいだろ？」

「一七歳です！」

　フィーナが即そく座ざに訂正してきた。

「そりゃあ胸は小さいですけど……背だってかぐやさんより大きいじゃないですか！」

　ちょっと涙目で叫んでくる。どうやら、触れてはいけない話題だったらしい。

「いや……かぐちゃんを比較対象にされてもなぁ」

　柳りゆう斗とは周囲に聞こえないくらいの声で独りごちると、

「あ、一七歳に見えるよ。全然。むしろ年とし相そう応おう」

　手をパタパタと振ってフォローを入れた。

　実際、別にそこまで幼く見えるというわけではないのだ。西洋人じみた外見から、柳斗たちより発育がよいはずだ、という先入観があっただけの話で。しかし、これだけ気にしているということは、やはり向こうでも幼い方なのだろうか。

「本当ですか？」

　フィーナが真顔で聞いてくる。柳斗はコクコクと頷うなずいた。すると、

「よかったぁ」

　ふわっと、花が舞い散るような微笑を浮かべ、フィーナは柳斗を見つめた。

　ポスターにして、飾ってもいいんじゃないかってくらいの笑顔だった。

　柳斗はとっさに、彼女から目をそらした。

「あ……オレ、そろそろ寝るよ」

　そう言うと、柳斗はそそくさとリビングを後にした。

　結局、柳斗が、フィーナを学校に来ないように説得することも、追い出すことも忘れていたと気付いたのは、皆が寝静まった頃ころだった。



　それと時を同じくして──。



　プルルル……プルルル……　暗くら闇やみの中、電話の呼び出し音が鳴り続ける。

　ガチャ。

　誰だれかが、受話器を取る。

　暗闇に僅わずかに差す月光が、その人物を照らしていた。──男である。

「やあ」

　男は、掠かすれの入った、男性にしてはやや高めともいえる声で、受話器に向かって語りかけた。

「電話では久しぶりだね。……そうか。うん」

　男は、小さく頷いた。光に照らされて、細い顎あごが覗のぞく。

　まだ若い……二〇代前半くらいだろうか。

「転校か……ああ、できないことはないけど、記憶の改かい竄ざんってのはこっちじゃ一応違い法ほう行こう為いなんだよ？」

　青年は笑いながら首を傾かしげてみせた。どことなく、楽しんでいるようにも見える。青年は電話口の向こうの言葉に頷うなずいて、

「うん。まあ、いいよ。これは必要最低限の助じよ力りよくに入るし……伯はく爵しやくの魔法は無駄使いできないからね」

　一瞬、とても優しげな目をして、遠くを見つめた。柔らかな黒髪に映える、穏やかな瞳ひとみ。

「明日まで？　早いね。……いや、大丈夫だよ。これでも一応は天才で通ってる。知ってるだろ？　〈漆黒の魔法騎士〉コウ＝ディヴァスラインってね。──ああ、キミに言うのは失礼だったね。〈幻げん影えいの魔女〉さん」

　青年──コウは自じ嘲ちよう気味に笑ったが、すぐに爽さわやかな口調で言う。

「じゃあ、切るよ。明日の朝までに、魔法をかけないといけないからね。……そうそう、転校してくるってだけでいいんだよね。最初からいたって思わせるには、魔法をかける相手が多すぎるよ。……ああ、よかった。じゃあ」
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「うーん。やっぱり、魔法ってあるのかなぁ……」

　柳りゆう斗とは机に突っ伏して呟つぶやいた。

「どうしたんだ。陽ひ崎ざき。お前も神に感謝してたのか？　あんな美少女を招まねいてくれてありがとうって」

「いや……つか、お前クリスチャンじゃないだろ？」

　隣の席の高たか山やまが手を組み合わせて天に祈るのを横目に、柳斗は教卓の前に立つフィーナを見た。最初に柳斗の前に現れた時と同じセーラー服姿で、清せい楚そに微笑ほほえんでいる。

　とりあえず「現実から来ました」は止やめろ。と言っておいたが、果たしてどうなることやら……。

「フィーナ＝トーズレイです。よろしくお願いします」

　フィーナは無ぶ難なんな挨あい拶さつをした。その前に、学年集会で紹介されていたから、特に話す必要もなかったというべきか。フィーナはカナダからの留学生、ということになっていた。

　緑がかったグレーの瞳ひとみなので、カナダ人としても違和感はなさそうだ。

　フィーナがそう言い終わるや否や、クラス中が歓声で包まれた。

「すっげー。日本語で挨拶してる。うーん、質問とかも日本語でしていいのかな？」

　ざわざわと騒がしい生徒たちを、担任の上うえ原はら先生がやんわりと手で制す。

「フィーナさんは一時期日本で暮らしていたらしく、言葉については問題ないそうだ。皆、仲良くしてあげてくれ」

『はーい！』

　見事にハモった男たちの声に、女子生徒たちが少しばかり眉まゆをひそめるのが見える。

「さてと」

　上原先生は満足そうに頷うなずいて、教室を見渡した。朝、柳斗が教室に入った時から、窓際の一番後ろに、机が一つ運びこまれていたのだが、上原先生はフィーナをそこに案内することなく自らが歩いてくると、すぐ横にいる柳斗に向かって、

「よし。陽崎、この机を倉くら本もとの隣まで運んでくれ」

「えっ？」

　柳斗は声をあげた。倉本の隣って……。

「倉本は委員長だからな。いろいろ教えてやって欲しいんだ。いいだろ？　倉本」

　上原先生は教室の中央近くにある席に向かって言った。

「はい。──先生、私も手伝います」

　立ち上がったのは、背の高い、ポニーテールの女の子だった。目鼻立ちのはっきりとした、なかなかの美人である。倉本未み央お。柳斗のクラスの委員長だ。

　スタイルもかなりよく、そのため男子からの人気が高い。リーダータイプの強気な性格なので、友人も多いようだ。

　そして……柳斗自身は本当にどうでもいいのだが、柳斗の幼なじみだったりする。

　といっても、幼稚園までの話だ。

　小学校入学と同時に、未み央おの一家は隣町に引っ越してしまって、以来、高校に入るまで会うこともなかった。かぐやにあてた手紙が、年に数回届いていたくらいである。

「陽ひ崎ざき君。私、こっち持つから」

　未央は柳りゆう斗とのところまでやってきて言った。

　昔は、るーくんるーくんとうるさかったが、高校で再会してからはいたって他た人にん行ぎよう儀ぎだ。柳斗としても、非常にありがたいことだったが。

「いいよ。オレ一人で大丈夫だから」

　柳斗は未央の申し出を断ると、机を未央の隣まで運んだ。柳斗が自分の席に戻ると、フィーナがやってきて用意された席に座る。未央と、何か話しているみたいだ。二人とも微笑を浮かべていて、一見、仲が良さそうな光景だ。しかし、柳斗は不安だった。

　よりによって、未央の隣か……まいったな……



　一限目の授業が済んで、休み時間になるとザァッとフィーナの周りに人だかりができた。

　ほとんどが男子である。

　このクラスでフィーナのところに行っていない男子生徒は、柳斗の他ほかには、坂さか巻まき翔しよう禎ていという金髪の少年くらいなものだった。馬ば鹿かにしたように、「ケッ」と舌打ちするのが聞こえる。実に好感の持てる反応だ。全員がこうであればいいのに。──と、

「さすが魔法の世界ですね。初期状態からモテモテです！」

　ざわめきに混じって、フィーナの感嘆する声が聞こえた。

　おい……何喋しやべってんだよ！

　柳斗は慌ててフォローしに行こうかと考えたが、

「あっはっは。フィーナちゃんって面白いこと言うねー」

　男子どもは笑って流してしまっていた。……ちょっとは疑うとかしろよお前ら。

　柳斗は立ち上がろうと浮かした腰を再び落とし、はぁ、とため息をついた。

　それから、休み時間の度に同じような光景が繰り返されたが、特に何事もなく時は流れ──お昼休みの時間になった。

「やっほー。るっとくーん」

　休み時間になってすぐ、かぐやが教室の入り口までやってきた。

　ふわふわのツインテールに、くりくりした瞳ひとみが相変わらず幼く見える。タイが三年生を示す赤じゃなかったら、下級生にしか見えないだろう。

　かぐやの登場に、フィーナに群がっていた男子たちの半分が振り向いてかぐやを見た。

　頭脳明めい晰せき（言動はバカだけど）。

　容姿端たん麗れい（ただし小学生にしか見えない）。

　一応、かぐやは『憧あこがれの上級生』なのだ。

　渋しぶ々しぶ席を立った柳斗は嫉しつ妬との目が向けられているのを感じた。

『平凡な大多数』の一人である柳斗が、家族とはいえ美少女と仲良くするのが気に食わないらしい。ああ、全然羨うらやましくなんかないっていうのに。

「……何しに来たんだよ」

　柳りゆう斗とはぼそりと耳打ちした。もっとも、ざわついている教室内においては、多少の会話なら聞かれる心配もなさそうだったが。

「何って、フィーナちゃんの様子を見に来たんだよ。あと、一緒におべんと食べようと思って」

　かぐやは、嬉うれしげに弁当箱の入った袋をちらつかせた。普段は、柳斗もかぐやもお昼は学食で食べているのだが、今日はフィーナのこともあるので弁当にしたのだ。

「フィーナならあの通りだよ。一緒に弁当なんて食べれる状況じゃない」

　柳斗は、男子生徒の壁を指差した。柳斗からはかろうじてフィーナの頭が見えるが、背の低いかぐやには、恐らく見えていないだろう。と、

「かぐちゃん！　久しぶり。何か借りに来たの？」

　手を洗っていたのか、廊下からやってきた未み央おが、かぐやの姿を見つけて歓声をあげた。

「あ、みおちゃんだ。元気してるー？」

「うん。元気元気」

　未央は手を振りながらかぐやの前までやってきた。

　未央とかぐやは仲良しだった。高校生になった未央が真の意味で再会したのは、柳斗ではなく、かぐやだったに違いない。柳斗はその付属物だ。たまに、三人一緒になる場合は大抵そんな扱いだし、かぐやと一緒に姉貴面してくることすらある。

　なんとなく居心地の悪さを感じつつも立っていると、未央がかぐやに問いかけた。

「で、どうしたの？」

「うん。一緒にお弁当食べようと思って。みおちゃんもどう？」

　かぐやは未央の顔の前に、弁当箱を突き出した。

「えっ。あっ、もしかしてそれ、陽ひ崎ざき君が作った？」

「そーだよっ」

「なるほどねー。でも、私、あの子の面倒見ないといけないし……」

　未央は人だかりの中心を指した。

「あの調子だと、守る人がいないと大変でしょ？」

　しかしかぐやはぶんぶんと首を振った。

「大丈夫だよ！　フィーナちゃんも一緒に食べるんだから」

「あれ？　どうしてあの子の名前、知ってるの？」

　首を傾かしげる未央に、かぐやは笑顔とともに、

「そりゃあ、一緒に……」

「うわ───────！」

　突如、柳斗の叫び声がこだました。

「な、何？」

「いや、特に何も」

　問いかける未み央おに、柳りゆう斗とは何事もなかったかのように涼しい顔で言った。そして、かぐやに目で合図する。──それは言うんじゃない。かぐやは頷うなずくと、

「だから、一緒に暮らして」

「わ───────────────────！」

　柳斗はかぐやの肩を掴つかんで叫んだ。未央はぽかんとしている。どうやら、聞かれていないようだ。柳斗はかぐやの肩を掴んだまま、廊下へと出た。

「何喋しやべろうとしてんだよ」

「えー。いいじゃん。言ったって」

　かぐやは頬ほおを膨らませた。

「駄目だよ。そんなことしたら、オレ、他ほかの男子に睨にらまれちゃうし、未央だって、後で面白がっていろいろ聞いてくるに決まってるじゃないか」

「そうかなぁー」

「そうだよ！」

　柳斗は真剣な目をして叫んだ。未央がフィーナの隣になるのが嫌だったのも、そもそもこうやって事情を知られて、詮せん索さくされるのが嫌だったからだ。

　なのに、かぐやは聞いているのか聞いていないのか、さほど表情を変えずに、

「違うと思うなぁー。特に、みおちゃんの方は」

　かぐやは首を傾かしげると、柳斗の肩越しに未央を見た。

「ね、みおちゃん」

「ね、って……。さっきから何なの？　一体」

　未央は呆あきれ顔で嘆たん息そくした。柳斗はどうしようかと視線を泳がせたが……、

「あっ。かぐやさん！」

　突然、教室から響いてきた高い声が、全ての終わりを告げた。

　モーゼの奇き蹟せきのようにズザァアアッと人ごみが割れ、中から少女が飛び出してくる。

　フィーナだった。

「お昼、一緒に食べましょうって約束したの、覚えててくれたんですね！」

「もっちろんだよ！」

　笑顔で抱き合うかぐやとフィーナ。

　それを見ていた未央は、半眼のまま柳斗に視線を移し──

「どういうこと？」

「さて、オレにも何が何やら……」

　柳斗は視線をそらして言った。未央の目が、全然笑っていなかったからだ。

　未央はちょっとの間あいだ同じように柳斗を見ていたが、ぷいと顔を背そむけると、どかどかと自分の席に戻って腰を下ろした。どうしてだか分からないが、確実に怒っている。

　この状態の未央に近づくのは至し難なんの業だ。それを象しよう徴ちようするように、人ごみが散った。

　しかし。

「あ、未み央おさんも一緒に食べましょう！」

　この状態の元げん凶きようともいえるフィーナは、にこにこと未央の机に自分の机を引っつけた。

「……」

　未央は無言だ。そこにかぐやがあっさり割り込んだ。誰だれかの机を引っつけて、ストンと椅い子すに腰掛けると、かぐやは柳りゆう斗とに向かって手を振る。

「ほらほら、るとくんも早く！」

　──早く、じゃねえよ！

　柳斗は思わず叫びそうになったが、逃げ出すこともできずに、渋しぶ々しぶ、三人の間あいだに椅子を置いて座る羽は目めになった。

　ちょうど、お昼の放送が流れ始める。何の捻ひねりもない、穏やかなクラシック曲だ。

　しかし、場の空気はそんな音楽が皮肉に聞こえるほど凍りついていた。



「ふーん……一緒に住んでるんだ」

　小さく、呟つぶやく未央の声。しかし、かぐやは未央に配はい慮りよすることなく、能のう天てん気きに言った。

「うん。ほら、うちって、ゆっきーもパパ上うえもカナダにいるでしょ？　フィーナちゃんはそっちの知り合いの子なんだけど、しばらくうちに来ることになって」

　ゆっきーとは母親の由ゆ希き子こ。パパ上とは、父親の賢けん斗とのことだ。もちろんこれが公こう称しよう……というわけでは決してなくて、かぐやが気まぐれにそう呼んでいるだけである。

　かぐやにしてはよく考えたな。柳斗は少しばかり感心した。──だから、フィーナはカナダ出身ということになっていたのか。

　かぐやの説明に、未央は渋じゆう面めんを少しだけ和やわらげた。

「じゃあ知り合いの子どもさんなんだ……それにしても……」

　未央はフィーナを見つめた。不ふ審しんげな目だった。

「子どもだけの家に預けるなんて非常識よ」

「うんうん、その通り」

「アンタは黙ってなさい」

　未央に睨にらまれて、柳斗は沈黙した。当とう事じ者しやなのに、口出しちゃいけないらしい。

「特に、同じ年とし頃ごろの男の子がいるっていうのに……。いっくら『枯かれ柳やなぎの柳斗』でも、男は男なのよ？」

「あのなぁ。枯れ柳はひどすぎ……」

「だってそうじゃない。女の子に興味ないんじゃ……？　って思えるくらい、そーゆーのに興味ないし、基本的に鈍いし」

「いつ鈍かったんだよ！　……って、はい。黙ってろ、ですね」

　ギロッと睨まれて、柳斗は情けなく呟いた。気にしないことにして、弁当箱の蓋ふたを開ける。彩いろどりなどに配慮していないため、見栄えのしない弁当である。ただし、味は保証付きだ。作った自分が言うのもなんだが、かなりおいしい部類に入るだろう。

「わあ、おいしそうですね」

　フィーナも、自分の弁当を取り出し、フォークをミートボールに突き刺した。箸はしが使えないフィーナのために、フォークとスプーンだけで食べられるような具材にしてあるのだ。

「むむっ」

　同じく弁当を出そうとしていた未み央おは、柳りゆう斗ととフィーナの弁当がお揃そろいであるのを見て唸うなり声をあげた。しかし、未央はそれに関しては何も言わずに、自らも弁当をつまむと、

「せめて、麻ま理り姉様がいたら安心なんだけどねー。フィーナちゃん守るために、私も泊まりに行こうかしら」

「ゲッ……」

「ゲッとは何よ!?　ゲッとは！」

　キミが思ってる通りの意味だと思うよ。柳斗は目をそらしながら心の中で呟つぶやいた。

　と、フィーナが首を傾かしげて、

「あの……マリさんって誰だれなんですか？」

　そういや説明してなかったか。柳斗は口を開きかけたが、

「るとくんやかぐちゃんのおねーさんだよっ」

　それより先にかぐやが答える。未央も、聞かれてもいないのにうっとりとした口調で、

「そりゃあもう綺き麗れいで、カッコよくて……。背がすらーっと高くて、走ってる姿なんか、今思い出しただけでもほれぼれするわ」

「へー」

　フィーナは興きよう味み津しん々しんな顔で問いかけた。

「じゃあ、リュートさんとそっくりなんでしょうね。リュートさんも背が高いですし」

「……そうでもないよ」

　柳斗は力なく答えた。姉弟ってだけで、勝手な期待はよして欲しいものだ。

　未央も、カラカラと笑ってフィーナの言葉を否定する。

「あはは。ないない。背が高いっていっても、陽ひ崎ざき君は運動できるわけじゃないし。かぐちゃんと陽崎君みたいなもんよ。姿も似ていなければ、中身も似てない。麻理姉様みたいにサバサバしてもいないし、かぐちゃんみたいに頭がいいわけでもないしねー」

「なるほど。そうなんですか」

　フィーナはあっさり納得した。これはこれでなんかムカつくな……。と、複雑な心境の柳斗を庇かばうように、かぐやが顔をしかめた。

「違うよ！　るとくんは、かぐちゃんにも麻理姉にも似てるの。だから、どっちにも似てないみたいに見えるんだよ！」

　ぷんぷんと頬ほおを膨らませて怒るかぐやに、未央は苦笑を漏らしながら、

「まあ、それは確かにあるかもね。中途半端っていうか……だいたい、覇は気きってモンがないのよね。陽崎君には」

「別にいいだろ。オレは頑張るのとか目立つのは嫌いなんだよ」

「そんなこと言って、ホントはかぐちゃんたちみたいにちやほやされたいくせに」

　未み央おは何な故ぜかフィーナを横目に見やると、ふふんと鼻を鳴らした。

「小さい頃ころは今みたいじゃなくてもっと……」

「──倉くら本もと」

　遮さえぎったのは柳りゆう斗とだった。意外に大きな声に、自分自身が驚かされる。

　柳斗は声の調子を落とすと、静かに、

「……オレの話はもういいだろ」

「そ、そうね！　ごめん、つい懐なつかしくなっちゃって……。陽ひ崎ざき君の昔の話なんて、トーズレイさんにはどうでもいいもんね」

　未央はフィーナを見つめると、ポンと手を打って、

「ねえねえ、トーズレイさん。よかったら、うちに来ない？　うちは子どもは私一人だけだし、父さんは単身赴ふ任にんでいないわ。母さんも歓迎すると思う！」

　未央の提案に柳斗は願ってもない、と目を輝かせた。

「おっ。それいいな。フィーナ、そっちの方がいいんじゃないか？」

「──いやです」

　フィーナは即そく答とうで断った。

「ミオさんのところでは、私の目的が達成しにくくなります」

「目的？」

　未央が、首を傾かしげた。柳斗も食べながら首を傾げた。そんな話、初耳だ。確か、フィーナは違う世界から遊びにきただけのはずだ。フィーナは頷うなずいて、

「はい。私、リュートさんを攻略しないといけないんです」

　──ブッ！

　柳斗は思わず口の中の飯を噴きそうになった。

「こ、こ、こ、攻略ですって!?」

　未央が素すっ頓とん狂きような声をあげた。それによって一気に周囲の関心が高まる。柳斗は泣きそうな気分になってきた。

　しかしフィーナは周りの緊迫した空気には全く気付かないで、

「はい。私、リュートさんと仲良くなりたいんです。あっ、ミオさんは、リュートさんやかぐやさんと仲良しなんですね。私とも、仲良くして下さいね」

　未央は少し狐きつねにつままれたような顔をしていたが、

「こ、攻略って……そういう意味ね。ええ、いいわよ」

　そう言って、手を差し出す。フィーナも、その手を握り返した。

　──奇き蹟せきの瞬間です。和平が、和平が成立しました!!　柳斗の頭の中で、テレビで人気の男性レポーターの声が流れた。いやあ、本当によかった。──と、柳斗が思ったのもつかの間だった。

「トーズレイさん。そのお弁当、ちょっと分けてくれる？　私のもあげるからさ」

「嫌です」

　フレンドリーに言った未み央おの頼みを、フィーナは笑顔で断った。

「どうしてよ。ちょっとくらい、いいじゃない」

　ムッとした表情で、未央が言う。しかしフィーナは首を振った。

「駄目です。せっかくおいしそうなものを最後に残していたというのに、人にあげてしまってはもったいないです。それに、ミオさんのお弁当は食べにくそうです」

　確かに、未央の弁当はキャベツの千切りやら、ひじきなど、フォークとスプーンでは食べにくそうなメニューだった。しかし、いかんせん答え方が悪すぎた。無言で食事を続けるフィーナに、未央の表情がさらに険けわしくなる。

「倉くら本もと、オレの分けてやるから……」

「ありがとう。でも、そういう問題じゃないの」

　恐る恐る声をかけた柳りゆう斗とに、未央は薄笑みで答えた。目は笑っていない。ハッキリ言って怖いだけだった。未央の攻撃的な視線にようやく気付いたのか、フィーナは眉まゆをひそめた。しかし、手を止める気はないようで、なおも、問題の弁当を食べ続ける。

　ひょい。

　未央の箸はしが伸びた──が、フィーナは華か麗れいな動作で弁当箱をずらす！　未央の箸が空くうをつまんだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「クッ……やるわね」

　未み央おは箸はしを箸箱に戻すと、自分の弁当に蓋ふたをした。まだ食べ終わっていないのに、である。そして、ハンターの目で、フィーナの弁当箱に狙ねらいを定めた。

　バッ！

　未央は両手を天に掲かかげると素す早ばやくその両方を動かし、片方はフィーナの手を、もう片方は弁当箱の角を掴つかんだ。

「な、何するんですか！」

「トーズレイさんがひどいこと言うからよ。私たち、友だちでしょ？　ひ・と・く・ち・く・ら・い、いいじゃない」

「い・や・で・す！」

　二人は弁当を掴んでいがみ合った。どこをどう見たって「友だち」には見えない。

　美少女二人の諍いさかいに、教室中の注目が集まる。しかし、誰だれもそれを止めようとはしない。恐ろしくて、手が出せないのである。

　かくいう柳りゆう斗とも、間あいだに挟まれながら様子を窺うかがうのみであった。かぐやはといえば、のへへーんとお茶を飲みながら観戦している。怖くないなら止めてくれればいいのに。

　拮きつ抗こう状態は長くは続かなかった。

　背も高ければ腕の筋肉も強い未央の力に、フィーナの腕が震え出した。

「ううう……」

　フィーナは涙目で歯を食いしばりながらも弁当箱を離そうとはしない。しかし、未央は勝しよう者しやの笑みを浮かべ、

「大丈夫！　一口食べたらか・え・す・か・ら!!」

　未央はそう言ったと同時に、さらに力を加えた。フィーナの顔に動揺が奔はしる。──と、

　づるっ──

　プラスチック容器が指で滑る音がした。フィーナが、いつの間にかかいていた汗で滑って、弁当箱を手放したのだ。

「やった！」

　未央は小さく歓声をあげた。──が、

　ツルッ。

　不幸なことに、未央の手からも弁当箱が離れてしまったのである。

『ああっ！』

　フィーナと未央は同時に声をあげた。お互いの、いや、クラス中のほとんど視線が、宙を舞う弁当箱に注がれる。そして、

　ひゅううう────べちゃっ。

　弁当箱は、落下した。

　しかも、人の頭に。

　柳斗でもなく、フィーナでもなく、未央でもかぐやでもなく。

　弁当箱をかぶったのは、クラスで唯ゆい一いつ、フィーナたちを無視していた金髪の少年、坂さか巻まき翔しよう禎ていだった。

「あわわ……」

　柳りゆう斗とは慌てた。

　坂巻はいわゆる不良である。

　なんで真ま面じ目めに学校に来ているのか分からないくらいに非行少年なのである。

　喧けん嘩かが強くて、この近辺の不良を束たばねるボス的存在だったりする。

　しかも家がお金持ちで、問題を起こしても、もみ消してしまうという噂うわさもあるのだ。

「……」

　食パンをかじっていた坂巻は、無表情のまま頭の上に手を載せた。カラン、と弁当箱が床に落ちる。と同時に、弁当の中身のソースやらが血ち糊のりのように額ひたいから流れ出した。

　坂巻は鼻先のデミグラスソースを指で拭ぬぐって、柳斗たち四人をじろりと見た。

　未み央おは、さっきまでの元気はどこへやら、青ざめた顔で坂巻を見ている。フィーナも、ちょっと困ったなぁ、という表情だ。かぐやは……相変わらずニコニコしていた。

　柳斗は蛇に睨にらまれたように動けなかった。別に、自分が悪いことをしたわけじゃないのだが、「男だから」ってだけで責任を取らされはしないかとびくびくする。

　坂巻は怯おびえる柳斗たちに苦虫を噛かみつぶしたような顔をして、視線を床に移した。

「……ケッ」

　坂巻は舌打ちすると、床に落ちた弁当箱を蹴けって、フィーナの足下まで飛ばした。残っていた具材やソースが飛び散って、汚物の道ができる。

　それから坂巻は立ち上がって、フィーナたちの方へやってきた。思わず身構える柳斗だったが、坂巻は、

「今度からは気ィつけるんだな」

　とだけ言い残すと、さっさと教室を出て行ってしまった。

　ガララ──バン！

　扉が、閉まる音がする。同時に、教室中を包んでいた緊張が解とけた。

　未央が、床にぶちまけられた弁当を見て憤ふん慨がいする。

「な、なんてひどい奴やつなの！　ぐちゃぐちゃじゃない！」

「いや、普通にいい奴だと思うが……」

　柳斗は呆あきれながら突っ込んだ。普通、キレて殴なぐりかかってもいいような場面である。それを、「今度からは」で許してくれたのだ。不良じゃなくても寛かん大だいすぎる処分だろう。

「あの方……先ほど、私の方を見ていましたね」

　フィーナが呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。さすがに怖かったのだろうか。

　しかし、彼女は頬ほおに手を当てると首を傾かしげて、

「もしかして、あの方も私のことが好きなのでしょうか……。どうしましょう。彼も攻略対象キャラなのかしら」

「あのな……」

　柳りゆう斗とは頬ほおを引きつらせた。彼女たちを相手にしていても無駄だ。そう悟さとって立ち上がる。

「どうしたの？　陽ひ崎ざき君」

　一応、責任を感じているのか、床をぞうきんで拭ふき始めた未み央おが、柳斗を見上げた。

「トイレ。──あ、この弁当もう食べないから。二人で好きなだけ分けてね！」

　どすっ。

　柳斗はかなり嫌みな口調で言うと、未央の弁当の上に、自分の弁当を乱暴に重ねた。

　それから、教室を出る。一番近いトイレに行くと、案あんの定じよう、手洗い場で頭を洗っている坂さか巻まきに遭そう遇ぐうした。

　柳斗は坂巻の横に立つと、ぺこりと頭を下げた。

「ごめん、さっきは。あのさ、何て謝っていいのか分かんないけど……本当に悪いと思ってるんだ」

　ジャ───

　坂巻は答えない。もっとも、この状態では答えようもなかったが。

　水の流れる音だけが響く。

　たっぷり一分くらい経たった頃ころだろうか。坂巻は蛇口をキュッと締しめて、顔を上げた。

「……」

　坂巻は無言で頭を振った。飛沫しぶきが飛んで、柳斗の頬にも当たる。しかし、不思議と悪意は感じられなかった。

「あの女さー」

　坂巻が怠だるそうに口を開いた。

「お前のカノジョ？」

　そう言って、振り向く。柳斗は首を振った。

「違うよ。女って、どっちのことか分かんないけど、どっちも違う」

「じゃあさ、何でお前が謝んの？」

「それは……何となく。二人とも、謝りそうになかったし」

　喋しやべってたら、何だかだんだん腹が立ってきた。そういや、オレが謝る必要なんかないんだよな、普通。けど、「やっぱりさよなら」なんて失礼すぎるし……。とりあえず、自分だけはちゃんと謝罪を完かん遂すいしよう。

　複雑な表情の柳斗に坂巻は苦笑を漏らした。

「オメー、かなり損な性格してんのな」

　あっさりと言う坂巻に、柳斗も気負いの抜けた顔になった。やっぱりこいつ、見かけによらずいい奴やつだ。

「陽崎柳斗。やっぱりお前って、陽崎麻ま理りの弟とは思えねーな」

「えっ!?　どうして麻理姉を知って……」

　坂巻の台詞せりふに、柳斗は驚いて言った。が、すぐに失しつ言げんだと悟った。

　長女の麻ま理りは、身体能力がずば抜けて高く、しかも汚い技も平気で使うので、異常なほど喧けん嘩かが強い。そのせいで絡まれることも多く、その都つ度ど、相手をぶち倒してきたため、無敗の暴力女王として伝説的存在になっている。年が三歳違うといっても、近隣の不良を束たばねる坂さか巻まきが麻理の存在を知らないはずがないのだ。

　坂巻は案あんの定じよう呆あきれ顔で、

「知ってるに決まってるだろ。それとも、テメエのねーちゃんが、普段何してるかも知らねーのか？」

　柳りゆう斗とはぶんぶんと首を振った。麻理姉はいつでも麻理姉だ。家に帰ったからって、優しくなるなんてことは決してない。いつでも凶暴凶悪なのである。

「もっとも、噂うわさしか知らねー奴やつも多いがな。俺おれは違うぜ。実際に陽ひ崎ざき麻理に会ったことがあるからな」

　坂巻は、少し怒ったような口調で言った。もしかしたら「会った」じゃなくて、「遭った」が正ただしいのかもしれない。麻理が不良と名のつく相手と対たい峙じして、ただで帰したとは到底思えなかった。

「あの女は人間じゃねえ。強さも、性格もな」

　坂巻は噛かみ締しめるように呟つぶやいた。うわ、絶対ひどい目に遭わされてるよこの人！

　麻理姉に抱いだいた恨みを晴らすとか言い出すんじゃないかと慌てる柳斗に、しかし坂巻は肩をすくめただけだった。

「だから、オメーが普通に謝ったりするのが、少しおかしくてよ。──ホントに血ィ繋つながってんのか？」

　疑いの目を向ける坂巻に、柳斗は苦笑を漏らした。

「よく言われるけど、うちには複雑な家庭の事情なんてないよ」

「ふぅん」

　坂巻はシャツの汚れていない部分で顔と頭をごしごしと擦こすると、それを脱いで洗面器の中に放ほうり込んだ。蛇口をひねる。再び、流水の音が流れ出した。

「じゃあ、俺が許さねーって言ってたら、やり合うつもりだったのか？」

　背を向けた坂巻は、鏡越しに柳斗を見み据すえた。その目は、好戦的な光をたたえている。

　柳斗は慌てて首を振った。やり合うだなんて、めっそうもない。

　坂巻は落らく胆たんしたように洗面器の中のシャツに視線を落とした。

「つまんねーな。お前はどっちかってーと、陽崎かぐやよりは陽崎麻理の方に似てると思ってたんだがな」

「比べる相手が極端すぎるよ」

　柳斗は嘆たん息そくして言った。体力の麻理と頭脳のかぐや。二人はそれぞれに秀ひいでた部分を持っているがそれ以外の部分は全て破は綻たんしている。あの二人と比べられてどちらか、と言われるのは非常に心外……というか随分乱暴な鑑定だと思う。

　柳斗の嘆きに、坂巻は顔を上げた。再び、鏡越しに柳斗と目が合う。

　坂さか巻まきはハッとした表情をしていたが、すぐに快活な笑顔になって「まったくだ」と、声をあげて笑った。

　それから、柳りゆう斗とは坂巻に上着を貸そうと申し出たが断られ、その足で購買まで歩いた。売れ残りのコッペパンを買い、歩きながらかじる。

「何だかなぁ……」

　柳斗は遠い目をして、独りごちた。コッペパンがまずかったからではない。未み央おとフィーナ。それとかぐやの行動に、心を痛めているのだった。オレに迷惑かけるならまだいいけど、他ほかの人にまで迷惑かけるのは止やめて欲しいよ、ホント……。

　かぐやの性格は重々承知しているし、フィーナに期待するのも無駄だろうと分かっていたが、あれに未央まで加わるとは思わなかった。昔は確かにわがままだったが、再会してからは活発な普通の子──だったはずだ。人間の本質はいつまで経たっても変わらないのだと思い知らされ、柳斗は何だか悲しくなった。

　やがて、柳斗は教室の前まで戻ってきたが、扉を開ける段階になって、急に不安が襲ってきた。あの置いてきた弁当を巡って、くだらない争いが再び勃ぼつ発ぱつしてたりして……。だとしたら休みが終わるまでどこかで過ごした方が得策かもしれない。

　そう考えるとものすごくためらいを覚える。しかし、迷っていても仕方がない！　柳斗は意を決して扉を開け放った。そして……ぽかーんと口を開いた。

　二人は喧けん嘩かをしてはいなかった。いなかったが……。

「わあ。本当においしいです！」

「でしょ？　もう一口食べる？」

「はい。ありがとうございます！」

　未央が、自分の弁当のおかずをフィーナに食べさせていた。

　しかも、お箸はしを使って、食べさせてあげているのだ。周りにハートが飛び交っていてもおかしくない雰囲気である。ハッキリ言って、気持ち悪い。

　扉の前で立ち尽くす柳斗。と、

「あ、るとくん」

　かぐやが声をあげる。それに伴って未央とフィーナも柳斗を見た。

「るとくん、長いトイレだったね」

　戻ってきた弟への第一声がこれだ。柳斗は半眼でかぐやを見み据すえ、

「まあね。それより、どうなってんの？」

「んー。まずね、みおちゃんはるとくんのお弁当が食べたくて、で、食べたら満足したみたいで、フィーナちゃんにお弁当分けたげるって言ったんだ」

「ふーん」

　食べたら満足って、猛獣かよ……。柳斗は未央を見てそう思ったが、あえて口には出さなかった。あえて。

「でも、フィーナちゃんはおいしくなさそうだからいらないって言って、みおちゃんを怒らせちゃったんだ。私のお母さんが作った料理は最高なんだから！　って叫んで。それからちょっとケンカになっちゃったんだけど、ふいに、みおちゃんがお箸はしを持って、素す早ばやくフィーナちゃんの口の中におかずを突っ込んだの！」

　柳りゆう斗との頭の中に、未み央おが宮本武蔵みたいに箸を掲かかげて目を光らせる姿が映し出された。たぶん、実際の映像とほとんど差異はないはずだ。弁当持って争っている時もそんな感じだったし。

「フィーナちゃんは目を白黒させてさ。怒るかと思ったら、おいしいって喜んじゃった」

「はは……」

　柳斗は頭が痛くなってきた。仲直りくらい、もう少しまともにできないのだろうか。まあ、仲ちゆう裁さいに入らなくて済んでよかったと思うか。

「あ、リュートさんも食べますか？　ミオさんのお弁当、すごくおいしいんですよ」

「えっ……そんな、おいしいだなんて……トーズレイさんったら。陽ひ崎ざき君の口に合えばいいんだけど……」

　未央はもじもじしながら頬ほおを染めた。

　確かに、未央の弁当はおいしそうだ。だが、作っているのは未央ではなく彼女の母親だったはずだ。自分の手柄のように謙けん遜そんするのはどうなのだろう。ともあれ、コッペパンによって十分にお腹なかがふくれていた柳斗は、その誘いを丁重に断った。

「いや、いいよ」

　未央は何な故ぜかがっくりと肩を落としたが、柳斗は気に留とめはしなかった。と、

　キーンコーンカーンコーン

　いつの間にか止やんでいたお昼の放送の代わりに、始業五分前を告げるチャイムが鳴り響いた。

「あ、そろそろ帰らないと。じゃあねー、バイバイっ」

　かぐやは、急に立ち上がったかと思うと慌てた様子で教室を出て行った。柳斗も自分の椅い子すを引き抜いて、元の位置に戻す。

　何だかクラスメイトの面々が、自分を睨にらんでいる気がしなくもなかったが、柳斗は気付かないふりをした。



　放課後、フィーナ（とついでに未央）は休み時間の比じゃないくらいの人間に囲まれていた。柳斗はこれ幸いとばかりに教室を出た。帰り道なら、未央が知っているはずだ。かぐやが連れて帰ってくれるかもしれない。とにかく、自分が連れ帰る義務はない……はずである。フィーナが見み咎とがめて何か叫んだのが聞こえたが、柳斗は無視してダッシュした。

　昇降口で靴を履き替え、外に出る。特に部活動をしていない柳斗の帰りは早い。もっとも、余った時間は家事に費ついやされてしまうため、そんなに暇でもないのだが。

　今日は何だか疲れたから、手抜きメニューでいいかな。

　柳りゆう斗とはそんなことを考えて、校舎を仰あおいだ。と、

「リュートさ───ん！」

　開いた窓から、フィーナの叫び声が聞こえてきた。

「一緒に帰りましょ───！」

　冗談じゃない。

　柳斗は頬ほおを引きつらせた。皆、何事かと窓から身を乗り出す少女を見ている。

「リュートさん、待って。……リュートさんったら！」

　後ろで、そんな声がしたが、柳斗は聞こえないふりをして歩みを進めた。フィーナと帰るのも嫌だったが、こんなに注目されている状況で、返事なんかできるもんか。──と、

『うわっ……！』

　複数人がそんな声をあげるのが聞こえた。ざわざわと、騒がしい。柳斗は誘惑に負けて、ちらりと校舎の方に視線を移した。その瞬間だった。

「！」

　柳斗は目を見開いた。フィーナが廊下の、三階の廊下の窓から、

　──飛び降りたのだ。

　風でスカートがまくれ上がる。しかし、誰だれもそんなことを気にしてはいなかった。皆、蒼そう白はくな表情をしている。

　下はコンクリート。ただでは済まない。下へ手たをすれば、死ぬ。

　気がつけば、柳斗は走り出していた。一瞬のはずなのに、恐ろしく長く感じられる。

　無駄だと分かりながら、柳斗は腕を伸ばしていた。フィーナを受け止めるつもりなのだろうか。自分でもおかしくなってくる。浅はかな。

　フィーナが落ちてくる。絶望的な速さで。

　その時だった。

　ポン！

　何かが弾はじけるような音が響いた……ような気がした。

　柳斗は思わず瞳ひとみを閉じた。腕を突き出したまま。その両腕に、やや時間をおいて、柔らかいものが当たる。柳斗は驚いて手を引っ込めて……。

　どすん。

　何かが落ちる音がした。そして、小さな悲鳴。

「いたた……痛いです！　リュートさん」

「フィーナ……？」

　柳斗は目を開けて、呆ぼう然ぜんと口を開いた。

　そこにいたのは……尻しり餅もちをついて、ふてくされた顔をしているのは──、

　まぎれもなく、フィーナ＝トーズレイだった。

「なんで……お前……」

　無事なんだ？　そんな疑問を察したのだろう。フィーナは立ち上がると微笑ほほえんで、

「クモック伯はく爵しやくの魔法です。学校でも一緒なんですよ」

　フィーナは、セーラー服の裾すそをちらりとめくった。

　脇わき腹ばらの辺りから、バツの悪そうな顔をした、クモック伯爵の姿が覗のぞく。

「まあ、この場所は我わが輩はいの趣味というよりは、いつでもどこでもお嬢様を守れるという実用性を重視してですな……。つまり、大切なのは我輩は変態ではないということです」

「……」

　柳りゆう斗とは伯爵からフィーナに視線を移した。何事もなかったかのように笑う、フィーナを。

　──そういえば、こいつには魔法があったんだ。

　なのに、自分は馬ば鹿かみたいに慌てて、助けたいと一心に願って……。

　そして、助かったことに、安あん堵どしてしまっている。

「……帰るぞ」

　柳斗はぶっきらぼうに言うと、そのまま校門へと歩き出した。

　同時に、それまで静かだった生徒たちに、ざわめきが戻る。

　みんな、口々に今の出来事を話している。その視線の先には──柳斗。

　柳斗は、背後を見ないように早足で歩いた。

　昔から、注目されるのは嫌いだった。注目されれば、否いや応おうなしに、麻ま理り姉やかぐやに、比較されてしまうから。

　なのに……。



    

  
    
      



    

  
    
      「リュートさん、速いです。ちょっと待って下さいっ」

　隣を歩くフィーナが、抗議の声をあげる。

　柳りゆう斗とはそれには答えずに、少しだけフィーナの顔を見つめた。

　──なのに、さっきはそんなこと、少しも考えていなかった。

　頭が真っ白になって、ただ、飛び出して……。周囲の目など気にせずに、全力で駆けてゆく身体からだ。自分じゃないみたいで、でも、すごくドキドキして……。

　──ってオレ、何考えてんだ！

　柳斗はぶんぶんと頭を振った。普通が一番。そうに決まってる。

　心の中で何度も自分を戒いましめると、柳斗は嘆たん息そくした。きっと、今日の事件はすぐに広まることだろう。周りも、しばらくは騒そう々ぞうしくなるかもしれない。

　けど、大人おとなしくしていれば、そのうち静まるはずだ。うん。

　言い聞かせる柳斗だったが、あまり自信がないのも事実だった。今日みたいなことがあれば、きっと自分は同じように動くだろう。

　フィーナがいなければ……でも。

　複雑な感情が心の中を波立たせる。その気持ちを振り払うように、柳斗は家路を急いだ。



    

  
    
      第三章　パンの耳と鶏ムネ肉



    

  
    
      


「るっとくーん！」

　お昼休み。ガララッと教室の扉が開いて、かぐやが顔を出した。

「わざわざ何？　フィーナなら倉くら本もとたちと学食に行ってるよ」

　嫌そうに、柳りゆう斗とは答えた。嘘うそは言っていない。

　あれからちょうど一週間。

　フィーナにも、ようやく仲のいい女の子の友だちができた。今いま頃ごろは食堂でお昼を食べていることだろう。

　ちなみに柳斗は、フィーナたちにでくわすのが嫌で、最近は弁当派だ。

　今日はアルミホイルに包んだおにぎりが三個だけ。一人分だけなので超手抜きである。

「そんなの知ってるよー。かぐちゃんはるとくんに用事があって来たんだよ」

　かぐやは柳斗の隣までやってくると、しゃがみ込んで机の上に両手を置いた。ちょうど鼻先が隠れるくらいまで顔を沈め、柳斗を見上げる。

「るとくん。今日、お買い物行くんだったよね？　一緒に行こっ♪」

「かぐちゃんは補習あるでしょ。オレ一人で十分だよ」

　柳斗はそっけなく断った。

　三年生の、しかも進学クラスのかぐやたちは、強制学力強化補習が毎日のように行われている。自分のことなのに、弟に指摘されるのはどうなのだろうか。

　呆あきれ顔の柳斗に、かぐやは首を振って、

「補習はね、もう行かなくてもよくなったんだ」

　そう言ってさりげなくおにぎりに手を伸ばす。柳斗は無言でその手をはたいた。

「きゃん」

　かぐやは悲鳴をあげ、やや恨めしげに柳斗を見た。しかし柳斗はその視線には気付かないそぶりで、

「何かあったの？」

「うん」

　かぐやは頷うなずき立ち上がると、柳斗の前の空席に無断で腰を下ろした。

「あれ、あんまりにもやってることが簡単すぎるからさ。半年分の補習用問題集、全部解といて先生に出してきたの。こんな補習、受ける意味ないです。って言って」

　かぐやは柳斗の机で頬ほお杖づえをつきながら、ぼんやりとした様子で言った。柳斗は思わず噴きそうになった。な、何だって？

「受ける意味ないって、本当に言ったの？　それに今、あの問題集を全部やったとか聞こえたけど……」

「そーだよー」

　かぐやは何でもない、といった風に答えた。だが、問題集はそう簡単にできるような厚さではない。答えを書き写すだけにしても、かなりの日数がかかるだろう。

　そういえば、最近、一人でよく部屋にこもっていたな……。

　柳りゆう斗とはてっきり「彼女」であるフィーナに変な気をつかっているのかと思っていたのだが、どうやら、その問題集を解といていたらしい。マメというか、なんというか。そんな努力するなら普通に補習受けとけばいいじゃないか……。

　そう思う柳斗をよそに、かぐやはしたり顔で頷うなずいて、

「あんなの解いてるくらいなら、るとくんとベタベタしてた方がずっといいです。って言ってきたの。先生のお話は時間の無駄です。って」

「あわわ……」

　柳斗は青ざめた。普通の人なら冗談でしか言わない台詞せりふだが、この姉だ。絶対言っているに違いない。そして、言われた先生は確実に怒っている。怒った先生の矛ほこ先さきはどこへ向くだろうか。かぐやの頭脳は本物だから、先生も反論できない。……となれば、その全てが自分に向けられてしまうのは必至だった。しかし、かぐやはそんな可能性などさっぱり考えていないらしく、へらへら笑ってこう言った。

「だから、一緒にお買い物に行けるんだよっ」

「あー、さいですか」

「うわー、反応にっぶいなぁ。まあいいか」

　かぐやは柳斗の肩をぱんぱんと叩たたいた。下へ手たに抵抗したら調子に乗るだけなので、柳斗は遠い目をして、されるがままに任せる。

「せっかくだから、フィーナちゃんとも一緒に行こうね。約束だよ」

　かぐやは勝手に約束を取りつけると、最後にポンっと柳斗の頭を叩いて、教室を出て行った。たぶん、今からお昼を食べに行くのだろう。

　柳斗は息をついて、おにぎりに手を伸ばした──すかっ。空くうを掴つかむ音。柳斗はおにぎりが落下したのかと、机の下を覗のぞき込んだ。……ない。

　やられた！

　歯噛がみする柳斗。と、その前に人影が現れた。坂さか巻まき翔しよう禎ていだった。

「陽ひ崎ざきかぐやに頼まれた」

　彼は一言そう言うと、柳斗の机に何かを置いて去って行った。

　それは食パンの耳だった。乱暴にちぎられた跡がある。

「いっ!?　食パンの……耳だけ？」

　柳斗は思わず呟つぶやいたものの、大人おとなしくそれを頬ほお張ばり始めた。上品かつ香ばしく、もちもちとした……なんてことは全くない、ごくごく普通の食パンの耳の味がする。

　かぐやに頼まれたと言っていたが本当だろうか。もしかしてあいつ、気をつかってくれたのかな。……というか、金持ちのはずなのに、何でいつも食パンなんだ……？

　様々な疑問が浮かんでは消えてゆく。

　そうして、お昼休みは過ぎてゆくのだった。



「お買い物だー！」

「お買い物ですっ！」

　放課後。かぐやとフィーナはうきうきと声をあげた。教室を出る前から、騒がしいことこの上ない。何な故ぜか未み央おが睨にらむのに気がついた柳りゆう斗とは、慌てて二人を引っ張り出した。

「と、とにかくさっさと行こっか」

「おっけー」

　かぐやはにこっと笑うと、身を翻ひるがえしてだだだーっと廊下を駆けていった。たかが買い物で、よくそこまでエキサイトできるものだ。柳斗は半ば呆あきれ気味に感心し……　あっ、もしかして……！

　柳斗は慌てて昇降口まで走る。下足箱に辿たどり着き、そーっと自らの下足箱を開け……

「よかった。今日はないみたいだな」

「ないって、これのこと？」

　にゅっと、かぐやが顔を出した。既に革靴に履き替えている。そしてその手には……薄緑色の封筒があった。

「あ……うぐっ」

　柳斗は呻うめくと、俯うつむいて靴を履き替えた。扉を閉じて、深呼吸する。遅れてフィーナがやってきて、静かに靴を履き替える。

「さー。行こうか！」

　柳斗は爽さわやかに言うと張りついた笑みを浮かべ、早足で校門まで歩く。

「はいっ！」

　フィーナは笑顔で言うが、かぐやは何も答えず柳斗の前まで回り込むと、

「あー、もう無視するなんてひっどい！　ぷんすかだよー」

　柳斗の鼻先に、先ほどの封筒を突きつける。鼻がひしゃげるようなエグい臭においがして、柳斗は顔を背そむけた。それを見たかぐやは自らも封筒を顔に近づけると、

「うーん。くさいね。まったく、もうちょっと勉強して欲しいよねー。いい匂におい＋臭い匂い＝最高に臭いかほりになるって、少し考えれば分かりそーなものなのにさ」

　くしゅん、とくしゃみを一つして、頬ほおを膨らませる。

「で、これ読んでいい？」

「勝手にしなよ。もう！」

　柳斗は赤い顔で叫んだ。

　薄緑色の封筒。それはたぶん……いわゆるラブレターってやつだ。

　一つ断っておくと、柳斗はそんなにモテる男ではない。ラブレターをもらうような人間でもない。いや、なかったというべきか……。



　初めて手紙が入っていたのは、フィーナがやってきた翌日の朝のことだった。

　どうせかぐやに渡してくれと言づての入った、野郎からの手紙だろう。

　そんな柳りゆう斗との予想を裏切り、手紙はしっかり柳斗宛あてだった。

　白い封筒にピンク色のうさぎとかが描かれたファンシー便せん。

　筆記は丸文字で「今日の放課後、体育館の裏まで来て下さい」とだけ書かれている。

　差出人は一年の女子とだけ……。

　ここまで来ると、逆に怪しかった。ラブレターに偽装した果たし状としか思えない。

　柳斗がフィーナと一緒に生活しているということは、お弁当騒動で既に広く知られてしまっていた。それに関する恨みつらみを晴らしてやろうと思っているに違いない。

　くそ！　オレの苦労も知らないで！

　そう考えると怒りが沸々とこみ上げてくる。負けてもいい。戦ってやる。柳斗は怒りのはけ口を求めるように体育館裏に出かけてゆき……いきなり何者かに抱きつかれた。

「きゃああ──ん！　来てくれたんですねっ！」

　野太い声が響く。柳斗は危険を感じて声の主を投げ飛ばした。やっぱり、オレを亡き者にしようという刺客!?　きょろきょろと辺りを窺うかがう柳斗。しかし、他ほかに人はいないようだった。柳斗は改めて、投げ飛ばした人物を見た。女の子……？　とりあえず、セーラー服を着用している。

「えと……大丈夫？」

　柳斗はぴくりとも動かないその人物に向かって呼びかけた。でも、決して近づいたりはしない。怖いし。

「はい。大丈夫ですぅー……」

　やっぱり低い声で、件くだんの子は身を起こした。た、たぶん女の子だと……思う。油粘土を横にして、目、口、鼻と三本線を引いただけみたいな顔をしている。頬ほおが赤く染まっているのは、さっきのボンバータックルのせいだろう。それ以外の理由なんて……考えたくもない。女の子はにやりと薄笑みを浮かべると、

「それより、手紙読んでくれたんですねっ！　きゃっ！　嬉うれしいーん」

　女の子はまたもや柳斗に向かって突進してきた。柳斗は慌ててそれを避よけると、

「だ、誰だれに頼まれたんだ！」

　驚きよう愕がくした顔で叫ぶ。自分にはモテる要因なんてほとんどない。それが、フィーナが来た途端にラブレターをもらうなんておかしい。しかも、相手が強烈すぎる。……となれば、答えは一つ。

　奴やつら、オレを社会的に抹まつ殺さつする気だ！

「頼まれてなんかいませんッ！　あたし、本気なんですからぁー」

「嘘うそつけ！　オレを好きになる女の子なんかいるもんか！」

　言っててすごく悲しくなってきたが、こっちも必死なのだ。避けるだけでも息が切れそうになるほど、女の子の動きは激しい。……やはり、戦闘訓練を受けた女コマンダー!?

「そんなことないですぅ！　あたし、一ひと目め惚ぼれしたんです！　昨日、廊下から落ちる女の子を受け止めた……陽ひ崎ざき先輩に！」

「………え？」

　柳りゆう斗とは呆ぼう然ぜんと声をあげた。動きが止まる。その身体からだに、女の子の体当たりがヒットした。

「げふぅっ！」

　心臓が、一瞬止まったような気がする。体勢を立て直すより先に、女の子は柳斗の上に覆いかぶさった。

「うふふ。これでちゃんとお話できますね。先輩ィー」

「ひぃ！　は、話聞くからどいて！　いや、ホントに！」

　泣きそうな顔で、柳斗は懇こん願がんした。女の子は何な故ぜかチッと舌打ちしたが、大人おとなしく解放してくれた。

「えっと……。で、昨日って……？」

　冷や汗を拭ぬぐいつつ、柳斗は問いかけた。昨日──落ちてくるフィーナを受け止めようとして、でもフィーナは結局魔法で降りてきて……っていうあの事件のことだよな。

　あれで、男子たちの間あいだでは協定ができたのだ。

　フィーナちゃんを怖がらせないように、なるべく近寄らないようにしよう、と。

　隣の席の高たか山やまに問いつめたところによると、フィーナは大量の男子に囲まれたことでパニック状態になり、結果飛び降りてしまった、らしい。

　激しい誤解だよな、と柳斗は笑ったのだが……まさか女の子の方でもこんな誤解が生まれているとは。オレが助けた？　いや、まあ、確かにそう見えただろうけど……。

　クラスのやつらには特に何も聞かれなかったので、きっと誰だれも気に留とめていないのだろうと勝手に安心していたのだが……しっかり見られていたらしい。

　眉まゆをひそめる柳斗に、女の子は目を見開いて、

「あっ。一日しか経たってないって、あたしの気持ちを疑ってるんですか!?　違います！　そりゃあ一ひと目め惚ぼれで、時間も経ってないですけど、あたしの気持ちは本当なんです。あれから陽ひ崎ざき先輩のことを調べるのだって……」

「調べた……？」

「ああああああああっ！　違いますよぉー。あたしと先輩は前世から結ばれてたんです。だから、見た瞬間に全部分かっちゃいましたっ！」

「……………………」

　柳斗は絶句した。ヤバい。この女、フィーナよりヤバい。柳斗は小さく息を吸うと精神を落ち着けて、

「悪いけど、人違いだよ。オレはモテないし、昨日も普通に帰ったしね。それに、オレの前世はミドリムシらしいから。分裂で増える……無む性せい生せい殖しよくなんだ」

「そ、そんなぁー。ミドリムシなんて……」

　おい、そこかよ！　人違いとか、そっちの方だろ？　普通!?

　柳斗はものすごく突っ込みたくなったが、必死で堪たえた。

「じゃ、そういうことで！」

　柳りゆう斗とはキツい口調で言うと、逃げるようにして走り去り……何とか事なきを得たのだったが……。



　それからというもの、柳斗の下足箱にはそういった手紙が挟まるようになってしまった。

　差出人は毎回違う女の子で、行きと帰りと毎回一通ずつ。土日はいれずにちょうど四日。

　今回のも含めて、計八通もの手紙をもらってしまったことになる。

「私には、一瞬、女の子が空中で止まっているように見えたんです。柳斗さんが、そこに腕を伸ばす……その瞬間を待つように……」

　隣を歩くかぐやが、ポエミぃな口調で言う。さっきの手紙を諳そらんじているらしかった。

「止まっているように見えたんじゃなくて、本当に止まってたんだよね。あははっ、やっぱこれって最近のヒットだよ。プフー」

「もう、そのネタはいいから」

　口を押さえてくすくす笑うかぐやに、柳斗は不快感もあらわに顔をしかめた。

　しかし、かぐやは堪こたえた様子もなく、

「あーららー。女の子の真剣な気持ちをネタ扱いって、いいのかなー。かぐちゃんはよくないと思うな、うん」

「ネタにしてるのはかぐちゃんだろ」

「違うよー。そんなことないって、全然。ところでるとくん、どうして毎回違う女の子からの手紙なのに、一通ずつしかないか、分かる？」

「知るわけないだろ。そんなの」

　柳斗はぶっきらぼうに答えた。するとかぐやはチッチッチと指を振って、

「かぐちゃんが推測するに、この手紙の女の子たちは、厳しい争いをくぐり抜けた覇は者しやなのですよ。つまり、最初の日の子はともかく、それ以降の子は、あったはずの他ほかの女の子の手紙をこっそり奪って捨ててしまって、自分にだけるとくんの目が向きますよーに。と考えちゃう策さく士しさんたちなわけ。まるで、カッコウのヒナみたいにさ。ああ、感動しちゃいますねー」

「いや、それが本当なら怖いだけだし」

「そう？　それだけ好かれてるってことじゃない。ふふふ」

　かぐやは頬ほおを染めて微笑ほほえむと、手紙を鞄かばんの中にしまい込んだ。いわく、『保存版』にするのだそうだ。

「いつもは逆だもんね。るとくんが預かってくるだけだったけど、今回のは新しいパターンというか。なーんか嬉うれしくなっちゃうね。るとくんのカッコ良さが、ついにみんなに伝わった瞬間っていうのかな。ちょっと寂しい気もするけど、もっともっとビックになって欲しいような。ああ、るとくんが……るとくんが遠い世界にー」

　かぐやは一人で違う世界に行ってしまった。たぶん、今いま頃ごろ彼女の頭の中では、柳斗が何万人もの女の子のファンに囲まれて、どこかのコンサート会場で歌を歌っている。でもって、無駄に歯なんかを光らせているに違いない。

　柳りゆう斗とは妙みように気恥ずかしくなって、

「ああもう！　つーか、オレが誰だれとつき合うとか、ホントかぐちゃんには関係ないだろ？　第一、この前、同じことを言ってこいつを連れてきたばっかじゃん」

　柳斗はフィーナを指差した。かぐやは我に返った様子でフィーナを見やる。

「あちゃあ。確かにフィーナちゃんに失礼だったかな。フィーナちゃんはどう？　嫉しつ妬としたりしちゃう？」

「何がですか？」

　フィーナは、きょとんとした様子で言った。

　どうやら、今までの会話をろくすっぽ聞いていなかったようである。よくよく見ると、フィーナは女の子の友だちに借りたらしい、子犬の写真集を眺めていた。

　かぐやは本を覗のぞき込みながら、

「るとくんがモテモテってことだよ」

「ああ、それなら知っています。みんな、リュートさんのことが気になるみたいです。でも、その話をすると、ミオさんが不機嫌になるので、みんな言わないようにしてるんです」

「？　倉くら本もとのやつ、気をつかってくれてるのかな……？」

　だから、クラスでは何も聞かれないのか。でも、どうして未み央おが……？

　柳斗は首を捻ひねった。オレが目立つのが嫌いなのを知って、それとなく牽けん制せいしてくれているのだろうか。それとも、単にオレが人気者になるのが気にくわないだけか。ま、助かってるんだからいいか。

　そんなことを考えていると、フィーナがほわわんとした表情で、

「それよりリュートさん、子犬さんって、かわいいですね！」

「それよりって……フィーナちゃんてば、そんなあっさり流さないでよぉー」

　かぐやが唇を尖とがらせる。もしかしたら、さっきまでの会話も、フィーナの反応を試そうと狙ねらっていたのかもしれない。確かに「彼女」を自称しているのに、この反応はないだろうが……今回ばかりはフィーナに賛成だ。こんな会話、恥ずかしくてやってられない。

「そうだな。小さい頃ころは特にいいよな」

　写真集をひょいと覗き込んで、頷うなずく。

　かぐやが面白くなさそうな顔をしているが、見えないふりだ。

「ええ。本当にかわいいです。〈現実〉にも子犬さんみたいな動物はいましたけど、汚いし、怪け我がをしちゃいけないから、触さわっちゃ駄目って言われてて……。ああ、触ってみたいです。きっと、ふわふわしてたり、温かかったりするんでしょうね……」

「ごわごわしてたり、唾だ液えきで濡ぬれてたりすることもあるぞ」

「構いません！　それくらいリアルじゃないと、面白くないです！」

「リアル……ね」

　柳斗は苦笑とともに呟つぶやいた。柳斗からすれば、そう言っているフィーナ自身が、一番現実感がなかった。

　フィーナはパタンと本を閉じた。柳りゆう斗との呟つぶやきに、何かを感じ取ったのだろうか。フィーナはじっと柳斗を見つめると、

「リュートさんも、リアルです」

　おもむろに、そんなことを言いだした。柳斗はぎょっとなった。フィーナの目は、笑っていない。まっすぐにぶつかる視線に、顔を背そむけることができない。ええっと、今の言葉はどういう……？

　もの言いたげな柳斗の視線に、フィーナはこっくりと頷うなずいた。そして……、

「なかなか、好きになってくれません。難易度が高いです」

　柳斗は拍子抜けしてしまった。同時に、ふつふつと怒りがこみ上げてきた。

　オレは、あくまでもゲームキャラ。攻略対象だから、近くにいる。

　そんなこと言われたら、意地でも攻略されたくなくなるというものだ。不覚にも、一瞬ドキッとしてしまったのが、ものすごく悔しい。

　柳斗は露ろ骨こつに顔をしかめると、嫌味たっぷりに言ってやった。

　フィーナの考えを、改めさせてやりたかった。

「あのさ、フィーナには好きな人はいないの？　ゲームだとしても、他ほかに好きな人がいたら、オレの彼女になんてなれないよな？」

「好きな人……それは〈現実〉で、ですか？」

「どこでもいいよ。とにかく、そういう気持ちが分かるなら、この状態の異常さについてもっとよく考えて……」

　言いかけた柳斗の言葉を遮さえぎるように、フィーナが言った。

「じゃあ、私、断然コウ先生が好きです！」

「コウ先生……」

　柳斗は小さく呟いた。あっさり他人の名前が出てきたことにちくりと心が痛む。と同時に腹が立った。他に好きな人がいるのに「彼女します」だなんて、失礼にもほどがある。

　柳斗の沈黙をフィーナは疑問だと取ったらしい。

「コウ＝ディヴァスライン。私の家庭教師です。魔法使いのエリート一家の一人息子で、すっごく優しいんです。あ、顔も素敵で……あまりにもカッコいいので、みんなに〈漆黒の魔法騎士〉って呼ばれてるんですよ」

「ふーん」

　陶とう酔すいしたように説明するフィーナの言葉に、柳斗はつまらなさそうに相づちを打った。

　カッコいいとか、素敵とか。抽象的すぎて全然説明になっていない。

「カッコいいって、どんな風にカッコいいの？」

　突っ込んだのはかぐやだった。って、かぐちゃんはフィーナを柳斗の彼女にってけしかけた張本人だろ!?　面白ければ何でもいいのかよ。

　眉まゆをひそめる柳斗だったが、問いかけられた方のフィーナは楽しげに答え始める。

「はい。えーっと、背が高くって……リュートさんも高いんですけど、コウ先生はもう少し高いんですね。で、リュートさんよりも、もうちょっと力強い感じで……」

「悪かったな。ヒョロヒョロで」

　柳りゆう斗とはぶすっとして呟つぶやいた。背が高くてガリガリ。貧弱というわけではないが、あまりカッコいいとも言えない体たい躯くである。だいたい、名前に「柳」なんて言葉がついてるのがいけないんだ。柳斗は、割と本気でそう思っていた。

　しかしその呟きは、二人の乙女には全く意味をなさなかったようだ。かぐやなんかは完全に無視で、

「それでそれで？」

「はい。髪は黒くって、そうですね。リュートさんより深い黒です。短いんですけど、すごくさらさらで、たまになでてみたくなるんです」

「あははっ。かぐちゃんもるとくんの髪なでたくなるよー。さらさらかぁー」

「……」

　柳斗はうんざりとした様子で二人から目をそらした。

　楽しげに話をするのはいい。しかし、何でいちいちオレと比べるんだ。冗談じゃない。

　土手に出たおかげで開けた視界の先に、スーパーである建物のてっぺんが見える。

　手前にある住宅物に遮さえぎられて、黄色と赤のロゴマークの上半分が見えるだけだが、この分だともうすぐ着くはずだった。

　さすがに、スーパーの中でまでこの会話はしないだろう。それまでの我が慢まんだ。

　必死で耐える柳斗だったが、その内心を慮おもんぱかるような優しさなどハナっから持ち合わせていない二人の少女は、なおもきゃぴきゃぴと会話を続ける。

「目の形も優しげで、黒い瞳ひとみがとても綺き麗れいなんです。顔が色白だから、余計に引き立って……。〈漆黒の魔法騎士〉と呼ばれるのはこのせいですね」

「はえぇー」

「何事にもそつがなくて、ほとんど完かん璧ぺきなのに、それでいて全然嫌みなところがなくて……。だから、コウ先生が家庭教師だって言うと、いつもみんなに羨うらやましがられるんですよ。『いいなぁ、コウ様を近くで見られるだけでなく、お話までできるなんて……』って」

　フィーナはふふふ、と頬ほおを染めて微笑ほほえんだ。しかし、聞いてる方のかぐやは何やら面白くなさげだった。かぐやはむー、と伸びをすると首を傾かしげ、

「なんか完璧すぎてつまんないなぁ。先生だったら、ずっと一緒にいるんでしょ？　それ以外にはないの？」

「ええっ」

　フィーナは口元に手をやった。

「そんなこと言われても……。みんなそう言ってますし」

「そうじゃなくてー」

　かぐやはチッチッチと指を振った。

「フィーナちゃんがどう思ってるかが聞きたいわけよ。かぐちゃんはさ」

「私が……」

　フィーナはそう呟つぶやくと、そのまま押し黙ってしまった。

　いつの間にか一人で先を歩いていた柳りゆう斗とは、少しばかり気になって顔を振り向かせた。

　フィーナは俯うつむいて難しい表情をしていた。

　彼女はおもむろにセーラー服の裾すそをまくり上げると、中からクモック伯はく爵しやくを引っ張りだしてその身体からだに顔を埋めた。それから、ズボッと顔を出すと、

「とにかく、コウ先生はすごいんです！」

　開き直った様子で、フィーナは言った。

「尊敬できる人なんです！　この世界も、コウ先生が創つくったんだそうですし……。ですよね？　クモック伯爵」

　フィーナはクモック伯爵を頭上に掲かかげ、首を傾かしげてみせた。伯爵は慎重に辺りを窺うかがいながら、口を開く。

「正確に言えば、コウ様の家系が、ですぞ。コウ様は受け継いで守っているだけでしてな。まあ、いろいろと遊び心で世界をいじってはいるみたいですが」

「ふーん」

　かぐやは無意味にクモック伯爵をなでると、ふいにフィーナの頬ほおをつついた。

「フィーナちゃんの好きってそういう『好き』なんだ」

「な、何なんですか」

　フィーナがパッと頬に手をあてる。クモック伯爵は慌ててふわりと浮き上がり、かぐやの手の中に納まった。かぐやは伯爵を抱きしめると、

「んー。まあ、何でもないよ。よかったね、るとくん」

「はぁ？　どうしてオレが喜ぶんだよ!?」

　柳斗はぎょっとして叫んだ。さっきからコウ先生がいかに素敵かを語っていただけじゃないか。自分には関係ないはずだ。

　そんな柳斗にかぐやは、はぁーとこれ見よがしにため息をついてみせた。

「もー。るとくんもダメダメなんだもんなぁ」



「わあ！　すごいです。色々なお野菜がこんなに……さすが〈作られた世界〉ですね！」

　フィーナは感嘆の声をあげた。

　色とりどりの野菜がうずたかく積まれているのを見るのは初めてのようである。まあ、こんな凝こったレイアウトをしているのは、市内でもこのスーパーくらいのものだが。

「私、こういうお買い物って初めてなんです。私の家では、向こうから売りに来るんですよ。だから、とても楽しいです」

「なんか、嫌味にしか聞こえないんだけど……」

　うきうきしながら言うフィーナに、柳りゆう斗とは小さく突っ込んだ。きょろきょろと不ふ審しんきわまりないフィーナの制服の裾すそを引っ張って、柳斗はとりあえず念を押す。

「ここにあるものは全部売り物だから、勝手に持って行っちゃダメだからね。もし、欲しいものがあったら、オレの持ってるこのカゴの中に入れて……それからお金を払うから。……分かってる？」

　柳斗は買い物カゴを取って見せ、次ついでレジを指し示した。

「はい！　知ってます。ああ、すごく広いですね。迷子になりそうです」

　フィーナは心ここにあらず、といった様子で言った。見知らぬ老婦人が、それを見てくすっと笑みを漏らした。……かなり恥ずかしい。

「まさか迷子にはならないだろうけど。そうだな、じゃあかぐちゃんと──って！」

　柳斗は慌てて辺りを見回した。さっきまで一緒にいたはずの、かぐやの姿はなかった。

「きっとお菓子売り場だな……。ったく」

　柳斗は嘆たん息そくすると、生鮮食品コーナーを歩き始めた。

「とりあえず、オレから離れないよーに。いいよね？」

「はい！」

　フィーナは頷うなずくと、タタタッと柳斗の後に続いた。ほわわーっと物珍しそうに品物を眺める。しかし、そんなフィーナにはお構いなしで、柳斗はスタスタと足を進める。

「あの、リュートさん。もっとゆっくり見ましょうよ？」

「それは後！　それより今は──」

　柳斗は振り返りもせずに叫んだ。

「鶏とりムネ肉、一〇〇グラム三八円！」

　そう。今日、このスーパーに来た目的は、この大特価の鶏ムネ肉を買うためなのだ。学生さんに優しく、午後四時からの大特価。

　今は四時半を少し回ったくらいだから、たぶん買えるとは思うが、主婦のパワーを舐なめてはいけない。何しろ、このセールには一人当たりの制限がないのだ。まとめ買いをされたら終わりだ。というか、むしろこっちがまとめ買いをしたいくらいだ。

「トリムネニク一〇〇グラム三八エン？」

「そう、鶏ムネ肉一〇〇グラム三八円」

　呪文のように、柳斗は呟つぶやく。鶏肉売り場はもうすぐである。売り場が見えた。『広告の品！』のポップとともに大きく割かれたスペース。人はまばらだ。──と、

「さ、最後の一パック!?」

　柳斗は悲鳴のような声をあげた。そこには、たった一パックの鶏ムネ肉が残っているだけであった。こうなったら、あれだけでもゲットせねば！

　スーパー内を走ってはいけないのは重々承知していたが、柳斗は走り出したい気持ちでいっぱいだった。

　とりあえず、彼は高速で歩き出した。フィーナがついてこれずに後ろで何か叫んでいるが、今の柳りゆう斗との知ったことではない。カツカツと革靴が音を立てる。しかし──！

　ひょい。

　柳斗の目の前で、無惨にも最後の鶏とりムネ肉は奪い去られた。大柄な男の手が、しっかりと鶏ムネ肉一〇〇グラム三八円のパックを掴つかんでしまっている。

「あ、これは安いなぁ」

　男は、間ま延のびした声をあげて、パックをカゴの中に入れた。全くもって罪はないのだが、柳斗の神経を逆さか撫なでしているとしか思えない落ち着きっぷりである。

「うぐぐ……」

　柳斗はカゴの中の鶏ムネ肉を睨にらんだ。それから男の顔に視線を移し……、

「あれ？　こう兄ちゃん？」

　柳斗は間抜けな声をあげた。鶏ムネ肉を奪った男が、柳斗のよく知る人物だったからだ。

　がっしりと背の高い、眼鏡めがねの男……。

　神か田ど山やま光こう輝き。柳斗たちの近所に住む大学生である。

　陽ひ崎ざき三姉弟、それに未み央おとは幼い頃ころからの知り合いで、柳斗以外では麻ま理りやかぐやの最大の被害者だった人だ。

　そのくせ、いつもニコニコとしていて、怒ったところをほとんど見たことがない。年の離れた柳斗とも嫌な顔一つせずに遊んでくれた、最高にいいお兄さんなのである。

　光輝は柳斗の声に気がついたようで、

「柳斗くん？　久しぶりだね。夕飯のお買い物かい？」

　そう言って、柳斗の方に向き直った。柳斗は割と背の高い部類に入るのだが、それでも光輝の前に立つと小さく見える。

「うん。まあね」

　柳斗は微笑を浮かべ、頷うなずいた。しかし、その視線は光輝の買い物カゴの中にある鶏肉のパックに固定されたままだ。ああ、さようなら鶏ムネ肉一〇〇グラム三八円。

　光輝はそんな柳斗には気付かない様子で、

「そっかぁ。そういえば、この前かぐやちゃんに聞いたんだけど、柳斗くんのとこって、今、お客さんが来てるんだよね？　カナダから」

「へ？　あ、ああ。うん、そうだよ」

　柳斗は一瞬何のことか分からなくて、危うく否定しそうになった。そうだ、あいつはカナダからの留学生ってことになってたんだ。

「今も一緒に買い物してて……あれ？」

　柳斗はようやく鶏肉のパックから目を離すと、振り返って辺りを見回した。大した距離もなかったはずなのに、フィーナの姿が見当たらない。どこかへ行ったのだろうか。

「あ、あんなところに」

　フィーナは、柳斗たちのすぐ近くにいた。

　乾かん麺めんのコーナーにしゃがみこんで、柳斗たちの様子をこっそりと窺うかがっている。光輝がいるので、遠慮しているのだろうか。いや、そんな性格じゃなかったな。

　柳りゆう斗とはぶんぶんと頭を振ると、フィーナを手招まねきした。

「おーい。ちょっと。フィーナぁ」

　フィーナはなかなか出てこようとしない。制服の中のクモック伯はく爵しやくと何やら相談しているようである。光こう輝きはきょとんとして、しゃがみ込んでいる銀髪の少女を眺めていた。──ああ、絶対変な子だと思ってる。……本当だけど。

　しびれを切らした柳斗は、フィーナの傍そばまで歩いて行った。

「あのさ、そんなとこで座ってないで、ちょっとこっちに……」

「嫌です！」

　フィーナは開口一番そう言った。

「私は、まだ帰りませんから！」

「は？」

　首を傾かしげる柳斗。しかし、フィーナは背を向けたまま肩を震わせるだけだった。

「現実は嫌です。傷つくのが怖くて、何もできなくて……。本当の私が、消えてしまうような気がして……。いずれ帰らなければならないことは分かってます。でも、まだ嫌なんです。私はまだ……まだ……」

　意味不明の言葉を呟つぶやきながら、フィーナは立ち上がって顔を向けた。涙声だったから少しは予想していたが……涙が頬ほおを伝っている。

　初めて見るフィーナの悲しげな表情に、柳斗は胸が騒いだ。何な故ぜ泣いているのかはさっぱり分からないが、それだけに狼狽うろたえてしまった。かぐやの嘘うそ泣きとは違う。これは……。

「どうしたの？　体調でも悪くしたのかい？」

　声をかけたのは光輝だった。心配そうに柳斗たちの方まで歩いてくる。柳斗はハッと我に返って、光輝の方に向き直った。一方のフィーナは、光輝の声に反応するように柳斗の背に隠れる。……かなり感じが悪い。柳斗は曖あい昧まいな笑みを浮かべた。

「ちょっとフィーナ、何だって言うんだよ」

　柳斗は小声で背後のフィーナに問いかけた。フィーナは答えない。

「嫌われちゃったのかな？」

　光輝は、まいったなぁ、といった表情で柳斗を見た。

「いや、そんなことないと思うけど……」

　柳斗は心にもない慰めをして、フィーナを背中から引きはがした。

　フィーナは光輝の顔を見ようともせず、顔をそらしたままである。光輝は困ったような顔で、フィーナに手を差し出した。

「えーっと、僕の名前は神か田ど山やま光輝。フィーナちゃん、だっけ。よろしくね」

　すっと、光輝の手がフィーナの顔の前に伸びる。

「あ……」

　フィーナが小さく息を漏らした。彼女は初めてまともに光輝の顔を見ると、しばらくの間あいだ、じろじろと彼の姿を眺めた。手を握り返すこともしない。

　光こう輝きは気まずそうに瞬まばたきをして、さっとその手を引っ込めた。しばらくして、ようやく彼女の身体からだから震えが消えたようだ。フィーナは光輝を見み据すえると、ふいに口を開いた。

「あなたは、私を見て何も思わないのですか？」

「えっ？」

　光輝の眼鏡めがねがずり落ちそうになる。助けを求めるように、柳りゆう斗とを見やり、

「何もって……何を？」

「オレにも分かんないよ」

　柳斗も呆あきれ気味にフィーナを見た。フィーナは、おもむろにクモック伯はく爵しやくを取り出すと、光輝の前に突きつけた。



    

  
    
      



    

  
    
      「じゃあ、これは!?」

　キッと、睨にらみつける。もう、喧けん嘩かを売っているレベルだ。

「えっ。あ、うーん。かわいいぬいぐるみ……だね。それは……ネクタイってことは男の子なのかな？」

　光輝は、何とか和やかに会話をしようと微笑ほほえみを浮かべた。そんな光輝に、フィーナは眉まゆ根ねを寄せた。しかし、先ほどまでの敵意は感じられない。何かしら、値ね踏ぶみしているようでもある。フィーナは光輝を見つめると、

「コーキさん」

「あっ、はい」

　光こう輝きは、やや緊張気味に返事をした。今度は何を言われるのか、気にしているのだろう。傍そばで見ている柳りゆう斗とも内心ヒヤヒヤである。

　フィーナは勝手に光輝の眼鏡めがねを取り払うと、すうと息を吸い込んで、

「もっとキリッとして下さい」

「へっ？」

　光輝はまたもや間抜けな声をあげた。しかし、フィーナは真剣な表情である。つき合いのいい彼は、慎重な面持ちで軽く頷うなずいてみせると、買い物カゴを床に置き、改めて二人に向き直った。

　そして一言。

「キリリっ」

「……やっぱりいいです」

　気合いの入った光輝の表情に、しかしフィーナは即そく座ざにそれを切り捨てた。同時に、彼女はほぅと息をついた。そして笑みを浮かべる。

「コーキさんって面白い方ですね」

　お前ほどじゃねーよ！

　柳斗は心の中だけで突っ込んだ。光輝に、目で謝る。光輝も曖あい昧まいな笑みで応こたえてくれた。

　光輝は眼鏡をかけ直しながら、

「ありがとう。てっきり、嫌われているのかと思ったよ」

「いいえ」

　フィーナはぶんぶんと首を振った。

「コーキさんが、私の知っている人にそっくりだったんです」

「嫌な奴やつなのかい？」

「いいえ」フィーナはまたも首を振った。それからペロリと舌を出して、「見つかるとマズいだけです」

「あはは。で、僕の疑いは晴れたんだね」

「はい。コーキさんはコウ先生ではありません」

　きっぱりと頷くフィーナに、柳斗は「えっ？」と光輝を見た。

「コウ先生って、こう兄ちゃんみたいな顔してるの？」

「ええ。顔だけじゃなくて、姿かたち、全てそっくりです。びっくりしてしまいました」

「へえー。僕とその人って、そんなにそっくりなんだ」

「はい。そりゃあもう。見間違えるほどに」

　ぽりぽりと頭をかく光輝を、柳斗はジト目で睨にらんだ。

　えーっと、確かコウ先生の特徴は……

　──オレよりも背が高くって、オレよりもうちょっと力強い感じ。

　うん。確かに高い。がっしりしてるよ。

　──髪は深い黒。短いけど、すごくさらさら。

　うん。確かに……なでたいとはかけらも思わないけど。

「ど、どうしたんだい？　柳りゆう斗とくん？」

　フィーナに代わって変な目を向ける柳斗に、光こう輝きは困った顔をした。──優しい目をしている。これも証言通りだ。ただし、小動物のような、と喩たとえられる目が果たしてカッコいいと言えるだろうか。

「おーい。柳斗くーん」

　肌が色白……白いけど、不健康そうにしか見えない。でもって──

『何事にもそつがなくて、ほとんど完かん璧ぺき』

「──って、全然違うじゃん！」

「うわっ、何!?　柳斗くん」

　オロオロと背中を丸めて柳斗を見つめる光輝には、フィーナの語った『コウ先生』の片へん鱗りんも見受けられなかった。

「見間違うか!?　普通」

「似てるんだから仕方がないじゃないですか！」

　フィーナは真っ赤な顔で言った。もしかしたら見間違えたのが恥ずかしかったのかもしれない。彼女は光輝をビシッと指差し、叫んだ。

「コーキさんだって。眼鏡めがねを外して、もっとキリッとすればカッコよくなるはずです！」

「……」

　辺りを沈黙が覆った。後ろの精肉コーナーに置かれたラジカセから、エンドレスで流れる「お肉のうた」が虚むなしく響く。

　──カッコ良くなるって、今は違うってことだよ……な？

　柳斗は頬ほおを引きつらせて、ちらりと光輝を見た。光輝も、同じような表情をしている。

「あ、ありがとう。ははは……」

　光輝は乾いた笑いを漏らすと、柳斗の買い物カゴを見つめた。

「ところで、まだ何も買ってないみたいだけど」

　暗に、別れを切り出そうとしているのだろう。柳斗も頷うなずいてカゴを取った。

「あ、そうだね。買い物しないと……」

「──そういえば、『トリムネニク一〇〇グラム三八エン』というのはどうなったんですか？」

　フィーナが首を傾かしげた。全く、間が悪い……。柳斗はしまった、という顔で光輝を見た。光輝は気まずそうな表情で、

「もしかして、買いたかったの？」

「いやいやそんなことはないですよ。そんなまさか！　鶏とりムネ肉一〇〇グラム三八円広告の品なんて、全然気にしちゃいないです」

「……買いたかったんだね」

　思いっきり挙動不ふ審しんな柳りゆう斗とに、光こう輝きはふうと息をついた。

「柳斗くん。僕は別にそこまで欲しくないからさ。──よかったら譲るよ？」

「はうっ！……い、いや、そんな、悪いですよ」

　悪い、と言いながらも、柳斗の目は再び光輝の買い物カゴの中にロックオンされた。うん、ありがとうこう兄ちゃん。ありがたくいただきますっ！

「まあまあ、気にしないで。フィーナちゃんもいることだし。これでちょっと豪華な鶏とり肉料理でも作ってあげなよ」

　光輝は買い物カゴから鶏肉のパックを取り出すと、柳斗のカゴに入れてくれた。

　ああ、こう兄ちゃんってばなんていい人なんだろう。こんな小娘にまで優しいなんて。ビバ、肉。こんにちは、鶏ムネ肉一〇〇グラム三八円。

　幸せに浸りながら、外面では申し訳ないと光輝に頭を下げる柳斗。と、その時だった。

「あ、るとくん。ここにいたんだー。ちょっと捜しちゃったよぉ」

　かぐやだった。彼女はショッピングカートを押しながら、手を降り振り歩いてきて、

「こう兄ちゃんもいたんだー」

「うん。偶然会って……フィーナちゃんとも会えて嬉うれしいよ。かぐやちゃんからいろいろお話聞かせてもらってたから、実はちょっと楽しみにしてたんだよ」

　光輝はニコニコと笑った。いろいろって、何のことだろう。柳斗は内心気になって仕方がなかったが、墓穴を掘るのも嫌だったので黙っていた。

「そっか」

　かぐやはうんうんと頷うなずくと、カートを柳斗の横につけた。カートの上の買い物カゴには山ほど食材が詰め込まれている。その中には、──ん？　鶏ムネ肉のパック？

「かぐちゃん、それ……」

「うん。安かったから狙ねらってたんだ。いいでしょ？　これくらいあっても。冷凍庫も空いてるしさ」

　かぐやは自慢げにカゴの中身を覗のぞかせた。そこには、牛乳や卵の他ほかに、柳斗があれほど探し求めていた例の鶏ムネ肉がゆうに五、六パックは並んでいた。

　もっと早く来てくれてればよかったのに！

　柳斗は泣きそうな気分で、自分の買い物カゴの中の鶏ムネ肉を見た。今さら返しても、光輝の好意を台無しにしてしまうだけだろう。しかし、自分のところに十分にあるのに独占して知らん顔、というのも失礼すぎはしないか。

　本当に、かぐやがもう少し早く来てくれさえすれば……。いや、そうじゃなくてもかぐやが単独で先行して買い占めなんてことをしていなければ、自分は鶏ムネ肉を買えたはずだし、光輝に分けてもらう必要もなかったのだ。複雑な胸中の柳斗に対し、光輝は単純に感心しているらしかった。買い物カゴを覗き込むと、彼は微笑を浮かべて、

「随分たくさん買うんだねぇ」

「うん。こう兄ちゃんは買えなかったの？」

「あ、いや……」

　光こう輝きは気まずそうな顔で柳りゆう斗とを見た。すいません、ごめんなさい。

　しかし、そんな事情など知らないかぐやはニコッと笑うと、

「かわいそうに。じゃあ、かぐちゃんの分、一パックだけ分けてあげるね」

　かぐやは光輝の買い物カゴに、カートの鶏とりムネ肉を入れてあげた。

「大きいのにしといてあげる」

「……」

　笑顔のかぐやに、さすがの光輝も無言になる。

　重々しい空気の中、柳斗は死んだ魚のような目をして、光輝に言った。

「ごめんなさい」

「いや、気にしなくていいんだよ。全然」

　光輝は我に返ったように沈黙を破ると、思いっきり手を振って自分の怒りを否定し始めた。しかし、それでは柳斗の気が納まらない。柳斗はさらに頭を下げた。

　かぐやはきょとんとして柳斗と光輝を見比べ、フィーナに問いかけた。

「何かあったの？」

「さあ？　コーキさんは、よく笑う人みたいですね」

　フィーナも小首を傾かしげて言った。それはね、困っているからなんだよ。そう突っ込みたい柳斗だったが、光輝を前にしては言えなかった。



「ええーっ。そうなんだ」

　かぐやは驚きの声をあげた。

「コウ先生って、こう兄ちゃんみたいな顔してるの？　もっとカッコいいと思ってたのに。がっかりだなぁ」

　スーパーを出てからのことである。

　唯ゆい一いつ事情を知らなかったかぐやは失礼ながらも、もっともな感想を口にした。

「カッコいいですよ！　コーキさんも……少なくとも顔のパーツは素敵です」

「なんか……こう兄ちゃんが聞いたら泣くだろーなぁ。まあ、甘いもの好きの貧弱大学生だからねー」

　かぐやは光輝を庇かばうわけでもなく、くつくつと忍び笑いを漏らした。ゆさゆさと荷物が揺れ、かぐやは慌ててそれを肩にかけなおした。

　スーパーから出てきた柳斗たちは、それぞれに荷を抱えていた。

　特に大荷物なのは柳斗とかぐやだ。一方の肩には学校の鞄かばん、もう片方には買い物用の布袋を下げ、のろのろと歩いている。

　ただ一人、鞄の他ほかにはスーパーの小さなビニール袋を手首に下げているだけのフィーナが軽かろやかに数歩前を歩くのを、柳斗はぼんやりと眺めていた。

「ってか、そんなに似てるんなら本物とかじゃないの？」

　ふと、思いついたように言ったのはかぐやだ。かぐやは、くるりと柳りゆう斗との方に顔を向けた。重そうな荷物のせいで、苦しげに首を回したようにも見える。実際は、そこまで大荷物というわけでもないのだが、小さい身体からだのかぐやには不釣り合いな大きさで、荷がいっそう彼女を小さく見せていると言っても過言ではなかった。

　しかし彼女の表情は苦しいどころか、いたずらっ子のように喜色満面で、

「るとくんは、どう思う？　こう兄ちゃんが……ぷぷっ、〈現実〉からの使者！　でもってこの世界の創世者の子孫！」

　何やらツボにはまったらしく、かぐやは一人で噴き出してしまった。どうやら、かぐやは、光こう輝きがコウ先生とやらと同一人物だとは毛の先ほども思っていない様子である。それは柳斗とて同意見なのであったが。

　何しろ、光輝とは幼い頃ころからの知り合いである。

　彼が〈現実〉の世界の住人ならば、柳斗たちの記憶にいる『こう兄ちゃん』自体が存在できないことになる。いくらなんでもその時分から、いつやってくるかも分からないフィーナを待ち伏せるために柳斗たちを騙だますなんて、考えられなかった。

　しかし、それが分からないのだろう、フィーナは真剣に思案して、

「私もそう思ったんですけど……違うみたいでした」

　なおも腑ふに落ちないといった表情で呟つぶやいた。フィーナは鞄かばんの中に納まっているクモック伯はく爵しやくを取り出すと、

「クモック伯爵もそう思いますよね？」

「確かに、あのようなコウ様は見たことがありませんな。何より、コウ様は貧弱ではありませんからな」

　フィーナの問いかけに、クモック伯爵が口を開いた。フィーナはうんうんと頷うなずく。

「ええ。そっくりなのに全然違いました」

「ふーん」

　かぐやと柳斗はお互いに顔を見合わせた。そんなことって、本当にあるのだろうか。

　横断歩道に差しかかって、先を歩くフィーナが足を止めた。青だったのが、柳斗たちが着くまでに点滅し、赤になる。フィーナは不服そうに唇を歪ゆがめた。

　再び、信号が青になった。

　歩き出す柳斗とフィーナに、しかしかぐやだけは足を止めたままで、うーんと二つにくくった髪の毛をゆらゆらと揺らしていた。数歩歩いたところで、柳斗は振り返って彼女を呼ぼうとした。すると、かぐやは慌ててタタタッと駆けてきた。その顔は晴れ晴れとしている。かぐやは柳斗の横まで追いつくと声を弾ませ、

「るとくん、るとくん！　これって、もしかしたらゲストキャラなのかも！」

『ゲストキャラ？』

　柳斗と、フィーナの問いが同時に発せられた。

「うん。こう兄ちゃんは、きっとコウ先生って人の『お遊び』みたいなものなんだよ。自分にそっくりな人間を一人創つくって、やってきた人をびっくりさせる仕掛けなんじゃないかな。お楽しみというか、オマケ要素というか……」

「なるほど！」

「うーん……」

　ポンと手を打つフィーナに対し、今度は柳りゆう斗とが唸うなりをあげた。

　フィーナが〈現実〉──魔法の国から来た、というのはもう、疑ってかかる気はない。

　しかし、だからといって自分たちが「創られた」と言われるのは、やはり気持ちのいいものではなかった。反論できる材料がないにしても、認めたくない。

　だが、クモック伯はく爵しやくまでもが感心したように頷うなずいて、

「ふむ。それはあるかもしれませんぞ。コウ様はああ見えて意外に遊び心の豊富なお方。この世界を創ったのも、元はといえばコウ様の祖先のお戯たわむれだったそうですからなぁ」

「そうですね……」

　フィーナは唇に指を当てて、前方を眺めた。

　家までの直線ルートということで、行きとは違う道のりだ。

　突き当たりに見える大きめの公園を挟んで、右へ行くか左へ行くか。

　分かれ道に差しかかって、フィーナは首を傾かしげる。そんな彼女に、柳斗はまっすぐ前方を指し示した。公園を突っ切ってゆくのが、一番近道なのだ。

　フィーナは公園の入り口に駆け寄ると、円筒型の車止めに腰掛けた。

「ねえ、それじゃあコーキさんと会って話すのに問題はなかったの？」

　柳斗たちを待ちながら、フィーナはふと、クモック伯爵に問いかけた。それほど大きな声ではなかったが、遠くにいる柳斗にもしっかりと聞こえてくる。不安げな、声。

　問題？　いったい何のことだろう。柳斗の脳裏を、先ほどのフィーナの涙がよぎった。

　──本当の私が消える……

　フィーナは、そう言っていた。〈現実〉とやらで、何があったのだろう。この世界へは、ただ、遊びに来ただけじゃなかったのか？

　疑問が、次から次へと頭をかすめていく。しかし、わざわざ会話の中に割り込む気は起きなかった。どうせオレには関係ないことだ。

　柳斗は、クモック伯爵に目をやった。伯爵は答えを決めかねているのか、雲の先せん端たんを腕のように組んで唸っている。

「さて、それはどうでしょう。とはいえ、もう会ってしまったからには気にしても仕方がないのではありませんかな？」

「それはそうですけど……」

　フィーナはすっきりしない表情で、しばらく無意味に足をぶらぶらさせたが、ふいに地面に足をつけて立ち上がった。

「まあ、見つかるなら見つかるまでの間あいだ、楽しめばいいことですね」

　見つかるまでの間あいだ──やっぱり、隠れてやってきているのか。これは、一度事情を聞いてみた方がいいのかもしれない。

　そんなことを思いながら、柳りゆう斗とはふっとフィーナを見つめ……

「あ……」

　思わず、声をあげてしまった。

　別に、何か騒ぎになるようなことがあったわけではない。

　そこには、さっぱりした表情で微笑ほほえんでいるフィーナがいるだけだった。

　なのに、目が離せなかった。

　キラキラと夕日に透けるプラチナブロンドの髪が、僅わずかに頬ほおに落ちる公園の木の影が、別れを予感させる、憂うれいを帯おびた目から漏れる微かすかな光が──全てが輝いていて……。

　それを見た時、柳斗は何となく分かってしまった。

　こいつは……フィーナは、笑うために、ここに来ているんだ。

〈現実〉のフィーナがどういうやつなのかは知らないが、少なくとも笑顔の方が、涙より、ずっとずっと似合っている。自然にそう思ってしまえるほど、今のフィーナは綺き麗れいだった。

　しばらく柳斗は見み惚ほれて──そんな自分を見るかぐやの視線に気がついて、慌てて顔を明後日あさつての方角に向けた。

　柳斗が再び前を向いた時、既にフィーナは立ち上がった後だった。

　フィーナは再び一人で先を歩き出した。と、

「あっ！　あれは……！」

　立ち止まって歓声をあげる。

　柳斗が見やると、フィーナの目の前を子犬が歩いているのが確認できた。

　日本犬系の雑種だろうか。耳が垂れているのと、絨じゆう毯たんみたいに密集した柔らかな茶毛で、どうも洋犬の血も混ざっていると思われた。

　さっきの、写真集に載っていた子犬たちより、何倍もかわいい。

　柳斗とかぐやも、立ち止まって子犬を眺めた。

　ほとんど人ひと気けのない夕暮れの公園を、子犬はタッタカ駆けてゆく。

　その向かっている先を柳斗は自然と目で追って──

「坂さか巻まき……!?」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　子犬の先にいたのは、柳斗たちのクラスメイト、坂巻翔しよう禎ていだった。

　実は、彼はそれほど悪い人間ではない。そう知ってはいても、緊張で身体からだが強こわ張ばる。

　今の坂巻は学校での彼ではない。それが分かったからだ。

　──あれは仲間？　それも、すっげえ悪そう……。

　そう、彼の周りには数人の「お仲間さん」がいたのだった。皆、スキンヘッドだとかモヒカンだとかの、いかにもな髪型をしている。唯ゆい一いつまともそうなのは、赤髪の少年くらいだ。いや、赤って時点で十分普通じゃないか。とにかく、彼らはみんなピリピリしている様子だった。ヤンキー座りの状態で、射るような目を子犬に向ける。何かを企たくらんでいるかのような凝視っぷりである。子犬が危険だ……！

　その時、坂さか巻まきがふいに腕を掲かかげた。その手には──食パンの耳。

「えっ!?」

　困こん惑わくする柳りゆう斗とをよそに、坂巻は子犬に食パンの耳を差し出した。

　パクリ。

　子犬はあっさりそれを口にすると、坂巻にすり寄った。アメリカのホームドラマのように、子犬と戯たわむれる坂巻。浜辺で追いかけっこしそうな勢いで、子犬は坂巻に懐なついていた。恐らく、これが初めてではないのだろう。

「悪わりぃな、今日は人にやっちまって、これしか残ってねーんだよ」

　坂巻は持っていたパンの耳を全てあげてしまうと、気まずそうな顔で言った。

　──ああ、ちょっと待って!?　あげた奴やつってオレだよね？　オレのせいでこの子犬がお腹なかをすかせて……っていうかオレは犬と一緒？　それよりあいつ、いい奴すぎじゃねーか？　ああもう、訳分かんねぇー。

　頭を抱える柳斗の横で、フィーナとかぐやがキラキラした目で子犬を見つめた。

「人懐っこいわんわんさんだねっ」

「本に載ってたのと一緒です！　かわいいです！　なでなでしたいです！」



    

  
    
      



    

  
    
      　荷を抱えるかぐやに対し、身軽なフィーナは言うが早いが子犬──と坂さか巻まきたち不良グループの方へと駆け寄って行った。

「あっ」

　柳りゆう斗とが静止する間もなく、

「子犬さーん！」

　フィーナは子犬の傍そばまで行くと、ぶんぶんと手を振った。子犬に夢中だった坂巻たちは顔を上げてフィーナ、そしてその背後にいる柳斗たちを見た。一瞬だけ視線が合う。睨にらみつけるような、キツい目だ。柳斗は気まずさに目を伏せた。

「こっちですー。一緒に遊びましょー」

　フィーナはしゃがみ込んで、子犬に声をかけた。子犬は、坂巻の身体からだに押しあてていた鼻先を離すと、つぶらな瞳ひとみで、フィーナの方をちらりと見た。

「キュウン？」

　うわ！　かわいいっ！

　うっかり胸キュン状態になりかける柳斗。それはフィーナも同じだったようで、ぶんぶんと振る手の動きがいっそう激しくなった。──が、

　プイ。

　子犬はあっさりフィーナを無視すると、再び坂巻に身体を寄せた。ぺろり、と短い舌で坂巻の頬ほおを舐なめる。坂巻はばつの悪そうな顔をしていたが、まんざらでもなさそうだった。

「プッ……」

　柳斗は思わず噴き出してしまった。そりゃあそうだよ。顔とかそんなのは犬には関係ないんだ。いつも餌えさをくれる坂巻の方がいい奴やつに決まってる。

　しかし、柳斗の笑いが漏れた途端、フィーナの肩がぴくりと揺れた。彼女は立ち上がると、キッと柳斗を睨んだ。恥ずかしいのか、怒っているのか、フィーナの顔は少し赤い。

　フィーナは顔を押さえ俯うつむき……突然顔を上げたかと思うと坂巻たちに目を向けた。

　目の端がキラーンと光っている。何をする気なんだ……？　柳斗がそう思ったのと、フィーナが持っていたスーパーのビニール袋に手を入れたのは同時だった。

　バッ！

　フィーナはビニール袋から出したものを勢いよく掲かかげて見せた。それは、鶏とり肉のパック！

「なっ……！」

　柳斗は声をあげた。ちょっと待て、お前───！

　柳斗が止める間もなく、フィーナはバリバリとパックの包装を解き始めた。そして、

「ほーら。おいしーですよー」

　フィーナは、取り出した鶏ムネ肉（生）をぴらぴらと子犬の目の前でちらつかせた。

　ああっ！　何てことを！

　柳斗は血走った目でフィーナを睨んだ。せっかく苦労して買った特売品を！　一パックでも無駄にできるとでも思ってやがるのか!?　この女が──！

　理由は違えど、フィーナの行動は坂さか巻まきたちにも衝撃だったようだ。今まで、ほとんど相手にもしていなかったのが、この一瞬で、ざわりと緊張が走る。

　その理由は明白だ。子犬が、フィーナの方を……確かにフィーナの方を見ているのだ。

「おい、ダイチ」

　赤髪の少年が子犬に向かって呟つぶやいた。恐らく、この子犬の名前なのだろう。何か、願っているような目だった。しかし、

「ハッハッハ」

　子犬は、するりと坂巻の腕から抜け出ると、フィーナの元に駆け寄った。

「わーい。かわいいです！」

　フィーナは子犬の頭をなでなでしながら、鶏とりムネ肉を食べさせてやった。

「あわわ……」

　柳りゆう斗とと、不良たちが一様に口を押さえて子犬を見つめている。坂巻は無言だ。子犬のいなくなった自らの腕を、じっと見ていた。子犬はフィーナから与えられた鶏ムネ肉を気に入ったようで、次から次へと催さい促そくする。フィーナはにこっと微笑ほほえんで、

「喜んでくれてよかったです。やっぱり、パンの耳より、お肉の方がいいですよね」

「……！」

　その言葉で、ついに坂巻が反応を示した。ぴくりと顔を動かして、子犬を見る。何も語らないが、「そうなのか？」と問いかけているようにも見える。当然ながら、子犬は何も言わなかった。

「フッ……」

　坂巻は自じち嘲よう気味に笑うと、立ち上がった。不良の男たちはそれにビクッとなって、一転フィーナをねめつけると、低い、どすを利きかせた声で叫んだ。

「このアマ！　坂巻さんの顔に泥ォ塗りやがったな！」

　しかし、坂巻はそれを手で制して、

「いい。放ほっとけ」

「だが……坂巻さん」

　納得がいかない、と顔をしかめたのは、赤髪の少年だ。

「鈴すず原はら。ダイチが幸せなら、オメーだって文句はねーだろ？　それに、女に手を出すのはみっともねーぜ」

　坂巻はそう言って聞かせると、柳斗たちに背を向けた。

「ホラ、行くぜ」

　その言葉で、他ほかの男たちも諦あきらめたようだ。しぶしぶ立ち上がると、坂巻の後ろに続く。

　その時だった。

「クーン」

　何とも悲しげな声で、子犬が鳴いたのである。坂巻は、ハッとなって振り返った。子犬は身を翻ひるがえすと、パタパタと尻しつ尾ぽを振って坂巻の方へと走り出した。

　一時は餌えさにつられたとはいえ、やはり坂さか巻まきのことが好きなのだ。柳りゆう斗とは思わず目頭を押さえた。ああ、いいもの見させてもらったよ。坂巻くん……。

　坂巻も腰を低く落として、子犬を抱きとめる体勢に入る。感動の瞬間まで、あと数秒……３・２……がしっ！

　感動の瞬間は──訪れなかった。フィーナが、子犬の後ろ足を掴つかんだのだ。

「ダメです！　行っちゃ嫌です……」

　フィーナは子犬を抱きしめて叫んだ。子犬はキュンキュンと困こん惑わくしたような悲鳴をあげる。それを聞いた不良の一人が叫んだ。

「ダイチを離せ！」

「嫌です！」

　フィーナは即そく答とうした。

「もう会えなくなるなんて嫌です。せっかく会えたんです。触さわれたんです。ふかふかして、温かくて……私、一緒に暮らしたいです。いいでしょう？　かぐやさん」

「んー。まあ、別にいいけど」

　ドッグフードも買っとけばよかった。と、かぐやは的外れな言葉を口にした。少しは向こうへの配はい慮りよをしろよ。

　フィーナは安あん堵どの微笑ほほえみを浮かべて、子犬の耳にそっと口を触れさせた。

「そういうわけなんです。だから、もうこの子犬さんはあなたたちとはいられません」

「……テメー」

　モヒカンの男が声を荒げて叫んだ。

「女だろうが、もう許さねえ！」

「止やめろ！」

　坂巻が一いつ喝かつする。しかし、今度は誰だれも止まらなかった。

「すまない、坂巻さん！」

　赤い髪の少年──確か鈴すず原はらといった──が、坂巻の前に立ちふさがる。

「俺おれらは、坂巻さんがこんな風に扱われて黙ってられるほどお人ひと好よしじゃないんだ！」

　うわ！　すげえアツい！　じゃなくて──

「子犬を離せ！　でもって謝れ。フィーナ！」

　柳斗は叫んだ。明らかにピンチだった。意地を張る必要なんてない。こいつらは、謝りさえすれば許してくれるはずだ。しかし、フィーナは首を振る。すぐに彼女は男たちに取り囲まれた。彼らも、事を荒立てたくないらしい。だが、フィーナの（悪い意味で）毅き然ぜんとした態度に、彼らの表情はさらに殺さつ伐ばつとしたものになってきた。

「フィーナぁッ！」

　柳斗は荷物を放ほうり出して、フィーナの方へと走り出した。が、それより早く男たちがフィーナに殴なぐりかかる。しかし、フィーナは平然と男たちを見つめるのみだった。

　背後から、僅わずかに見える唇。それが、まるで微笑んでいるかのように歪ゆがめられる。避よけろ避よけろ避けろ避けろ……避けてくれ！

　拳こぶしが、振り下ろされる。フィーナは、動かない。柳りゆう斗とはフィーナを突き飛ばすためにダイブしようとして──その瞬間だった。

　ゴォウッ！

　一瞬、強い風が柳斗の頬ほおに吹きつけた。石の飛礫つぶてがビシビシと突き刺さる。柳斗は思わず目を瞑つむった。すごい砂すな埃ぼこりだ。それにほとんど間を置かずして、ドン、ドンという音が響いた。何かが打ちつけられたような……柳斗は僅わずかに目を開いた。

　風は、既に止やんでいた。

　そして目の前には、平然と立つフィーナと、倒れ臥ふす男たち──。

「な……」

　坂さか巻まきのゆくてを阻はばんでいた鈴すず原はらという少年が、目を見開いてその赤い髪をかきあげた。

「風……？」

「風じゃねー。よく見ろ」

　坂巻は、完全にノビてしまっている仲間を目で指した。

「ただの風で、こんなふうにはならねーよ」

　確かに、よく見ると、男たちには殴なぐられたような痕あとがあった。飛礫による裂れつ傷しようなんかじゃない、全身を殴おう打だしたような痕こん跡せきだ。

　鈴原は戦せん慄りつした様子でフィーナを見た。が、坂巻はなおも冷静なままだ。

「……陽ひ崎ざき麻ま理り」

　ふいに、坂巻が呟つぶやいた。

「こんなことができるのは、陽崎麻理の拳くらいだ。──陽崎柳斗」

　坂巻は、柳斗の方を見た。その目は怒っているでもなく、かといって楽しげでもない。

「お前がやったのか？」

　柳斗はぶんぶんと頭を振った。違うから！　というか、麻理姉だって無理だろ!?　そうだよ。こんなことができるのは──

　柳斗は、フィーナを見た。いや、正確にはフィーナの持つ鞄かばんの隙すき間まを、である。

　そこには、白いかたまりが覗のぞいていた。クモック伯はく爵しやく。

　……魔法。

「フン……まあ、そういうことにしといてやるさ」

　坂巻は必死で否定する柳斗を見て、小さく笑った。や、本当に違うんですけど。

「そいつの名前、ダイチっていうんだ。飼うなら、かわいがれ」

「いや、まだ飼うって決めたわけじゃ……」

「俺おれら全員で決めたんだ。違う名前にするんじゃねーぞ」

　坂巻は柳斗の呟きを聞かずに、子犬から背を向けた。鈴原なんか、むせび泣いてしまっている。いや、まあ、うちには庭もあるし……でも、ホントに飼うの？　絶対世話すんのオレじゃん!?

「ちょ……！」

　思わず手を挙げて慌てる柳りゆう斗とに、鈴すず原はらが睨にらみを利きかせてきた。

　おうおう、坂さか巻まきさんが譲るってんのに、いらないとか言い出す気じゃねーだろうなこの野郎──って感じの目だ。柳斗はウッとなって手を引っ込めた。

「これで、ずっと一緒ですね」

　フィーナが子犬をぎゅーっと抱きしめて無邪気に笑う。それを見て、坂巻は忌いま々いましそうにフン、と鼻を鳴らした。まあ、当然だろう。

　背を向けた坂巻は、そのまま去るかと思いきや、倒れた仲間を起こし始めた。なるほど、つまりこれは、柳斗たちに去れと言いたいのだろう。

　柳斗は放ほうり出した荷物を拾って砂を払うと、公園の出口に向かって歩き始めた。フィーナもかぐやも、特に異論はないようで、その後に続く。ただ、かぐやだけは公園を出る前にくるっと身体からだを振り向かせると、

「ショーテーくん、またね」

　何な故ぜか、坂巻の下の名前を呼んで、にっこり笑った。荷物を下げていなかったら、手でも振っていたかもしれない。

　坂巻はそんなかぐやに背を向けると、肩を怒らせて舌打ちをした。

「ケッ……」
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「図書館のねー、司書さんがくれたのー」

　そう言って、かぐやから差し出されたのは二枚のチケットだった。

『蓮はす見みヶが浜はま水族園　入園券』

「水族館？」

　柳りゆう斗とは首を傾かしげてそう言った。

　夕食後の、リビング。

　ダイニングテーブルには、柳斗とかぐやの二人だけだ。

　フィーナは風ふ呂ろに入っている。そうでもなければ、フィーナが近くにいないことなど、近ちか頃ごろではほとんどなかった。

「そ。水族館」

　かぐやはにっこりと笑いながら、柳斗の手のひらを掴つかんで、チケットを握らせた。

「司書さんがね。書しよ架かの整理手伝ったら、『これ、あげるわ』って」

「ふーん」

　かぐやは、無愛想な柳斗とは対照的に人見知りをしないので、いろんな人から好かれていた。特に、大人おとなからの受けはよくて、よく何かしら物をもらったりする。

「で？」

　柳斗は、手の中のチケットを不ふ審しんそうに眺めながら呟つぶやいた。

「二枚あるみたいだけど」

「するどーいっ！」

　かぐやは腕をぐるんぐるん回しながら、叫んだ。

「これは、ペア・チケットなのです！」

「見りゃあ分かるよ」

「二人しか、行けないのです！」

「そりゃあ、そうだろうね」

　柳斗はそこまで言って、はたと気がついて顔を上げた。

「……もしかして、オレに、あいつフイーナと行けって言ってるのか？」

「うん」

　かぐやはこっくりと頷うなずいた。意外にも、冗談を言っているような顔ではない。

「何で？」

「それは、フィーナちゃんがるとくんの彼女さんだからです！」

　えっへん、とかぐやは言った。よくぞ聞いてくれたと言わんばかりである。

「つっても、名前だけだろ……」

　柳斗は呆あきれたように言った。

　実際、フィーナは、柳斗に何かしようとする気はないようである。「彼女です！　恋人です！」などと言うものの、特に何か要求するようなこともなかった。

　そう言ったら泊めてもらえるのだと思っているのか……それとも、単純に恋愛そのものをあまり理解していないか。恐らく前者だろうと柳りゆう斗とは思っている。

「いや、まあ、ほらさ」

　かぐやはちょんと両手の人差し指を合わせて、上目遣いに柳斗を見た。

「この前の事件もあるし、ね？」

「あっ……」

　柳斗は口を押さえた。

　この前──それはつい数日前の出来事だった。

　化学の広ひろ村むらの授業は、面白くない。

　それは、彼の授業を受けている生徒の間あいだでは暗黙の了解だった。いや、授業自体は普通なのだが、独特の話し方がある意味耳に心地よくて、みんな、まんべんなく眠くなってしまうのだ。まあ、それはいい。

　問題は、その広村の化学で、フィーナが問題を起こしてしまったことだ。

「飽あきました。勉強してても、面白くないです」

　フィーナはみんながいい感じにまどろんでいる時に、突然立ち上がると、そんなことを言い出した。皆、一瞬で目が覚めた。フィーナはなおも何かを言おうとしていたが、すかさず隣の席の未み央おが、フィーナの手を引っ張って教室の外に連れ出した。

　広村は、呆ぼう然ぜんとしていて咎とがめる隙すきを見失ったようだった。消えた未央たちを捜すわけでもなく、ごほんと一つ咳せき払ばらいすると、再び授業を続ける。

　じきに、二人は戻ってきた。フィーナは唇を尖とがらせて、ぶーと頬ほおを膨らませていたが、しぶしぶ席についた。未央に何か言われたのだろうか。

　広村もなかったことにしたいのか、何も言わなかった。

　とにかくそんなわけで、その日はそれで済んだのだが、次の日からが大変だった。

　学校がつまらないから行きたくない、とわがままを言ってみたり、この世界に飽きた、と言ってみたり。

　でも、まだ帰りたくない。

　だから、もっと面白くしろ。というのである。

　意味が分からない。というか、もうどうでもいいよ。って感じだった。だが、そんな柳斗とは対照的に、かぐやはその無理難題に応こたえようとしてあげているらしかった。

「とりあえず、フィーナちゃんのストレスを軽減させてあげよーじゃないですかっ！」

　かぐやは万歳をして叫んだ。

「水族館が楽しかったからって、学校が楽しくなるとは限らないんじゃないのー？」

　冷ややかな眼まな差ざしで柳斗は言った。毎日、「今日も水族館に行かせろ、次は遊園地だ」とか言われることになりでもしたら、たまったもんじゃない。

　かぐやはむーとふてくされた顔になると、

「でも、今のままよりはマシでしょー？」

「うーん」

　まあ、そうかもしれない。柳りゆう斗とは椅い子すに背中をもたせかけると、二枚の薄っぺらいチケットをぴらぴらと扇あおぎ、微風を送った。

「じゃあその間あいだ、かぐちゃんはどうしとくの？」

「ダイチと遊ぶのっ！　あと、お昼はこう兄ちゃんとこで食べるよ」

「こう兄ちゃんはいいって言ったの？」

「言わせる」

「……」

　柳斗はなんだか頭が痛くなってきた。どうして自分の近くには、こうも周りの見えない女の子しかいないんだろう。

「まあ、なるべく迷惑かけないよーにね」

　柳斗は嘆たん息そくして言った。反対しないのは、一緒に連れて行くことになったら、もっと面倒だからだ。それに、こう兄ちゃんなら今さらかぐやが何をやらかしたって、驚かないだろう。困るかどうかはまた別問題だったが。

「うん。もっちろん！　じゃあ決まりだね！」

　かぐやは明後日あさつての方角に向かってピースサインを送った。

「さっそく、今度の週末に行ってきなよ。そうだね……じゃあ土曜日に！」



「……なーんて言われてもなぁー」

　柳斗は自転車をこぎながら独りごちた。

　翌日の、今はもう放課後になっている。夕食の下ごしらえをしていたら、ケチャップが足りないことに気がついて、慌てて近所のスーパーに買いに走るはめになった。

　普段なら、かぐやが買いに行ってくれるはずなのだが、あいにく今日はどこをほっつき歩いているのやら、まだ帰ってきていない。

「あいつとデート、か……」

　柳斗はぼそっと呟つぶやいた。いろいろと不安だった。そもそも、デートというもの自体、初体験だ。いったい、何を話せばいいのだろう。

　自慢じゃないが、柳斗はいまだフィーナとほとんど会話したことがない。むしろ、クモック伯はく爵しやくとの会話の方が多いくらいだ。

　それに、最近フィーナは特にわがままだった。恐らく、こう兄ちゃんとコウ先生を見間違えてからである。何だか、焦っているような……。

「あー。何も起きなきゃいいけど」

　シャー！

　ここからしばらくは下りの坂道だ。柳斗は緩ゆるやかな坂道を勢いよく滑り降りた。

　風を切る音とともに、風景が目まぐるしく入れ代わる。

　見慣れた風景、見慣れた人影。──人影？

　柳りゆう斗とは自転車の速度を緩ゆるめて、その人影を見やった。

　通り過ぎる瞬間に、目に映る残像。かぐやと、誰だれか男の人……あれはこう兄ちゃんだ。

　──って、何で二人が一緒にいるんだ!?

　学校と反対側だから、帰り道で偶然ってことはないだろう。近所っていっても、家から結構離れてるし。一度も家に帰ってないというのも怪しい。

　柳斗はしばらく進んだところで自転車を止めて、引き返した。

　コンクリートの壁に頬ほおを押し付けて息をひそめる。

「うん、そういうわけなの。だからね……」

　小さく、かぐやの話す声が聞こえた。手にはかわいらしいチェック模様の紙袋を持っている。対する光こう輝きは柔らかに微笑ほほえんで、かぐやの髪をなでていた。

「分かったよ、かぐやちゃん」

　優しげな瞳ひとみ。いや、光輝はいつでも優しいのだけど……とにかく、何やら異様な雰囲気だった。あんなまともそうな顔のかぐやを見るのでさえ珍しいのに、相手はあの神か田ど山やま光輝である。かぐやにとっての光輝は、あくまで近所の頼りないお兄さんであり、少なくとも気をつかう対象ではなかったはずだ。

　も、もしかしてあの二人……!?

　柳斗はどきどきしながら二人の様子を窺うかがった。もしかしたら、かぐちゃんとこう兄ちゃんがつき合ってるとか……？　うわ、うわー。

　ところが声が小さいせいか、肝心の会話がほとんどといっていいほど聞きとれない。

　唯ゆい一いつ聞こえるのは、「お願い……」とか「うん、大丈夫……」とか微妙に気になるフレーズばっかりだ。それに、あのやたらファンシーな紙袋は何なのだろう。もしかして光輝へのプレゼントとか……？

　真相を確かめるべく、柳斗は身を乗り出した。おばちゃん根性というなかれ。身内の色恋沙ざ汰たってのはやっぱり気になるものなのだ。

　しかし。

　運の悪いことに、顔を出した途端にかぐやが柳斗の方に顔を向けてしまった。

　ぴたり、と目が合う。

「……」

　まずい。非常にまずい。

　柳斗はひょいっと顔を引っ込めた。が、

「あっ、るとくん！」

　かぐやは目ざとく柳斗を発見して叫んだ。彼女は一瞬にして、いつものかぐやに戻っていた。さきほどまでの光景が嘘うそみたいである。

「おーい！　こっちこっちー」

　かぐやは紙袋を鞄かばんの中にしまうと、ぶんぶんと手を振った。演技なのだろうか、かぐやの様子には全く臆おくするところがない。柳斗はしぶしぶ自転車を引き、二人の元へと歩いた。

「ぐ、偶然だね」

「偶然偶然ー♪」

　見透かしているのか、天然なのか分からない。そこがかぐやの怖いところだった。柳りゆう斗とは気まずくなって俯うつむいた。ああもう、偶然だったんだって。最初はさ！

　かぐやは突然しゃがみ込んで、柳斗の顔を覗のぞき込むと、

「あのね。こう兄ちゃん、明後日あさつて、お昼オッケーだって！」

「へ？」

「へ、じゃないよ。デートの日！　かぐちゃん、こう兄ちゃんとこで食べるって言ってたじゃん」

「あ、そういえば……」

　柳斗は納得して頷うなずいた。そうだよな、かぐちゃんに限ってそんなことあるはずないよ。

　うん。

「っていうか、ここで言うなよ！」

「デートのこと？　もう言ってあるから安心だよ」

「安心じゃねー！」

　柳斗は真っ赤になって叫んだ。

　すると、それを聞いていた光こう輝きはくつくつと笑い出して、

「あはは。柳斗くん、かぐやちゃんは別にみんなに言って回ってるわけじゃないと思うよ。僕が、柳りゆう斗とくんやフィーナちゃんはどうするの？　って聞いたから、仕方なく答えてくれたんだよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「はぁー。そうなんですか」

　柳斗は力なく頷うなずいた。納得できる理論だからこそ、怒りの矛ほこ先さきがなくなってしまった。それにしても、気まずいなぁ。後で光こう輝きにいろいろ聞かれたらどうしよう……。

　柳斗は、かぐやみたいにベタベタくっついてくる女の子をかわすのは得意だったが、女の子を楽しませるのは大の苦手だった。というか、楽しませようと思ったことすらない。失敗するのが見え見えなデートを、あまり公おおやけにされたくはなかった。

　微妙に嫌そうな顔をする柳斗に、光輝はにこりと笑いかけた。

「フィーナちゃんに日本を紹介してあげるんだよね。頑張ってね」

「あ……」

　柳斗は口を押さえた。そうだよ。そういうことでよかったんだ！

「違った？」

　光輝が首を傾かしげる。柳斗はぶんぶんと首を振った。

「いえ、その通りです。うん」

　かぐやがデートデートと騒ぐので、うっかりデートっていう気分になってしまっていたが、今回の目的はあくまで観光。偶然、二人で行くことになっただけだ。別に盛り上がらなくてもいいじゃん。柳斗は見る見るうちに明るい顔になると、

「じゃあ、何かお土産みやげ買ってきますよ！　オレ」

「うん、楽しみにしてるよ。でも、あんまり気をつかわなくていいからね」

「あはは。分かってますって」

　柳斗は笑った。ああ、だいぶ気持ちが軽くなった。ありがとう、こう兄ちゃん。

「じゃあ、オレはこれで……」

　柳斗は自転車にまたがった。すると、かぐやも帰ることに決めたようで、柳斗の自転車の荷台に手をかけると、無断でそこに腰を掛けた。

「かぐちゃんも帰るね！　まったねー」

「うん。じゃあ土曜日にねー」

　見送る光輝に、かぐやはパタパタと手を振った。

「そういえば、かぐちゃん。さっきの紙袋は何だったの？」

　光輝が見えなくなった頃ころに、柳斗は口を開いた。柳斗が来た途端に、鞄かばんの中にしまってしまったが、隠すようなものなのだろうか。

「ああ。あれ？」

　かぐやはこともなげに、がさごそと鞄の中をあさった。ぐらぐらと自転車が揺れる。何も今出さずともよいのに。しかし、かぐやはジャーン、とばかりに紙袋を取り出すと、

「こう兄ちゃんからお菓子貰もらっちゃったんだー」

　かぐやは例の紙袋を開けてみせた。背後から、微かすかに甘い香りがする。

「えっ……」

　あげるんじゃなくて、貰もらってたのかよ……。柳りゆう斗とは心の中で突っ込んだ。ダメだ。この姉は！　絶対彼氏なんかできっこない。自分のことは棚に上げて、柳斗は嘆たん息そくした。

「こう兄ちゃんお手製のシフォンケーキ！　うーん、おいしそう♪」

　かぐやは、シフォンケーキを手でちぎって、柳斗の口に放ほうり込んだ。

「ちょっ……！　むぐっ……」

　柳斗は少しむせながらも、口の中の菓子を味わった。

「あ、おいしい……」

「だね。さっすがこう兄ちゃん。るとくんは料理は上手だけどお菓子作りは苦手だもんね」

「料理だって、必要に迫られて覚えただけだよ」

　もしゃもしゃと食べながら話すかぐやに、柳斗は渋じゆう面めんで言った。

　まったく、かぐちゃんときたら。オレ以外にも各方面でいろんな人間を利用してたりするんじゃないだろうな。

「あ、オレはかぐちゃんが頼んできても必要とは感じないから」

　念のため、釘をさしておく。どうやら図星だったらしく、かぐやはうっと唸うなって紙袋を鞄かばんにしまった。

　それから、二人は少しの間あいだ無言だった。緩ゆるやかでも、上り坂は上り坂。荷台のかぐやは全然降りてくれそうにない。そんなに会話を楽しむ余裕はなかった。

「ねえねえ、るとくんって、さっき、もしかして誤解してた？」

　何を思ったのか、ふいに、かぐやが問いかけた。

「なっ……」

　柳斗は思わずペダルをこいでいた足を踏み外しそうになった。──バレてる!?

　とりあえず反論しなければ、と思った。しかし、それは叶かなわなかった。それより先に、かぐやがこう続けたからだ。

「かぐちゃんはね、るとくんが他ほかの女の子を好きになるまでは、るとくんの一番でいたいんだ。だから、他の人を好きになんかならないよ」

　かぐやは、ぎゅーっと柳斗の腰にまわしていた腕の力を強めた。喋しやべるたびに、吐息が背中にあたる。それから彼女は調子に乗ったらしく、柳斗の服に唇をつけると、ふーっと息を吹きかけてきた。

　だからだろうか。柳斗の背中は家に着くまでずっと熱いままだった。



「わあ、いいお天気ですね！」

　両手を天に掲かかげて、フィーナは笑った。真っ青な青空に、溶け込んでしまいそうなほど白くて細長い指が、太陽の光を僅わずかながらも遮さえぎって、フィーナの頬ほおに影をつくっている。

「むしろ暑すぎるくらいだよ……」

　立ち止まって歓かん喜きするフィーナに、柳りゆう斗とはだるそうに言った。手でひさしをつくり、同じように空を眺める。雲一つない、とまではいかないが、見事なまでの快晴だった。

　今日は土曜日。水族館に出かける日だ。

　その予定を遂すい行こうするため、柳斗たちは休みだというのに朝っぱらから家を出て、こうして駅に向かって歩いている。駅は学校よりまだ向こうの、坂道のてっぺんにある。

　まだ朝とはいえ、こう太陽が照りつける中で上り坂を歩いていると、じんわりと汗がにじんでくる。ここ数日はずっと晴れだったから、気温の方もうなぎ上りで、梅雨もまだだというのに、もう夏、といった陽気だった。唯ゆい一いつの救いは、脱ぎ着が不自由な制服とは違って、半はん袖そでのシャツを着てきていることだろうか。

　フィーナも、今日は夏用のワンピースを着ていた。淡い水色の、裾すそがフレアーになっているやつだ。見たことのない服だが、新調したのだろうか。

　どう見たってかぐやのサイズじゃないし、麻ま理りがこんなかわいい服を着るはずがない戦闘に向かん、とか言って破り捨てられそうなくらいひらひらしている。

「その服、魔法で出したのか？」

　柳斗が聞くと、フィーナはくすっと笑った。

「違います。かぐやさんのお母様……ということはリュートさんのお母様でもあるのかしら？」

「そうだよ」

「その、お母様が送ってくれたらしいんです」

「ふ、ふーん」

　柳斗は曖あい昧まいに頷うなずいた。

　ってことは、カナダにいる両親にまで知られてるのか？　こいつのこと……！

　冷や汗だか、ただの汗だかをだらだらかいているうちに、どうやら駅に着いたようだった。柳斗は二人分の切符をまとめて買って、一枚を渡してやった。

　ここでもきっと大騒ぎするのだろうな。そう思っていた柳斗の予想に反して、フィーナはごくごく自然に改札を通り抜けた。何でも、電車や改札については、〈現実〉の世界にいた時に、コウ先生とやらに教わっていたらしい。〈現実〉ってのは随分と田舎なんだな。そう馬ば鹿かにしてやる気まんまんだったのに……。

　柳斗は、少し落らく胆たんを覚えた。まあ、何も問題が起きなかったからよしとするか。

　ちょうど電車がやってきて、二人は電車に飛び乗った。中は、冷房がかかっているらしく、ひんやりとしている。

「うはー。涼しいー」

　柳斗は歓声をあげると、空いている席に腰掛けて、汗で、皮膚にべったりとくっついていたシャツの布地をつまんだ。すぅっと、汗がひいてゆく。うん、気持ちいい！

　フィーナも、柳斗の横に座った。無言だったが、向かいの窓の外を流れる景色を眺め、目を輝かせている。

　こうして見ると、普通の女の子なんだよな。

　柳りゆう斗とは小さく息をついた。窓から差す陽光に透けて光る、さらさらの長いプラチナブロンドの髪。景色を映す、緑がかった灰色の瞳ひとみ。華きや奢しやな手足。白い肌……。普通どころか、とびっきりかわいい女の子だ。性格だって、無邪気と言えないこともない。

　──だけど。

　柳斗はフィーナから顔をそむけ、膝ひざに視線を落とした。

　オレは、こいつが苦手だ。

　それは紛まぎれもない事実だった。どうしてだろう？　性格の歪ゆがみ具合なら、麻ま理り姉やかぐやだって負けちゃいないはずだ。好きになることがなくたって、こんなに苦手には感じないはずだ。オレの彼女になる、っていうのを抜きにしても、だ。

　ずっと抜けない、違和感。

　フィーナと一緒にいる時に感じる、気持ち悪さ。

　最初はそんなことなかったのに、いつからだろう……。

　柳斗は顔を上げて、窓の外を見た。列車の揺れる音とともに、流れゆく景色。

　その景色に、だんだんと思考が溶けてゆく。記憶が、思い出される。

　──フィーナぁッ！

　自分自身の叫び声。それが、頭に焼きついて離れない。あの時──三階から飛び降りた時と、不良たちに殴なぐられそうになった時。

　どちらも、フィーナは平然と……それどころか、楽しんですらいた。

　怖い？　いや違う……そんなんじゃなくて……。

　柳斗は、横目でフィーナを見た。ここ数日の不機嫌はなんのその、にこにこと上機嫌で座っているフィーナ。それは、とても愛らしい笑顔だった。

　可か憐れんな容姿と相まって、自然、車内の視線はフィーナに注がれている。だが、フィーナはそれを気にする様子もなく、ただ、にこにこと笑っている。

　まるで、誰だれもいないみたいに。

　そう思い至って、柳斗はハッとなった。違和感の正体が、分かった気がした。そうだ。こいつは……フィーナは──

　ここに、いない。

　幻想みたいだって言いたいんじゃない。触さわれるし、話もできるけど……。フィーナは、この世界を見ていないんだ。

　いくら柳斗が腹を立てても、心配しても。

　それらは、いつも全部どこかへ通り抜けてしまって、最後には柳斗の心の真ん中に空くう虚きよな風を吹かせる。

　カタタン、カタタン。

　電車がレールを滑る音が、やけにはっきりと聞こえる。

　柳斗は沈黙を保ったまま、ただ前を見つめた。窓の外に、僅わずかに海が見える。誰かが窓を開けていたのか、微かすかに潮の香りがした。しばらくそうしていた頃ころだろうか、ふいに電車のアナウンスが響いた。蓮はす見みヶが浜はま。ここだ。降りないと。

「フィーナ。降りるぞ」

　柳りゆう斗とはぎこちなく声をかけると扉に向かって歩き始めた。フィーナも立ち上がって、柳斗の後ろにつく。その後、電車を降りた二人は改札を出て、狭い歩道に入った。急きゆう勾こう配ばいの、何重にもうねった坂道だ。ただし、見晴らしだけは最高で、フェンスの向こうには真っ青な海、そして、これから向かう水族館が一望できた。また暑くなるかと思いきや、潮風のせいで体感温度はそれほどでもなかった。

「なあ、フィーナ」

　しばらく坂を下ったところで、柳斗はフィーナの名前を呼んだ。フィーナは柳斗を見て、首を傾かしげた。何か口を動かしているが、ごうごうと響く風の音のせいで、よく聞こえなかった。

　会話には恐ろしく不向きのコンディション。だが、今の柳斗にはそれが救いに感じられた。気まずくなったとしても、風がさらって、流してくれる。

「フィーナはさ……自分の世界でも、高いところから飛び降りたりするのか？」

　柳斗は、電車の中で考えていた疑問の一端をぶつけてみた。こいつが〈現実〉でもそういう性格なのか、それとも、やっぱりこの世界をなめているのか。

　すると、フィーナは案あんの定じよう首を振り、

「私は、あまり魔法が得意ではありませんし、万が一危険が及およぶようなことは、ほとんどすることを禁じられていました。いえ、しようとすら思いませんでした。だって、怪け我がをするかと思うと、すごく怖いんですもの」

「じゃあ、なんで……」

「本当の身体からだじゃないから」

　柳斗の言葉を遮さえぎるように、フィーナが口を開いた。

「私の身体は〈現実〉にありますから、そんなことを気にする必要はないんです」

　風を気にしてか、かなり大きな声である。そういえば、クモック伯はく爵しやくもそんなことを言っていたな。こっちに来る時に、精神だけを移したって……。あの時はそうなのか、と思っただけだったが、今となってはやっぱり納得できなかった。何な故ぜなら──、

「じゃあ、なんでクモック伯爵は、お前を救おうとするんだよ。そんなの変じゃないか！」

　命の危機が訪れれば、必ずクモック伯爵の魔法が起きる。

　フィーナの余裕も、それを見越してのもの。決して、死なない身体だからじゃない。

　使い捨ての身体なら、そんなことをする必要などないはずだ。

　真剣な目の柳斗に、フィーナはしばらく黙っていた。だが、困った様子はない。どこか、楽しんでいる風にも見えた。

　水族館が、間近に迫る。休日のためか、混こんでいるというほどでもないが、家族連れの車の姿が多く見られる。

　時間を置くと、叫んだ自分が恥ずかしくなってきた。柳りゆう斗とはもう会話を打ち切るべきかと考えたが、

「──死んだら元の世界に戻ってしまうからですよ」

　ちょうどその頃ころになって、フィーナから答えが返ってきた。

　フィーナはトートバッグに目をやった。バッグからは、クモック伯はく爵しやくのふわふわとした身体からだの一部が覗のぞいている。

「リセットして、やり直すことだってできますけど。そうしたら、また最初からやり直しでしょう？　そのための保険なんです。伯爵は」

　ねっ、とフィーナは伯爵に目配せした。伯爵が僅わずかに蠢うごめいて、柳斗に微笑ほほえみかける。どうやら、肯定の意らしかった。

「保険……」

　柳斗は渋じゆう面めんで呟つぶやいた。何かしら言い返したいのだが、言葉が見つからなかった。だが、無理して会話を続ける必要もないだろう。もうすぐ水族館の中だしな。

「この中なんですか？」

　フィーナが問いかけてくる。柳斗は頷うなずいた。

「ああ。えーっと、チケットは……っと」

「リュートさん」

　ズボンのポケットを探る柳斗を、フィーナが呼んだ。

　柳斗は顔を上げた。フィーナの笑顔にぶつかる。

　彼女は小さく拳こぶしを掲かかげると、恥ずかしげもなく、大きな声でこう言った。

「楽しみですね！」



「……こっちは全然楽しくないわよ」

　ぼそっと、呟いたのは柳斗たちよりやや後方にいる女の子だった。

　ストレートに伸ばした硬質の長い黒髪に、ブルーレンズのサングラスをかけている。

　上はこげ茶色のタンクトップ、下は黒のミニスカート──その下にはすらっと長い足が覗いている。

　スタイルもばっちりの、見た目、カッコいい系な美少女だ。

「えー。かぐちゃんはかなり楽しいけどなー」

　サングラスの女の子の横で、もう一人の女の子が声をあげた。

　のんきな、ぼやーっと間ま延のびした声。ふわふわの栗くり色いろの髪を、ポニーテールにして、髪留どめでバチンと留めている。

　服装は白い半はん袖そでのブラウスにカーキ色のロングスカート。赤いフレームの眼鏡めがねをかけているが、調整が悪いのか、すこしずり落ちそうになっている。

　大人おとなしい、いかにもお嬢さまって感じの女の子だ。

「ちょっと、近いんだから、気をつけてよ」

　サングラスの女の子は、眼鏡めがねの女の子に向かって言った。

「うん。分かったよ。みおちゃん」

「だから、それがマズいっての！」

　サングラスの女の子は、小さく叫んだ。

「まったく、かぐちゃんは後をつけてるっていう自覚があるの？　そりゃあ、場所を教えてもらったのは感謝するけど、ここのチケット代、私が払ってるんだからね。だから……」

「みおちゃん」

「何よ。かぐちゃんったらごまかそうったって……」

「るとくんたち、とっくの昔に行っちゃったよ？」

　眼鏡の女の子は、水族館の中を指差した。

「ああっ！　もう、早く行くわよ。かぐちゃん！」

　サングラスの女の子は高速で歩きだした。



　その頃ころ、柳りゆう斗とたちは……

「リュートさんっ。ヒトデさんです！」

「ひぃぃっ！」

　悲鳴をあげていた。

　軽く、最初のフロアを見て回って、そこに『体感！　海のおともだちコーナー♪』なんてのがあって……。柳斗は遠巻きに見ているだけにしようと思ったのだが、どういうことだかフィーナが反応を示してしまったのだ。

「すごいです！　硬いけど、つまむとぶよっとしています！　リュートさんも触さわりましょう！」

「絶対に断る。って、うぎゃあ！　何、その力？　絶対おかしいって。ちょ……魔法？　これって魔法なの？　ひいぃ───！」

　抵抗虚むなしく、柳斗は『体感』してしまった。

　──こんなの、絶対『海のおともだち』なんかじゃねー！

　涙目で、柳斗は思った。むしろ心に深く刻み込んだ。ってか、クモック伯はく爵しやくめ……。こんな悪事に加担するとは許すまじ……。

　おともだちどころか、敵の増えた柳斗。いきなり、前途多難な感じだった。

「お前！　もう魔法使うの禁止！　いいな!?」

　柳斗はぷりぷり怒りながら、別のフロアへ場所を移した。どうやら熱帯魚のコーナーのようで、色とりどりの魚たちが、一定の規則を守りながら、水すい槽そうの中を泳いでいる。

　ああ、普通に綺き麗れいだ。

　柳斗は少しばかり癒いやされたが、魚たちの背後に、イソギンチャクがゆらゆらと揺れているのを見た途端、急に気分が悪くなった。先ほどの、ヒトデの感触を思い出したのだ。

「ううっ。まだ手に感触が残ってるよ……」

　柳りゆう斗とはフィーナによって汚染された左手を、汚物を見るみたいな目で見やった。海水は備えつけのお手て拭ふきで拭ぬぐったものの、手拭き自体が既にヒトデ臭くなっているのだからどうしようもない。手から、磯いその香りがぷーんと漂っている。それが嫌で、柳斗はお手洗いを探そうときょろきょろした。せっけんで洗い流してやる。

　柳斗は、ひとまず左手を身体からだから離すためにぐーっと伸ばした。腕がつりそうなくらいだ。すると、いきなりフィーナがその手を掴つかんだ。

「さっきの、気持ちよかったですよね」

　フィーナは、きゅっと柳斗の手を握りしめる。白い、小さな手は、先ほどまで水に濡ぬれていたせいかひんやりと冷たかった。

「キミは日本語を一から勉強し直した方がいいと思うな、ボクわ」

　柳斗は呆あきれた顔で言った。あんな気持ち悪い生物の感触を、気持ちいいだなんて、まったく理解に苦しむ女の子だ。第一、この手は、お前と握るために伸ばしたわけじゃないぞ。

　心の中で憤ふん慨がいする柳斗だったが、あえて、手を離さずにしておいた。今は、手洗いを探すのが先だし、それに……さっきの感触が、フィーナの手によって相そう殺さいされてゆく。

　手を握るのは微妙だけど、別に誰だれが見てるってわけでもないしな。

　柳斗はそんなことを思った。



　ところがどっこい。ばっちり見られていた。

　先ほども柳斗の様子を窺うかがっていた二人の少女である。彼女たちは、未み央おとかぐやだった。ここにいるのは偶然ではない。柳斗の後をつけているのだ。

　その原因は、かぐやにあった。



「どーいうことなのっ！」

　──数日前。お昼休みも終わりかという時間になって、倉くら本もと未央はかぐやのいる三年生の教室までやってきた。凄すごい剣けん幕まくの未央に、かぐやは相変わらずのボケた顔で、

「あっ、来てくれてよかった。来なかったら、こっちから行かなきゃならないとこだったもんね」

「何がよ？　かぐちゃん」

「何って、明後日あさつてのデートのことじゃないの？」

　かぐやの言葉に、未央はうぐっと何かが喉のどに詰まったような声をあげた。

　図星だったのだ。

「そ、そうよ……。かぐちゃんが渡したそうじゃない。チケット……」

　最初の勢いはどこへやら、未央は消え入るような声で呟つぶやいた。

「まあね。もらったはいいけど、二枚しかなかったからさ」

「それなら、かぐちゃんがあの子と一緒に行けばいいじゃない！」

「そこがかぐちゃんの頭のいいところなんだなー」

「？」

「かぐちゃんは、あくまでみんなで行きたかったの。でも、チケットは二枚しかない。だから考えたんだ」

「何をよ？」

「かぐちゃんの分のチケットを、ただで手に入れる方法」

　不機嫌そうな未み央おに、かぐやはへらへらと笑った。へらへらしているくせに、有無を言わさぬ圧力がある。未央は、かぐやが何を求めているのか分かってしまった。つまりは、賄わい賂ろを要求しているのだ。未央はため息をついた。

「……いいわよ。おごるから、一緒に行くから。だから、場所を教えて」

「そうこなくっちゃ！」

　かぐやは歓声をあげた。それに未央は苦笑を漏らし、

「ああ、でも私が行くってことは陽ひ崎ざきくんには内緒にしといて。その……わざわざ邪魔しに行くみたいに思われたら嫌じゃない。ただ、ちょっと気になるだけなんだから」

「うん、いいよー。というか、かぐちゃんもそのつもりだったし」

「へ？」

　ばかにあっさり頷うなずくかぐやに、未央は目を丸くした。するとかぐやは微笑して、片目を瞑つむってみせた。

「水族館なんていつでも行けるもん。かぐちゃんが見たいのは、デートしてるるとくんの姿だよ！　だから、潜ひそむつもりなの」

　かぐやは、とってもいきいきとした目をしている。未央はしばらく沈黙して、

「……かぐちゃん。もしかして、私の気持ち、知らないの？」

　人に聞かれまいようにと声を抑え、かぐやの目をまっすぐに見つめる。かぐやは人差し指をぴょこんと立てると、

「知ってるよ。小さい頃ころ無理矢理結婚の約束させてたり、手紙ではるとくんのことしか聞かないし、去年のバレンタインで、再会したるとくんに昔みたいに義理チョコ作ってあげるって言ってあっさり断られてキレて……むっむー」

　がばっと未央の手が覆いかぶさって、かぐやは苦しそうに顔を真っ赤にした。

「そこまで知ってるなら、どうしてこういうことするのよ！」

　小声で叫ぶ。そう、未央は柳りゆう斗とのことが好きだった。

　かぐやと未央がこまめに手紙を交換してたのだって、かぐやが、手紙で柳斗のことを書いてくれるからだった。柳斗は筆不精で、手紙を返さない。柳斗は覚えてないかもしれないが、そもそもは、柳斗の代わりにお返事出しますってので始まった文通なのだ。

「かぐちゃん。かぐちゃんは、あの子と私、どっちの味方なのよ」

　未央は、不服そうに問いつめた。かぐやだけは、自分の味方だと思っていたのに。

　かぐやは「んー」と、視線を宙にさまよわせていたが、

「かぐちゃんはねー」

　かぐやは、間ま延のびした声でそう言うと、にっこりと微笑ほほえんだ。そして告げる。

「るとくんの味方」

　きっぱりと、迷うことなく。かぐやはそう言い切った。

「みおちゃんやフィーナちゃんが頑張ることが、るとくんのためになると思うんだ。そして、るとくんが大切な人を見つけられるなら、かぐちゃんは、その相手が誰だれだって構わないんだよ。──みおちゃんでも、フィーナちゃんでも。かぐやの、知らない人でも」

　優しい、綺き麗れいな目をして、かぐやは微笑む。それが、未み央おにはひどく眩まぶしかった。かぐやの、柳りゆう斗とを好きって気持ちが嫌ってほど伝わってきて、妬やけるくらいだった。

　なんだか、未央は力が抜けてしまった。自分だけが空回ってて……バカみたい。



　──でも、やっぱり来ちゃう私って、バカ……。

　未央は一人頬ほおを赤らめると、サングラス越しに柳斗とフィーナを目で追った。

　手を繋つないだ時はひやっとしたが、すぐに手を離したようだ。もしかしたら思し索さくに耽ふけっている間あいだに、ずいぶん時間が経たったのかもしれない。さっきの場所より、かなり遠くにいるみたいだったから。

「みおちゃん。早くしないと見失うよ」

　かぐやが、声をかける。未央はうん、と頷うなずいた。

「分かってる。ばっちり見てるから」



　手を洗うために中央ホールまで戻った柳斗は、すごい勢いでトイレに駆け込んだ。手の皮が剥むけるんじゃないかってくらい、念入りに手を洗う。フィーナも女子トイレの中だ。

　ちゃんと洗えよ！　と、そりゃあもう強く言い聞かせておいたから、ちゃんと洗っているはずだ。たぶん。

「うん。もう臭におわないな」

　柳斗は左手をくんくんと嗅かぐと、満足そうに頷いた。

　外に出ると、売店でお土産みやげグッズを眺めているフィーナの後ろ姿が見えた。フィーナの容姿はすごく目立つ。こういう時、見失わなくて楽だな。柳斗はそんなことを思いながら、フィーナの隣まで歩いた。

「何か、欲しいのか？」

　柳斗は声をかけた。するとフィーナはバッと柳斗の顔を見て、

「買ってくれるんですか？」

「まあ、小額ならね」

　柳斗は軽く頷いてみせた。実は、「何か買ってやれ」と、かぐやからお金を渡されているのだ。何も買わずに帰ったら逆に怒られそうなところだったので、自分から欲しいものを言ってくれるのならば、むしろ好都合である。

「じゃあじゃあ！」

　フィーナは目を輝かせた。既に、心に決めたものがあるらしい。彼女はビシッと指を突き出すと、「これが欲しいです！」

　そう言った彼女の人差し指の前にあるのは……ペンギンのぬいぐるみだった。

「あ、かわいい」

　意外に普通なので、柳りゆう斗とは逆に驚いてしまった。そういやこいつ、変だけど趣味は悪くないもんな。柳斗はペンギンのぬいぐるみを手に取った。こういうところで売っているものなので、ファンシー系じゃなくて割とリアル系だったりするが、手触ざわりはすごくいいし、ペンギン自体がかわいいので造形も問題なしだ。で、値段は……と。

　柳斗は値札を引っ張って、値段を見た。──税込み四八〇〇円。

「えーっと」

　柳斗は視線を泳がせた。うん、高いよこれ。絶対、小額じゃないよね。

「他ほかのにしない？」

　柳斗はぬいぐるみを棚に戻すと、あはっと笑って言った。すると、フィーナは戻したぬいぐるみの隣のぬいぐるみを手に取って、

「じゃあ、これでいいです」

「いや、それ一緒だから」

「じゃあ、一緒でもいいです」

「……」

　柳斗はぎりぎりっと歯ぎしりした。こいつ、絶対わざとだ！

　しかし、こんな大衆の面前で取り乱すのも嫌なので（さっきの『体感』はなかったことにしておく）ぐっと堪こらえる。そして、取り繕つくろうような笑みを浮かべると、

「そ、そーだ。フィーナはまだペンギン見てなかったな。そのぬいぐるみのモデル！　いやー、そっくりだぞー。というわけで今から見に行こう。で、見たら満足してそのぬいぐるみは諦あきらめる、と。何なら、そのペンギンキーホルダーくらいなら買ってやるから」

「……」

　フィーナは無反応だ。柳斗はやりにくいなー、と思いながらも笑顔を張りつかせている。四八〇〇円は痛すぎる。フィーナはしばらく考え込んでいたが、急に笑顔になると、

「はい。じゃあ、このぬいぐるみを買ってから行きましょう。ペンギンさんを見に」

「………結局、買うんだ」

「はい！」

　にこっと笑うフィーナ。柳斗はしぶしぶ財布を取り出して、ぬいぐるみを買った。そのまま持って歩くと言うので、包装はせずに値札にシールを貼はってもらう。

　売店のおじさんがにやにやしながらぬいぐるみを手渡してくる。デートじゃないっていうのに……このオヤジ。絶対勘違いしてやがるな。

　見に行こうとは言ったものの、ペンギンのいる半屋外フロアに行くには、他のたくさんのフロアを抜けて行かなくてはならない。柳りゆう斗とたちは、奥に向かって歩き出した。急ぐ必要もないから、ゆっくり見て歩く。

　天井まで水すい槽そうになっているフロアとか、館内の仕掛けも楽しい。なんだか、海の底にいるみたいだ。魚が泳いでいるだけなのに、すごく安らぎを覚える。身体からだまで、この水中のように透き通っていくような気がした。

　フィーナも水槽のガラスに手を当てて、無言で水中の景色を眺めている。水中から照らされるライトがフィーナの色素のない横顔や髪に当たって、まるで、彼女を青白い発光体か何かに見せていた。

〈現実〉から来たっていうのはいまだに信じられないけど、今、ここで人魚だって言われたら信じてしまうかもしれない。そのくらい、幻想的な光景で……。

「フィーナ……」

　柳斗は、思わず声をかけていた。フィーナが柳斗の方に顔を向ける。フィーナが、人魚からただの女の子に戻る。せっかくの景けい観かんが台無しだ。でも……何な故ぜだかホッとしている自分がいる。

「何ですか？　リュートさん」

　フィーナが首を傾かしげた。ただ、呼んだだけって言ったら怒るだろうか……いや、それ以前にそんなバカップルみたいな真ま似ねはしたくないぞ！

　柳斗は言いにくそうに唸うなり声をあげた。実際には何か会話がないか考えているだけだったのだが。

「お前の本当の身体ってのは、今、どうなってるんだ？」

　しばらく考えて、出てきたのはこんな問いかけだった。ＳＦみたいに培ばい養よう槽そうに入ってるとか？　さっきの光景から連想した、勝手な想像が頭の中をよぎる。しかし思いつきとはいえ、本当にどうなっているのだろう。フィーナが来てからもうすぐ二週間だ。眠っているとしても、三、四日放置していただけでも筋肉は衰おとろえるし、床とこずれにもなるだろうに。

「魔法で管理してるんですよ」

　フィーナは、しごく明快な答えをくれた。

「魔法で時を止めてるんです。だから、衰えることも、成長することもありません。ずっと、眠ったままなんです」

「でも、それだと、皆と時間がずれるんじゃないのか？　一人だけ、取り残されて……」

　柳斗の疑問に、フィーナは頷うなずいた。

「はい。だから、私がこの世界にいられるのも、そんなに長くはないんです」

　……たとえ、コウ先生に見つからなくても。フィーナは最後に小さくそう呟つぶやくと、少し寂しそうな顔をした。見つかる……そういや、前もそんなこと言ってたな。

「前々から気になってたけど……。お前、この世界に来たのって、コウ先生には内緒なのか？　嫌なことから逃げ出してきたとかさ」

　柳斗の言葉に、フィーナは大きく目を見開いた。

「ど、どうして分かったのですか!?　もしや、リュートさんは心が読めるとか……！」

「いや、普通気付くだろ」

　柳りゆう斗とは呆あきれ気味に言った。あれだけ、見つかるとマズいやら何やら言ってて、気付かない方がどうかしている。しかし……

「浦島太郎か……」

　柳斗はボソッと呟つぶやいた。ホント、海の似合うやつだよ。こいつは。

「？」

　浦島太郎が分からないフィーナは、きょとんとしている。だから、柳斗は言ってやった。

「じゃあさ、魔法で婆ばあさんにしてもらえばいいんだよ。そうしたら、向こうでも同じだけ年を取れるぞ」

　すると、フィーナは憤ふん慨がいした様子で叫んだ。

「そんなの、ちっともよくないです！」

　小さな拳こぶしをぎゅっと握りしめて、訴えかけてくる。

「私は、ちゃんと〈現実〉で、いろんなことを経験して、成長して、そうして、大人おとなになっていきたいんです」

「じゃあ、この世界に逃げてるのは、いいのか？」

　我ながら意地の悪い言葉だ。しかし、フィーナの言葉は何かしら、この世界を……自分を否定されているみたいで嫌だった。

　フィーナは言葉に詰まったようだった。痛いところをついてしまったのかもしれない。

「この世界は……気分転換です。〈現実〉で生きる元気を貰もらうための……」

　フィーナは沈んだ口調で、言い訳がましい答えを返してきた。

「さっきから、〈現実〉を思い出させることばっかり。そういうリュートさんは、嫌いです」

　フィーナは柳斗から視線をそらして、泣きそうな声を出した。

「ごめん……」

　柳斗は思わず謝る。フィーナがこんな風に悲しむなんて、普段の姿からは思いも寄らなくて、自分がまるで重犯罪でも犯したような気分になる。フィーナは顔を俯うつむかせていたが、

「許しません。代わりに、私がリュートさんを質問責めにすることにします」

　がばっと顔を上げると、わくわくと目を輝かせた。

「は？」

　柳斗は間抜けな声を漏らした。もしかしてオレ、まんまと騙だまされてた？

　フィーナはくすくすと笑いながら、質問を考えている。どうやら、柳斗の拒否権はないらしい。フィーナはしばらく思案していたが……急につまらなさそうな顔をすると、

「でも……大半の情報はかぐやさんから聞いちゃったんですよね。うーん。じゃあ、質問ですけど、リュートさんは私のこと、好きですか？」

　いきなり、ストレートすぎる質問がきた。情じよう緒ちよもへったくれもあったもんじゃない。

　とりあえず柳りゆう斗とは素直な気持ちを答えることにした。

「嫌いです」

「どうして!?」

「……自分の胸に聞いてみたらよいかと」

　柳斗は呆あきれた様子で言った。フィーナはわなわなと震えだして、

「そんな……八割がた攻略できてると思ってたのに！」

「マジで？」

「マジです」

　フィーナは断言した。

「だって、私のことを聞くのは、私のことが好きだからでしょう？」

「いや、それは得体の知れない人間と一緒に暮らすのは嫌だから、せめて情報収集だけでもしとこうってだけで。つーかお前、そういう性格で、人に迷惑かけまくって、好きだって感情、ちょっとでも……」

　柳斗はそこまで言って、ふいに言葉を切った。今まで、フィーナが起こした問題行動がバババッと頭の中をかすめてゆく。その度に、自分は心配して、いちいち胸を撫なで下ろして、でもって……。

「ちょっとでも？」

　フィーナが首を傾かしげる。柳斗は慌てて、

「持つなんてこと、あり得ないだろ」

　吐き捨てるように言うと、足早に歩き出した。



「あ、これですね。ペンギンさん！」

　フィーナが叫ぶのを聞いて、柳斗は我に返った。

　あれから結構他ほかのフロアも回っていたはずなのに、ほとんど覚えていない。

　きっと、くだらない考え事ばかりしていたせいだ。その大半が、フィーナのことで……ああ、時間の無駄遣いをしてしまった。せっかく、遊びに来たっていうのに。

　フィーナを見やる。彼女は、初めて見るペンギンに夢中の様子だった。あまりにもじっと見つめているので、声をかけようにもかけることができない。

　柳斗もぼーっとペンギンを眺める。半屋外ということで、鉄てつ柵さくを挟んだ向こう側に、ぺたぺたと歩いているペンギンの姿が見える。見下ろし視点になるように設計されているので、触れることはできない。向こうも、別にこっちに反応を示すわけでもない。

　つまりは、見てるだけ。

　ああ、たくさんいるなぁ。うん。ペンギンだ。疑う余地もなくペンギンだ。うーん。うーん……暇だ。

「なぁ、フィーナ」

「……」

　フィーナは無反応だ。よっぽど、ペンギンに夢中らしい。

　柳りゆう斗とは肩をすくめた。えーっと、ここにいるペンギンはアデリーペンギンっていうんだ。へー。南極周辺に生息かぁ。でも、どうせこいつら国産だろうな。

　……くそっ。どうでもいい知識が増えちゃったじゃないか。

　いくらペンギンがかわいいと言っても、三〇分以上も見つめ続けられるほどのものだろうか。とうとう、しびれを切らした柳斗はフィーナの肩に手を置いた。

「おい、フィーナ。もういいだろ？　ここにいたって、ペンギンに触さわれるわけじゃないんだからさ」

「でも。……そうですね」

　フィーナは何か言いたげな顔をしていたが、納得してくれたようでこっくりと頷うなずいた。それから、鉄てつ柵さくに手をかけて、

「ペンギンさん……」

　そう、名残惜しそうに呟つぶやく。しかし、柳斗が歩き始めると、観念した様子で後ろをついてきた。あー、よかった。帰りたくない、とか言いださなくて。

「まあ、ぬいぐるみも買ったんだし。また、コウ先生とやらにでも頼んで見に来いよ」

　柳斗は、笑いながら顔を振り向かせた。フィーナはペンギンのぬいぐるみを抱きしめている。よっぽど気に入ったんだな。ペンギン。

　と、

「クァックァッ」

　ものすごーく近くで、何かの鳴き声が響いた。あれー、おっかしいなぁー。さっきの、ペンギンの鳴き声にすーっごい似てるような……。

「……っておい！」

「何ですか？」

「その腕の中のものはなんだ」

「何って、ペンギンさんですよ。見て分からないんですか？」

「そーゆーことを言ってるんじゃない！」

　平然と微笑ほほえむフィーナに、柳斗はこめかみをぴくぴくさせて、

「ぬいぐるみは、どうしたんだ？」

　まさか、この動いたり鳴き声をあげたりしているやつが、ぬいぐるみだとか言いださないだろうな。ごくりと唾つばを飲み込んで、緊張とともに答えを待つ。

　フィーナはあっさりと言い切った。

「取り替えました」

「取り替えただと───!?」

「はい。魔法を使っちゃいました」

「使っちゃいましたじゃねぇっ！」

　柳りゆう斗とは頭を抱えた。

「さっき、あれほど魔法は使うなって言ってただろ!?」

　がしっとフィーナの肩を掴つかみ、

「戻せ！　今ならまだ大丈夫だ」

「えー」

　フィーナは不服そうな顔をしていたが、くるりと振り向き、先ほどのペンギンゾーンに向けて歩き始めて……、

「あ──────────！」

　突然、叫び声がこだました。フィーナの声ではない。別の、女の子の声だ。

　驚いた柳斗が目を向けると、そこには本日、何度か見かけた長い髪の女の子がフィーナを指差して口をぱくぱくさせている。目は、サングラスに隠されて見えないが、きっとクワっと見開かれているのだろう。何な故ぜなら女の子は、

「あの子の抱いてるのって、本物のペンギンよ───！　私、見たもの。あの子がペンギンを持って逃げようとしているところ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなことを叫んでいたりして。

「何!?」

　女の子の言葉に、周りの人たちがざわざわと騒ぎだす。それから、ほとんど間を置かずに、人ごみをかき分けて関係者っぽい人たちが現れた。

　その中でも、一番怖い顔をしたおじさんが口を開く。

「ちょっとキミたち……」

「に、逃げるぞ。フィーナ！」

　柳斗は思わず、フィーナの腕を引っ張って走り出した。ヤバい。見つかったら警察で取り調べ受けたり、保護観察とか喰くらったり、学校に連絡されたり……下へ手たしたら退学になるじゃないか。

「逃げたぞ！　捕まえろ！」

　おじさんはだみ声で叫んだ。何でそんな蛮族みたいな声が出せるんだ。いや、悪いのはこっちだけど。

　ともかく捕まるわけにはいかないので、柳斗は走った。

　おじさんの声は、関係者だけに向けられたものだった──はずなのに、関係ない来場者までもが、柳斗たちを捕まえようと追ってくる。くそっ！　通路をふさぐんじゃない。

　それでも柳斗は僅わずかな隙すき間まをぬったり人垣を押しのけたりして、それを突破する。すごかったのは最初の人だかりだけで、それを抜けると後は何も知らないただの来場者に変わる。道はできた。出口まで、一直線だ。

「待ちなさい！」

　ちょっと低い女の人の声が響く。でも、そう言われて止まるわけにはいかない。

　柳斗は走った。

　水すい槽そうで囲まれた、青白く光る道を。

　普段は抑よく制せいしてきた力を、全部出し尽くして。

　静かに、ただ水の循環する音が聞こえるだけの水族館に、怒ど号ごうが響き渡る。

　だが、それも次第に耳に入らなくなってくる。

　何も聞こえない。本当に水の中に入ってしまったかのように。

　視界も、道以外は目に入らなくなっている。

　ただ、隣にフィーナがいるのは感じていた。

　全力で走る柳りゆう斗とに、ペンギンを抱いたまま追いつく、というのだから意外である。案外、魔法で強化しているのかもしれない。……って、今はそんなこと考えている場合じゃない！

　受付が見えた。既に連絡がいっているのだろう。複数のガードマンの姿が見える。

　でも、それを恐れてちゃ逃げ切るなんて無理だ！

「うおぉ─────────────！」

　柳斗は咆ほう哮こうとともにガードマンに突っ込んだ。



　その頃ころ、水族館の外にある海岸に、数台のオートバイが停車した。

　バロロロ……ドゥルン

　振動音を響かせて静止したオートバイから、降り立ったのは坂さか巻まき翔しよう禎ていである。ヘルメットを無造作に脱ぐと、彼は砂浜に足を踏み入れた。

　春の海。しかも、夕暮れとあっては、ほとんど人の姿はない。数人いた子どもたちも、坂さか巻まきたちの姿を見ると、どこかへ消えてしまった。

「……」

　坂巻は、そんな周りの様子を気にするでもなく、ただ海を眺めている。波の音を聞いているのかもしれなかった。

　ザッと、砂を踏みしめる音。彼の仲間たちだった。中の一人が、遠慮がちに声をかける。

「ダイチに見せてやりたかったっすね。海」

「バカ！　そのことは禁句だ」

　即そく座ざに赤い髪の少年──鈴すず原はらが、先ほどの少年の頭をはたいた。様子を窺うかがう取り巻きたちに、坂巻は海を見つめたままで、

「気にすんな。ダイチが貰もらわれてったのはいいことだしな」

　そう、静かに言った。坂巻はそれからしばらく、海の方を見ながら立ち尽くしていた。

　何か、じっと考えている風でもあった。ふいに、彼はくるりと振り返った。それから、砂浜を出てオートバイまで引き返すと、

「見せてやりたかったってーのは本当だけどよ」

　小さく呟つぶやいてヘルメットを手に取った。どうやら、もう帰るつもりらしい。

　──と、

「ん？」

　坂巻は怪け訝げんそうな顔をした。

　すぐ目の前にある水族館。その入り口の辺りが騒がしいのに気付いたのだ。

　誰だれかが、叫んでいる。聞き覚えがあるような気がした。

　坂巻はヘルメットをぽいっと後ろの鈴原に投げると、水族館の方へ歩いて行った。



「タアァッ───！」

　叫んでいたのは、柳りゆう斗とだった。麻ま理りに仕込まれた暗殺拳をついに使う時がきた──わけではないが、その訓練のかいもあって、ガードマンを倒すのは雑作なかった。

「行くぞ！」

　柳斗はフィーナの手をぎゅっと握りしめると、受付を走り抜けた。

　静せい謐ひつとした空気を纏まとっていた館内を抜けると、一転して強い風が吹きつけた。同時に、波の音が耳に響く。急激な環境の変化に、頭がすーっと冷えて、少し冷静になってくる。げっ。オレ、余計ヤバいことしちゃったんじゃ……！

　しかし、足を止めるわけにはいかない。柳斗はそのまま走り続ける。だが、迷いのためか、そのスピードは明らかに落ちていた。

「陽ひ崎ざき柳斗……!?」

　ふいに、前方から名前を呼ばれる。柳りゆう斗とはビクッとして、声の主を見た。

　──えっ。坂さか巻まき!?

　目の前には、何な故ぜか坂巻とその仲間たちの姿があった。気のせいだろうか。いや、柳斗の名前を知っているのだから、本人だろう。何故……？　この前の仕返し？　今は忙しいんだ！　後にしてくれ！

「お前、やはり陽ひ崎ざき麻ま理りの拳こぶしの継けい承しよう者しやか……！」

　坂巻は訳の分からないことを言って、その場に立ちふさがっている。くそっ。迂う回かいするしかない！

　柳斗はフィーナの手をひいたまま、くるっと身体からだの向きを変えた。スピードを保ったまま、別方向に走る。しかし、

「きゃああ！」

　フィーナが悲鳴をあげた。急な方向転換に身体が対応できなかったらしい。フィーナは大きくバランスを崩した。このままだと、派手に転倒してしまう。柳斗は強い力で、フィーナの腕を引っ張った。そして、その身体を抱える。しかし、

「ギョガー！」

　ペンギンが叫んだ。急カーブと転倒の衝撃で、フィーナの手からペンギンが離れてしまったのだ。

　遠えん心しん力りよくその他もろもろの力によって、ペンギンは宙に投げ出された。

　空を飛ぶ、ペンギン。

　その目の前には、坂巻がいた。

　坂巻は目を見開いている。今の今まで、このペンギンが本物だとは思いもよらなかったのだろう。そんな彼の額ひたい目がけて──

　ペンギンの足あし蹴げりが炸さく裂れつした。

「……」

　ビュウウ、と一いち陣じんの風が柳斗と坂巻の間あいだを通り抜けた。

　華か麗れいにジャンプしたペンギンが、小さな羽ばたきとともに地面に着地する。柳斗は、フィーナを抱きとめたまま固まっていたが、

「ああっ、ペンギンさんが無事でよかったです！」

　ふいに、フィーナは柳斗の腕から抜け出すとペンギンに駆け寄った。

「こ、このアマ。一度ならず二度までも……！」

　後ろにいた赤い髪の少年──確か鈴すず原はらって名前だったと思われる──が、髪の色と同じくらい目を血走らせて叫んだ。あああ、嫌な予感がするぞ。

　坂巻は黙って、額に手を当てている。その手を外すと……おでこにはしっかりとペンギンの足跡がついていた。うわ、間抜けな上に普通に痛そうだ……。

　何だか、ただで帰してもらえそうにはなかった。と、

「もう逃げられんぞ！」

　後ろから、水族館の関係者の方々が迫ってきている。絶体絶命だった。柳りゆう斗とは目を閉じた。もはやこれまでか……。いや、待てよ？

「フィーナ！」

　柳斗はペンギンを抱くフィーナを見つめた。

「魔法で、あのぬいぐるみと取り替えることはできるか!?」

　するとフィーナは頷うなずいて、柳斗の傍そばまで歩いてきた。

「はい。──でも、魔法は禁止じゃなかったんですか？」

「いいから、早く！」

　柳斗は急せかした。早くしないと、水族館の人たちがこっちに着いちまう。

「分かりました」

　フィーナはくすっと笑いながら、クモック伯はく爵しやくに目配せした。バッグの中のクモック伯爵の身体からだが、僅わずかに震える。そして、次の瞬間。

　パッ！

　何の前触れもなく、フィーナの腕の中のペンギンがぬいぐるみに変わる。よっし！　間に合った。頬ほおを緩ゆるませる柳斗。と、その背後に水族館のおじさんの姿が迫る。さっきから、ひときわ大きな声で叫んでいたおじさんだ。

「フフフ。捕まえたぞー。少年たちよ」

　おじさんはにやりと唇を歪ゆがめながら、がしっと大柄な手を柳斗の肩に載せた。ちょっと……いやかなりアブない顔つきである。あー、説得できるか不安だなぁ。まあ、やるしかないけど。

「待って下さい！」

　柳斗は、肩に置かれた手を払うと、おじさんの方に向き直った。それから、可能な限り純真そうな顔をして、

「あの、オレたちが持ってるの……ただのぬいぐるみなんですよ？」

「嘘うそをつくな！」

　案あんの定じよう、おじさんは厳しかった。しかし、柳斗は純真っぽい顔を崩さずに、無言でフィーナからぬいぐるみを奪い取ると、おじさんの手を取って、それに触さわらせてやった。

「せっかくのぬいぐるみをそんなおじさんに触らせないで下さい！」

　とか、フィーナが憤ふん慨がいしているようだったが、気にしないことにする。

「ほら。ぬいぐるみでしょう？」

　おじさんは会心の笑みを、渋じゆう面めんに切り替えた。

「……むぅ、確かに。じゃあ、どうして逃げたんだ」

　もっともなご意見。そこまで考えてなかった。

　柳斗は笑顔のまま空を仰あおぐ。おじさんの、不ふ審しんげな視線が顎あごの辺りに突き刺さっている。ヤバッ。とりあえず、適当にごまかさないと！

　柳斗は、突如目をうるっと潤うるませると、か細い声で言った。

「だって、おじさんがすごく怒ってるの見たら……ボク、何だか怖くなっちゃって」

　って、かぐちゃんの泣きまねのさらに物まねしたやつなんかで、引っかかるわけないか。

　柳りゆう斗とは、別の言い訳を考えようとして……ぎょっとなった。おじさんが、ガーンと目を見開いていたのだ。

「確かに……す、すまなかったね。少年」

　おじさんはさっきまでの威勢の良さはどこへやら、大人おとなしく謝ってくれた。

　うーん。こんなんで騙だまされる大人がいるから、かぐちゃんは懲りないんじゃなかろうか。

　と、そんなおじさんの肩をポンと叩たたいた人物がいた。先ほどの、柳斗が倒したガードマンである。ガードマンのおじさんは純真そうに装よそおった柳斗の顔を、じっと見つめた。

「儂わしを倒した時と、何やら印象が違うような。さっきは、むしろ殺やる気マンマンって感じじゃったぞ……？」

「そんな！　気のせいです！　絶対！」

　柳斗はめいっぱい瞳ひとみをキラキラさせた。もう、花とか星とかハートとか飛んじゃいそうな勢いである。とにかく必死なのだ。

　ガードマンのおじさんが、うっと後ずさった。気持ち悪い奴やつって思われたんだろうか。くそ、こっちだって好きでやってるんじゃないんだぞ。よーし。こうなったら、もっと微笑ほほえんでやる！

　と、訳の分からない第二ラウンドが始まろうとしていた、まさにその時だった。

「ふむ……」

　先ほどのだみ声のおじさんが、無線機を耳に当てて何やら頷うなずいている。おじさんは柳斗の方を見つめた。さっきまでのアブない目ではない、紳士な瞳だった。

「ペンギンだが、全羽ちゃんといるという連絡がきたよ。どうやら、こちらの間違いだったようだ。本当に、申し訳ないことをしたね」

　おじさんは頭を下げた。柳斗は慌てて、

「そ、そんな、謝らないといけないのはこっちの方です」

「ん？　どうしてだね？」

「えっと……いや、ホラ、逃げちゃったし」

「それも、こちらに非がある。キミが気にすることはないんだよ」

「あははー。じゃあ、お言葉に甘えて」

　柳斗は引きつった笑みを浮かべながら、後頭部をぽりぽりとかいた。危うく墓穴を掘るところだった。しかし、おじさんはそんな柳斗の内心に気付くことなく、

「それでどうだね。もう、帰るのかい？　何なら、おじさんが案内しようじゃないか。そうだな……ヒトデだけじゃなくて、タコにも触さわらせてあげよう」

「いいえっ！　遠慮しまっす！」

　柳斗は即そく答とうした。タコだなんて、冗談じゃない。それに、さっきあれだけ騒いだ館内に戻るのは気が引けた。柳斗たちを目撃した人だっているだろう。これ以上注目されるのは避けたかった。

「そうかい……」

　おじさんは残念そうに俯うつむくと、ポケットをごそごそと探って、

「じゃあ、これをあげよう」

　おじさんは、水族館のロゴが入ったピンバッヂを取り出すと、柳りゆう斗ととフィーナに一つずつ渡してくれた。一応、レアものみたいだけど……正直あまり嬉うれしくなかった。だが、意外にもフィーナは喜んでいるらしく、空にかざしたり、手の中で転がしたりしている。

　和を乱すのもまずいので、柳斗はとりあえずお礼を言った。

　すると、おじさんたちは満足したように館内に引き返していく。

　ああ、よかった。柳斗はホッと胸をなで下ろした。と、

「さて、用事も済んだようだな」

　赤い髪の少年、鈴すず原はらが静かに口を開く。うわ。もしかして待っててくれてた!?

　いい人というか何というか……このまま、この前みたいに見逃してくれないものだろうか。柳斗はちらりと坂さか巻まきの表情を窺うかがった。坂巻が止めてくれると思ったのである。しかし、

「待ってたぜ、この日をよぉ」

　坂巻は何な故ぜかにやりと笑いながら、そんなことを言い始めた。

「ずっと隠してたみたいだがよ。受け継いでるんだろ？　陽ひ崎ざき麻ま理りの拳こぶしを……。俺おれは待っていたんだ。ずっとな。俺は、もうガキの時の俺じゃねー。勝負しろ。陽崎柳斗！」

　坂巻は、指をぽきぽきと鳴らした。って、また麻理姉関係かよっ！

　柳斗は心の中で頭を抱えながら、しかし顔はにこやかに微笑ほほえみを浮かべ、

「いや、そんなもん受け継いでないし。坂巻くんの勝ちでいいかなー。なんて」

「ふざけんな！」

　坂巻は叫んだ。

「テメー。どうして能力を隠す？　そうやって、いつまで大人おとなしい優やさ男おとこのフリを続ける気だ？　陽崎麻理に言いつけられたのか？　……それとも、俺を馬ば鹿かにしてんのか？　弱い相手を倒しても仕方ねーってよ」

「そんなんじゃない、よ」

　柳斗は、坂巻から目をそらした。

「坂巻は、オレのこと買いかぶってるんだ。弱いし、情けないし……。喧けん嘩かするのだって怖いから嫌いなんだ」

　慎重に、言葉を選びながら喋しやべる。でも、これは本当のことだ。さっきの力だって、拳の継けい承しようとかじゃなくて、無理矢理、麻理の特訓につき合わされただけで、変な究極奥義を身につけているわけでもない。所しよ詮せん、麻理には敵かなわない。中途半端な強さだ。

　坂巻はそんな柳斗をじっと見ていたが、

「笑ってた」

　ふいに、ぼそっと言った。

「オメー。さっき、ガードマンのおっさんを投げ飛ばす時。──笑ってたぜ。陽ひ崎ざき麻ま理りみたいによ」

「……」

　柳りゆう斗とは無言で立ち尽くした。そんな柳斗に坂さか巻まきはフッと笑みを浮かべて、

「口では何だって言える。オメーも、こっちが動きゃ、身体からだが勝手に動く──はずだぜっ」

　シュッ！

　切れ味の良さそうな素す早ばやい拳打。それが柳斗の頬ほおに向かって繰り出される。柳斗はとっさにそれを躱かわすと、傍かたわらにいるフィーナを手で後ろへと押しやった。

「やっぱりな」

　坂巻は笑って、かなり前から臨りん戦せん態勢に入っていた鈴すず原はらたちを手で制した。

　一対一の真剣勝負、といったところか。坂巻は人差し指と中指の二本の指を突き立てると、自らの額ひたいをちょんちょんとつついてみせた。

「こいつの分は、この勝負でチャラにしてやる」

　うわ、カッコいい！　でも、全然嬉うれしくねー！　柳斗は泣きそうな気分になった。つーか、ペンギンが坂巻の頭を踏みつけたのだって、そもそもオレのせいじゃないじゃん！

　しかし、坂巻は柳斗の返答を待たずに攻撃の拳こぶしを繰り出してきた。

　なかなかに当たると痛そうなパンチである。柳斗は必死で避よける。

　ハイキックにローキック。こっちは当たったら再起不能になりそうな感じだ。

「ちゃんと勝負しろっ！　陽崎柳斗」

　坂巻が苛いら立だった様子で叫ぶ。いや、避けてるだけで割と手一杯なんですけど。でも……確かにそろそろキツい……。柳斗はスッと動きを止めると、初めて攻撃の構えを取った。坂巻の口元がにやり、と歪ゆがめられる。

「そうこねぇとな。……行くぜっ！」

　坂巻の渾こん身しんのパンチ──っぽいものが繰り出される。走ってきてる分だけ、向こうの方が威力としては有利だ。だが……その分こっちには隙すきが見える！　柳斗は、坂巻を迎え撃とうと腰を落とした。しかし──パンチはこなかった。

　何な故ぜか、坂巻が途中で拳を引っ込めてしまったのだ。坂巻は、柳斗の背後を、呆ぼう然ぜんとした顔で見ている。フェイントとかじゃなさそうだった。

「陽崎……かぐや」

　坂巻が、ボソッと呟つぶやくのが聞こえた。……へ？　かぐちゃん？

　柳斗はきょろきょろと辺りを見回した。わっ。知らないうちに結構人だかりができてる。さっき水族館にいた人とかも……は、恥ずかしい！

　赤い顔で頭を抱える柳斗に、坂巻はヘッと息を吐き出して、踵きびすを返した。

「この勝負はお預けだ。またな」

　そうして、何だかよく分からないまま坂巻たちは帰って行ってしまった。

「あー。ハラハラしましたねー」

　ひょこっと顔を出して、フィーナが言った。言葉のわりに、緊張感のない顔をしている。むしろ笑っているようだった。こいつ、また反省なしかよ。

　とりあえず、柳りゆう斗とはフィーナを無視して人だかりの方に顔を向けた。

　ペンギンが逃げたと騒いだ少女の声。それが、妙みように引っかかる。それだけなら、別に気に留とめなかったかもしれない。しかし──さっきの坂さか巻まきの言葉を聞いてそれは確信に変わった。柳斗の読みが正ただしければ……この中に未み央おとかぐやがいる。

「──かぐちゃん。倉くら本もと。いるんだろ？　出て来なよ」

「あちゃあ。バレてたか」

　柳斗の呼びかけにあっさり応こたえて、かぐやが姿を現した。変装していたのだろうか、かけていた赤いフレームの眼鏡めがねを外して、ぺろりと舌を見せる。その後ろから、サングラスをかけた件くだんの少女。彼女はバツが悪いのか、柳斗たちの方を見ないようにしていたが、視線に耐えきれなくなったのか、スッとサングラスを外すと、

「偶然ね！　私もまさか、こんなとこで会うとは思わなかったわ」

「……」

　無反応の柳斗に未央はぐぅっと唸うなり声をあげた。それから、彼女はうなだれて、

「……ごめん。私、本当に悪わる気ぎはなかったのよ。こんな騒ぎになるなんて思わなかったし」

「別にいいよ。入れ替えたのを見たってのは、嘘うそだったんだろ？」

「う、うん……。フィーナのペンギンが動いてるような……気がしたから。それに……」

　未央は、かぐやの背に隠れるようにして言った。そして、頬ほおを染めながら、

「陽ひ崎ざき君が、フィーナと一緒にいるのを見たら、からかいたくなっちゃったのよ」

　からかうって……。未央のやつ、またオレのことバカにしてるのか？　柳斗はものすごく嫌そうな顔をした。それを見た未央の目つきが険けわしくなってゆく。なんで怒るんだ？

　と、隣にいるフィーナが、ぎゅっと手を組み合わせて柳斗を見つめ──、

「リュートさんって、すごいんですね。喧けん嘩かが強いなんて、知りませんでした！」

　最上級の微笑ほほえみ。柳斗は一瞬どきりとして……次の瞬間、未央の刺すような視線に気付きびくっとして我に返った。そうだ。元はと言えばお前が原因なんだぞ。

　そろそろ一度、がつんと怒るべきかもしれない。

　……でも。

　柳斗は自らの拳こぶしを見つめた。運動のせいで、熱く、真っ赤に染まった手のひら。それを見ていると、彼女を叱しかることができなかった。散々迷惑をかけられたというのに。

　──オメー。笑ってたぜ。

　さっきの、坂巻の言葉が頭の中をよぎる。

　確かに、笑っていたかもしれない。逃げている時は、頭が真っ白だった。音も消えた。鼓こ動どうだけが聞こえていた。ステップと同じ速度で脈打つ、メトロノーム。

　バネみたいになった身体からだで向かいくる敵を倒し、館内を出て、波の音を聞いた。吹きつける潮風に、自分の身体がどれだけ熱くなっていたかを知った。

　あの時、夢みたいに浮かれた身体からだで、オレは……確かに楽しいと感じていた。

　楽しい？　こんなことが？

「……」

　柳りゆう斗とは辛つらそうに目を瞑つむった。

「いい加減にしてくれよな……本当に」

　誰だれにも聞こえないくらい小さな声で呟つぶやく。再び目を開けると、フィーナが柳斗の顔を覗のぞき込んでいた。返答がないのを不ふ審しんに思ったらしい。

　しかし、柳斗は何も応こたえることなく、かぐやたちに向かってフィーナの身体をどんと押しやると、「こいつ、連れて帰ってくれ」

　自身は二人から背を向ける。

「るとくんは？」

　フィーナの身体に抱きついて、かぐやが言った。

　柳斗の肩が一瞬だけ揺れる。けれど、彼は微笑を浮かべながら、

「……夕飯の買い出ししてから帰るよ」

　柳斗はそう言うと、走り始めた。逃げるような走りだと、自分でも思った。



　柳斗は家の近くにある公園の前にいた。

　小さな公園で、遊具はといえば砂場とライオンのかたちをした石像しかない。少し離れた場所に、もっと大きな公園があるせいか、随分と廃すたれてしまっていて、今ではほとんど誰も足を踏み入れることはなかった。

　汚れて、ほとんど見えなくなっている『らいおんこうえん』と刻まれた石柱を通り抜け、中に入ると、柳斗はライオンの石像に腰を下ろした。

　傍かたわらに、スーパーのビニール袋を置く。

　逃れるための口実に過ぎなかったが、しっかり買い物を済ませてきてしまうあたり自分も相当情けない。いや、決して買い物が嫌いではないのだが。

　──どうして能力を隠す？

「それは、お前らのせいだよ……！」

　柳斗は石像に拳こぶしを打ちつけた。ずっと、坂さか巻まきの言葉が頭に響いていた。

　──怖いから。

　そう、自分は答えた。それは間違いじゃない。ずっと、怖いと感じている。今だって。

　でも、何かが違う。少なくとも、痛みを恐れてるわけじゃない。自分は……。

『お姉ちゃんに似て、すごいね』

　ふいに耳元で声が響いた。柳斗はハッと顔を上げて、辺りを見回す。誰もいない。柳斗は頭を振り払った。これは、現実の声ではない。

　気付いたからといって、頭の中の囁ささやきは止まらなかった。

『どれも、姉ちゃんたちほどじゃないな』

『中途半端だよね』

『弟君は、平凡だから』

　どれも、過去に実際に聞いた言葉だった。面と向かって言われたりはしない。でも、みんな陰ではそう言っていた。言わなくても、目が語っていた。

　どんなに頑張っても、成果を出しても。

　誰だれも、柳りゆう斗とを見ない。

　その後ろにいる麻ま理り姉やかぐやを見て、そうしてじきに失望するのだ。期待外れだと。求めた結果と違ったと。

　麻理は強きよう靭じんな肉体を持っていた。

　かぐやは、とろい代わりに天才的な頭脳を持っていた。

　でも、自分は皆が期待するような『特別』なんて、持っていなかった……！

　柳斗は石像に叩たたきつけた拳こぶしを、ゆっくりと開いた。ひどく汗ばんでいた。それを見て、柳斗は苦笑を漏らした。

　考えないようにしてたのに……ちょっと、『自分』を出せばこれだ。

　いつからだろうか。柳斗が自分を隠すようになったのは。

　必死で、何もできない情けない少年になろうとしたのは。

　二人の姉に決定的に欠けていた『常識』を補うために、柳斗は敢あえて平凡になった。皮肉にもそうすることが、一番、彼を個性的に見せる方法だったからだ。

　中途半端に頑張って、期待外れだと罵ば倒とうされるよりも、最初から別の人種だと思わせる方が遥はるかに気が楽だった。──なのに。

　ワクワクしていた。

　走って逃げたり、闘ったり。常識外れもいいところだ。

　それを、不覚にも楽しいと感じてしまった。そんな風に思ってはいけないのに。

　これからも、きっとこんなことがある。自分はきっと、楽しさから抜けられなくなる。それが……どうしようもなく怖かった。

　──リュートさん、すごいです。

　あの時のフィーナの笑顔が、何な故ぜか今になって目の前をちらつく。

　たぶん、そう言った時の彼女が、この世界を……柳斗を見ていたからだ。

　初めて、彼女がここにいると思った。

　普段ならみんなを遠くに感じる要因でしかなかった柳斗の『自由』。それが、遠い場所にいたフィーナを近くに引き寄せた。

　怖い。柳斗は額ひたいを覆った。こんなことなら、ずっと遠い場所にいてくれたらよかったのに。──いいや。

　柳斗はぶんぶんと頭を振った。汗でびしょ濡ぬれになった頭を拭ぬぐって、顔を上げる。そして、すぅっと息を吸い込んだ。

　お前はそんなに単純だったのか。違うだろ。

　きっとこれは気のせいだ。平凡なお前なら、もっとたくさんの人が認めてくれる。こっちはたったの一人だぞ。しかも、変な女だ。

　それなのに、どうして嬉うれしく思えるんだ。

「ばっかばかしい……」

　柳りゆう斗とはボソリと呟つぶやいた。自分自身に言い聞かせるように。

　実際、その声は静かな公園にはよく響いた。電線に停とまっているカラスが呼応するように物悲しい鳴き声をあげた。

　帰ろう。柳斗は立ち上がった。本当にバカバカしくなってきた。

　冷静に考えたら、フィーナのために頑張ろうなんて、どうかしている。ちょうど、頑張る理由が欲しかっただけにしてもだ。どうせ、すぐに嫌になって投げ出すだろうに。

　柳斗は自じ嘲ちよう気味に笑った。買い物袋を持って、肩に下げる。

　汗に濡ぬれたシャツにビニールの袋が触れ、冷たさにぞくりとする。そろそろ、半はん袖そででは寒い時刻になってきたようだ。

「リュートさん」

　ふいに、声が聞こえた。また幻聴だろうか。いや、これは……

「フィーナ？」

　柳斗は、何な故ぜか目の前に立っている少女に向かって名前を呼んだ。

「なかなか帰って来ないから、クモック伯はく爵しやくにどこにいるのか調べてもらったんです。近かったから、歩いてきました」

「なんで……」

　近かったら、ただ帰るのを待てばいいじゃないか。そう言おうとした柳斗に、フィーナが言った。

「リュートさんが、泣きそうだって。かぐやさんが言ってました」

「泣いてないよ。残念ながらね」

　柳斗は公園を出ようと歩き始めた。すると、フィーナがその背に向かって、

「私、今日みたいなリュートさんの方が、断然好きです」

　柳斗はピタリと足を止めた。かぐやが、また何か余計なことを言ったか。柳斗は苦笑を浮かべ、呟く。

「お前に好かれてもなぁ……」

　その言葉が聞こえたのか聞こえなかったのか、フィーナはぶんぶんと頭を振って、

「リュートさんって、いつもは止めるばっかりで、自分からは動かないんですもん。だから、リュートさんはもっと自由になるべきです。そっちの方が、ずっと楽しそうです」

　フィーナはにこりと笑った。人の気も知らないで、簡単そうに言ってくれる。

「楽しくないかもしれないだろ」

　柳りゆう斗とは感情を込めまいと、そっけなく返事をした。フィーナは柳斗の目の前まで歩いてきて、「やる前からそう決めつけるのは、よくありません。リュートさんは、踏み込めないだけですよ」

　やっぱり、にっこりと笑う。

　かもしれないんじゃなくて、分かってるんだ。楽しくなんかないって。

　柳斗はそう言い返したかったが、余計な詮せん索さくをされるのが嫌で黙っていた。

　その沈黙を、肯定と受け取ったのだろうか、フィーナはぐっと拳こぶしをあげると、

「そうです！　一歩踏み込んでみましょう。そうすれば、きっとリュートさんなら何でもできますよ」

「できないよ」

「できます！」

　即そく答とうする柳斗に、フィーナは顔を赤くして言い返した。そういや、何でこいつ、こんなに突っかかってくるんだろう。オレは、フィーナにとっちゃ所しよ詮せんいない人間なのに……。

　訝いぶかしむ柳斗に、フィーナは、ふいに声の調子を落として、

「リュートさんは……〈現実〉を思い出させて、嫌です」

　小さく、呟つぶやいた。

「何もできない。やったって無駄。傷つくぐらいなら、何もしない方がいい。そう思ってるうちに、私の『本当』は消えてしまった……」

　俯うつむいて、震える声で話すフィーナ。彼女は顔を上げると柳斗を見つめ、

「リュートさんの『本当』は、どれなんですか？」

「……」

「それが、『本当』なんですか？　できないって決めつけて、何もやらない。それがリュートさんの『本当』なんですか？」

「そうだよ……だからほっといてくれ」

　フィーナの言いたいことは、痛いほどによくわかった。

　でも、だからといってどうすることもできなかった。

　理想の自分と、現実の自分。

　どっちだって、本当の自分だ。それを、嫌だと思っても、無意識に解放を願っていても……望んでやっていることだ。なら、それでいいじゃないか。

　しかし、フィーナはかぶりを振って、

「嘘うそです。リュートさんは、もっとすごい人です。踏み込んだら、大抵のことはできるはずです」

　フィーナは、一歩、足を踏み出した。

　そして、そのまま柳斗の肩を掴つかむと、背伸びをして──柳斗の頬ほおに口をつけた。

　……。

　一瞬の出来事だった。柳りゆう斗とは最初、何が起きたのか分からず、口を離したフィーナと視線が合って初めて、状況を理解して、さらに固まった。

　そんな柳斗にフィーナは一言。

「ほら、こんなふうに」

「……っ！」

　いたずらっぽく笑うフィーナに、柳斗は口をパクパクさせた。文句は山ほどあるのに、どうしてだか、声が出てこない。

　フィーナはくすっと微笑ほほえんで、柳斗を見つめた。

「頑張ってみましょう。私だって、いろんなことができたんです。今まで、怖くてできなかったことが、今なら何だってできるような気がする……。魔法はないけど、やっぱりここは、魔法の世界なんです」

　魔法の世界。

　その言葉を口にしたフィーナは、とろけそうなほどの微笑みを浮かべている。

　しかし、柳斗の心は痛んだ。

　ゲームの中だから、何だってできる。だから、柳斗も頑張って欲しい。

　結局のところ、フィーナは過去の自分を見つめるのが嫌なのだ。

　だから、柳斗を頑張らせたい。成功させて、嫌な過去を払ふつ拭しよくしたい。

　柳斗のことを考えているわけじゃない。柳斗のことが、好きだからじゃなくて……。



    

  
    
      



    

  
    
      　って、何考えてんだ、オレは！

　ぶんぶんと頭を振る柳りゆう斗とに、フィーナはいつの間にか涼しい顔に戻ると、

「じゃ、帰りましょうか」

　フィーナは柳斗の手を引っ張って歩き始めた。

　すぐに払いのけたものの、二人は並んで歩くことになった。

　ちらり、とフィーナを見やる。やっぱり、平然としている。

　頬ほおや、耳の端がほんのり赤い気がするが、気のせいだろう。

　フィーナが柳斗を見た。目が合う。柳斗は気まずくなって視線をそらした。ふと、フィーナの持っているトートバッグに目がいく。ふわふわの塊かたまりが覗のぞいている。

　もしかして、クモック伯はく爵しやく？　いや、こんなに小さかっただろうか。

「それ、クモック伯爵だよな」

「ええ、そうですよ」

　フィーナは頷うなずいた。やっぱりクモック伯爵らしい。でも、何か違和感がある。

　確か、柳斗のところに来た時は、フィーナに抱きかかえられていたはずだ。なのに、今の伯爵はといえば、手のひらを広げたくらいの大きさしかないのである。

　柳斗は首を傾かしげた。

「ちょっと、小さくなってないか？」

「そういえば、そうですね。どうしてですか？」

　同じように首を傾げ、フィーナはクモック伯爵に問いかけた。すると、クモック伯爵はぴょこんとバッグから顔を出した。やっぱり小さい。

「ふぉっふぉっふぉ。よくぞ気付かれました。それはですな、いつでもお嬢様の近くにいるためですぞ。この世界においては、小さい方が便利でかわいいと、かぐや様のアドバイスを受けた次第でございましてな」

「あ、そう」

　ふんぞり返って言う伯爵に、柳斗は半眼で返事をした。気のせいじゃないと分かっただけでもいいか。それが、すごーく下らない内容だったとしても。

「うわぁ。そうだったんですか。そうですね、そっちの方がかわいいです！」

　フィーナが、目をきらきらさせている。

　四六時中一緒にいて、今いま頃ごろ気付いたのかよ。と思わないでもないが、とりあえず黙っておく。いい感じで雰囲気が変わったことだし。

　楽しそうな、フィーナとクモック伯爵。そんな二人（？）を眺めながら、会話から取り残された柳斗は、一人でずっと考えていた。

　──きっとリュートさんなら何でもできますよ。

　さっきの、フィーナの言葉。何の根拠もない、いい加減な励まし。なのに、それが頭から離れない。じんわりと、心に響く。

　柳斗は、フィーナの横顔を見つめた。

　何でもいい。何か……一生懸命になれるものがあるのなら……。今度は頑張ってみてもいいかもしれない。

　不思議と、そう思った。



    

  
    
      第五章　魔法でできた、魔法のない世界



    

  
    
      


　あの日から一日挟んで、今日は月曜日である。授業も終わって校門を出る柳りゆう斗とに、突然かぐやが後ろからタックルをかけてきた。

「るっとくーん！」

「うわっ！」

　思いがけない攻撃に、柳斗はげほげほと咳せき込んだ。かぐやだけの体重ならまだしも、勢いも、鞄かばんの重量も借りているのである。かなり痛い。

「どーしたのさ。かぐちゃん」

　背中をさすりながら振り向く柳斗に、かぐやはしれっとして、

「んー。べっつにー。それより、今日はかぐちゃん用事があるからさ。るとくんと一緒に帰ってあげらんないの。ごめんね」

「あっそう。いってらっしゃい」

　柳斗はしっしっと追い払うように手を振った。と、

　ボスン！

　柳斗のみぞおちに通学鞄が叩たたきつけられた。背を反っていた柳斗は鈍どん痛つうに腰を折ると、

「ゲホッ……何すんだよ！」

　身体からだを丸くして怒鳴った。目にはちょっと涙すら浮かんでいる。ホントに痛かったのだ。

　しかし、かぐやは全くいたわる気配を見せずに、逆にニコッと微笑ほほえむと、

「あははっ。まった後でねー」

　ぶんぶん手を振りながら、どこかへと走っていった。

「……ふん。夕食抜いちゃろか」

　そうぼやいてから、柳斗は息をついた。まあ、理由は何であれかぐやはしばらく帰ってこないようだし、今日は買い物に行かなくてもいい日だから、独り家でゴロゴロできるってわけだ。柳斗の口元が僅わずかに緩ゆるむ。と、

「リュートさーん、一緒に帰りましょ───！」

　タタタッとフィーナが駆け寄ってきた。

　なんだ、フィーナはいるのか。柳斗は嘆たん息そくした。放課後すぐに教室を出て行ったから、絶対何か用事があるんだと思ったのだが……。

「まあ、いいけど。……今日は一人で帰れると思ったのにな」

　がっかりする柳斗に、フィーナは肩で息をしながら、

「そうはいきません。せっかく、かぐやさんにクモック伯はく爵しやくを預けてきたのに」

「は？　なんで？」

　柳斗は首を捻ひねった。かぐやに預けるのはいいが、何が「せっかく」なのだろう。するとフィーナは微笑んで、

「一緒に遊ぶんだって、言ってました」

「ふーん」

　微妙に求めたのと違う答えが返ってきたが、とりあえず柳斗は頷うなずいた。

「かぐちゃんとクモック伯はく爵しやくは、何をして遊ぶって言ってたんだ？」

「たぶん何もしないと思います」

「何もしないって、どうして分かるんだ？」

　あっさり答えるフィーナに、柳りゆう斗とは首を傾かしげた。すると、

「それは……やっぱり分からないです」

　フィーナは消え入りそうな声で言うと、俯うつむいてしまった。なかなかに訳が分からない。

　柳斗は怪け訝げんそうにフィーナを見やった。胸ポケットに、先日ただで貰もらったピンバッヂが引っついているのが目に留とまる。こんなダサいの、よく身につける気になるよなぁ。

　空を仰あおぐ。大きな、クモック伯爵に似た雲が流れている。いや、雲型なんだから当たり前っちゃあ当たり前なんだけどさ。

「魔法を使って、悪わる巧だくみとかしないだろうな……」

　柳斗は雲を眺めながらぼそりと呟つぶやいた。そういや、用事があるって言ってたし。

　フィーナは目を見開いた。

「！」

「……考えなかったのか？」

　口を押さえて驚くフィーナに、柳斗は呆あきれ気味に言った。フィーナはこくこくと頷うなずき、

「だって、かぐやさんは預かってくれるだけって……！」

「まあ、フィーナだって散々魔法使ってるんだし。別にいいんじゃないのか」

　柳斗は笑いながら言った。しかし、フィーナは表情を曇くもらせると、ぐいと柳斗の腕を引っ張った。そして、急せいた様子で叫ぶ。

「早くクモック伯爵を返してもらわないと！」

「えっ？　どうしてだよ」

　柳斗はめんどくさそうに言った。事件が起きるのは構わないが、巻き込まれるのだけはまっぴらごめんである。わざわざ捜すなんて、勘弁願いたかった。

　だが、フィーナはそわそわとした様子で、

「伯爵の魔法には制限があるんです。魔法を使い切ったら、強制リセットでゲームオーバーなんです」

「ゲームオーバーっていうと……元の世界に帰るってことだよな？」

「はい。だから……」

　ぎゅっと、胸を押さえるフィーナ。どうやら、嘘うそを言ってるわけではないらしい。

　しかし面倒くさいことに変わりはなかった。柳斗はスタスタと歩きながら、

「そっか。でも、帰るのが一日二日早くなるくらい別にいいんじゃないか？　今までだって、かなりどーでもいいことにポンポン使ってたんだしさ」

　かなり適当な返事をする。少し意地悪かもしれないが、本当のことだ。今さら慌てているのを見ても説得力がないというものである。

「今までは……！」

　フィーナは柳りゆう斗との後を追いかけながら、小さく叫んだ。

「今までは、つまらない時間をたくさん過ごしても、仕方ないって思ってて……。だから、面白そうなことにはたくさん使って、さっさと使い切っちゃおうって……」

「じゃあ、今は違うのか？」

　ふと口を挟んだ柳斗に、フィーナは黙りこくってしまった。何かマズいことでも言ったのだろうか。訝いぶかしがる柳斗だったが直接聞くのはためらわれて、そのまま歩を進めた。

　と、フィーナが突然柳斗の手に、手のひらを重ねた。それも、両手ともだ。

「何の前触れもなくさよならなんて、私は嫌です」

　フィーナは潤うるんだ目を向けてきた。柳斗はぎょっとして立ち止まった。手の甲に当たるフィーナの手のひらは、熱いくらいに熱を帯おびている。な、何？　どういうこと？

　ドギマギする柳斗に、フィーナはパッと手を離した。右腕を乱暴に掴つかむ。

「へっ？」

　柳斗が首を傾かしげる……間もなかった。

「だから。さあ！　早く行きましょう！」

　フィーナは柳斗の腕をぐいぐいと引っ張って走り始めた。

「行くって……どこに!?」

「コーキさんのところです」

「えっ……それって、やっぱりかぐちゃん……！」

　柳斗の脳裏に先日の二人が浮かぶ。随分いい雰囲気だったけど……やっぱりそういう関係なのかっ……!?

「はい。コーキさんをゲストキャラかどうか試すって！　もう一度クモック伯はく爵しやくを見せて反応を見るって言ってたんです。だから、まずはそこに……！」

「あ。そう」

　落らく胆たんする柳斗。しかし、すぐに思い直した。ゲストキャラってのは照れ隠しかもしれないし、もしこれがかぐやの弱点だとしたら……ちょっとは自分の立場も向上するってものだ。何にせよ、確かめておく価値はある！

　柳斗はフィーナの手を払って自分の意志で走り始めた。坂を下り、角を曲がって……

　ドン。

　通りかかった二人連れに、先陣を切って走っていたフィーナが思いっきりぶつかる。柳斗はギリギリ踏みとどまって無事だったが。

「いったーい。痛いです」

　小さな鼻を押さえて叫ぶフィーナに代わって、柳斗は頭を下げる。

「あの、すみませ……」

「あ───────────！」

　叫んだのは、ぶつかった相手だった。

　見たところ、柳斗たちと同い年くらいか。坊主頭の少年と、青カビみたいな頭をした少年だ。二人とも、目を見開いて柳りゆう斗とたちを凝視している。もちろん、柳斗は全く知らない顔だ。何なのだろう。

「お前は……陽ひ崎ざき柳斗!?」

　坊主頭の少年が叫ぶ。げっ。何でオレの名前を知ってるんだ。また麻ま理り姉関係かッ!?

　面倒は避けたいので、柳斗は首を振った。

「ソンナマサカ。ヒトチガイデス」

　目を死んだ魚のように真っ平らにして答える柳斗。しかし、少年たちは全く聞いていない様子だった。二人の少年は顔を見合わせると、「ってことは、この女──ゲッ！　金髪の外人!?」

　口を押さえて叫んだ。いや、オレの前に気付けよ。こいつの方が目立つんだしさ。だいたい、フィーナはどっちかっていうと銀髪だと思うぞ。

　だが、二人は柳斗のしらけっぷりには気付かずに、何やら会話を続けている。

　柳斗はフィーナの腕を掴つかんでこっそりとその場を離れることにした。

　かぐちゃんを捜さなきゃいけないというのに、こんな奴やつらにかかずらっている暇はない。さっさと逃げるに限る。

　都合のいいことに、少年たちは柳斗たちの動きには全く気付いていない。フィーナも黙っている。よーし。抜き足差し足っと……

　その時だった。坊主頭の少年が叫んだのだ。

「じゃあ、さっきの女は何だったんだよ！」

　ぴたり。柳斗は足を止めた。目を鋭く尖とがらせて、耳をそばだてる。

　オレの顔と名前を知っている、明らかに不良っぽい外見の少年。

　そして、フィーナを見た時の驚き。

　こいつらは何だ？　『さっき』っていうのはどういうことだ……？

「だから、俺おれは違うんじゃないかって言ったんだよ」

「嘘うそつけ！　お前だって間違いねーって言ってただろ」

　柳斗の焦しよう燥そうをよそに少年たちは掴み合いの喧けん嘩かを始めた。逃げるには絶好のチャンスだ。しかし、柳斗は逆に歩み寄ると、両者の肩をがしっと掴んだ。

「何だよこの野郎……って！」

　口を大きく開いたままで、少年たちは固まってしまった。恐怖しているようである。

　ったく、どんな噂うわさを聞いてるんだ。オレが麻理姉の拳こぶしの真の後継者とか？　ただ、こっちに何かしらしようって感じではなかったので、柳斗は素直に質問をぶつけてみた。

「オレ、聞きたいことあるんだよね」

　ニカッと笑みを浮かべる。できるだけ紳士に。紳士に。あんまり怖がらせてもかわいそうだ。少年たちは真っ青な顔をして、こくこくと首を縦に振った。うん、話せば分かるってやつだな。こいつらも、結構いい奴なのかもしれない。

「さっきの、って何なのかな？」

　微笑を浮かべながら、柳りゆう斗とは首を傾かしげた。少年たちの肩が、びくりと震える。手を置いていたから、柳斗はそれに素す早ばやく気付いた。

「答えてくれるよね？」

　互いに目配せをし合う少年たちに、柳斗が尋ねた。すると青カビ頭の少年が頬ほおをピクピクと引きつらせて、

「い、いやー。陽ひ崎ざきの兄貴には関係のない話っすよ」

「誰だれが誰の兄貴ってんだ」

「ひいぃ！」

　襟えり首くびを掴つかんですごむ柳斗に、青カビ頭の少年が悲鳴をあげた。柳斗はハッとなって、

「あっ。ごめん、さっきのなしなし！　教えて欲しいな。オレ」

　にこにことスマイルを張りつかせる。これの効果は水族館の件で実証済みだし。きっとごまかされてくれるはずだ。きっと。

　すると、早くもスマイル効果が出たようで、少年たちは我われ先さきにと声をあげた。

「ほ、本当に関係のない話なんですよ！　オレたちの先輩が、ちょっと陽崎さんの彼女さんに用があってさ。金髪の美人だっていうんで……」

「彼女じゃない！」

「美人だなんて……恥ずかしいです！」

　柳斗の細かい突っ込みと頬を赤らめるフィーナの平手打ちが、少年たちを襲う。しかし、二人の少年はめげることなく会話を続けた。

「陽崎さんと校門のところで話してる女を見て、オレら、てっきりその女だと思ったんですよ。で、まあ……丁重に同行を頼んで、オッケーしてくれたんで他ほかの仲間呼んで連れてってもらって……」

　だから、関係なかったでしょ？　そう言わんばかりの二人の微笑ほほえみ。

　しかし、柳斗の顔は反対に曇くもっていった。校門のところで話してた女……そんなの、フィーナの他には一人しか思い当たる奴やつはいないぞ！

「その女の特徴は！」

　怒気をはらんだ柳斗の言葉に坊主頭の少年が仰のけ反ぞりながら、

「いや、だから金髪……いや、ちょっと茶色っぽかったかな。で、制服着てないと小学生か！　みたいなちっさな……」

　柳斗は、肩に置いていた手を離すと、トンと少年たちの身体からだを突き放した。

　かぐやだ。関係ないどころか、思いっきり関係あるじゃねーか！

　眉間に皺をつくりながら、柳斗は思考を巡らせた。フィーナに用のあるような不良……こいつも一人しか思いつかない。

「分かった。お前らの先輩ってのは、坂さか巻まきだな……」

　柳斗はふうとため息まじりに言った。坂巻ならかぐやを悪いようにはしないだろう。

　と、坊主頭の少年が突っ込むように、

「いや、今回は鈴すず原はらさんで……って！」

　言ってから、少年は慌てて口を押さえる。しかし、柳りゆう斗とは聞き逃しはしなかった。

「何、鈴原？」

　鈴原といえば、いつも坂さか巻まきの隣にいた、あの赤い髪の少年の名前だ。

　あいつも確かにいい人っぽかったが……柳斗の見たところでは、フィーナに相当腹を立てていたようだった。絶対にいい用事であるハズがない。ついでに、鈴原がかぐやを無事に帰すかどうかも自信がなかった。

　柳斗は少年たちから詳しい話を聞こうとした。……が、いつの間にか後ずさって距離を開けていた少年たちは、柳斗の視線に気付くと、脱だつ兎とのごとく走り出した。

「あっ！　待て！　その女はどこに連れてかれたんだ!?」

「だ、誰だれが言うか！　ただでさえリンチ喰くらうかもしんねーんだぞ！　お前に場所教えたなんてバレたら即死刑だっつーの！」

　坊主頭の少年が、さっきからは想像もつかないほど尊大な態度で言い放った。

「あの女も、今いま頃ごろすごいことになってるだろうな！　鈴原さん、自分は面が割れてるからって、処分はオレらに任せたんだからな」

　同じように、青カビ頭の少年も叫ぶ。何？　ということは、そこに鈴原たちはいない？　それじゃあ、誰もかぐやが人違いだって、分からないじゃないか。

　柳斗は初めて焦りを覚えた。一刻も早く、かぐやの居場所を聞き出さなければ。

　しかし、少年たちとの距離は開くばかりだ。追いかけるのが遅すぎた。逃げられたら……手がかりがなくなる……！

　その時だった。

　前方の角から、急に自転車が現れたのだ。

　急ブレーキをかけて止まる自転車と同時に、少年たちの足が一瞬止まる。

　その瞬間を柳斗は見逃さなかった。直線道路を駆け抜けてきただけあって、助走は十分。

　柳斗は文字通り宙に浮いた。

　伸ばされた足が、身体からだが、槍やりのように一つの曲線を描く。

「いっけ────────────────！」

『うわあああああああああああ──────！』

　少年たちの絶叫がこだまする。しかしそれは長くは続かなかった。

　柳斗の攻撃が放たれたのだ。坊主頭の少年には蹴けりが、そして、着地を決めるその身体で青カビ頭の少年には拳こぶしが、それぞれ仲良く叩たたき込まれた。

　一方、自転車に乗っていた人物は、柳斗と倒れ伏す少年たちを交互に見やり、

「柳斗……くん？」

　呆ぼう然ぜんと、声を上げる。神か田ど山やま光こう輝きだった。

「ぐ……偶然だね。こう兄ちゃん」

　柳斗は、ちょっと気まずそうに頭をかいて、曖あい昧まいな笑みを浮かべてみせた。



　二人の少年から聞いた話によると、かぐやは町外れの廃工場に連れて行かれたらしかった。ただ……何とか場所を聞き出したのはいいが、すぐに二人とも気を失ってしまって……。強く殴なぐりすぎたのかもしれない。

　光こう輝きの視線にいたたまれなくなりつつも、柳りゆう斗とは人目を避けるために二人を路地裏に引っ張り込んだ。一応、事情は説明してあるのだが、やはりきまりが悪い。

　だが、今はそんなことを気にしている場合ではない。さて、どうするか……。

　二人の話を総合すると、かぐやは今いま頃ごろ相当ひどい目に遭わされているらしい。

　もう手遅れになっているかもしれない。けど、早く助けに行かないと……。

　と、横でフィーナがぼそりと呟つぶやいた。

「私のせいだ……私の……」

　ようやく状況が飲み込めたのだろうか。その声はいつになく弱々しかった。

　柳斗は大きく息をついて、フィーナの方を見た。あえて、笑顔を浮かべて。

「心配すんな。きっと大丈夫だ。かぐちゃんには、クモック伯はく爵しやくもついてるんだろ？　だったら、大丈夫だよ。きっと」

　そう、大丈夫。かぐちゃんのことだ。もしかしたら、もう家に帰っていて、素知らぬ顔で柳斗たちを待ち構えている可能性だってある。

　自分に言い聞かせるように笑う柳斗に、フィーナはこくりと頷うなずいて、

「そう……ですね。でも、でも……」

　胸に手を当てて、呟く。

「それなら、どうして私は消えていないの……？」

「それは……」

　答えようとした柳斗の言葉を遮さえぎって、フィーナは小さく叫んだ。

「もう、魔法を使ったの？　なら、私は消えている。あと一度が限界だと、クモック伯爵は言ってたもの。でも、私はいる。だとしたら、かぐやさんはもう……」

　泣きそうな顔で、フィーナは柳斗を見つめる。なんでそんなことを言うんだ。いつもはオレが呆あきれるくらいのプラス思考じゃないか。どうして、不安を煽あおるんだよ。

　柳斗は慰めようとして……できなかった。

　かぐやが無事だなんていうのは、所しよ詮せんは希望的な憶おく測そくに過ぎない。それに、救いに行ったとしても……相手はかぐやを人質として扱うだろう。拘こう束そくされていないにしたって、かぐやに戦闘能力は期待できない。自分は何ができるだろう。相手がたくさんでは、麻ま理りのように力ちから技わざは使えない。それだけ、かぐやが危険にさらされる。気が済むまで殴らせて……そうすれば、かぐやが戻ってくるだろうか。それでも返してくれなかったら……。

「リュートさん……」

　フィーナは、柳斗の腕をぎゅっと掴つかんだ。その手のひらは震えている。だが、彼女は強い目をして、

「助けに、行きましょう」

「……当たり前だよ」

　柳りゆう斗とは力なく、それでもかたちだけは笑みを浮かべた。逃げ道を塞ふさぐ、フィーナの言葉に。そうだ。自分が痛い目に遭うのが嫌だとか、そんなことを考えている場合じゃない。

　静かに決意する柳斗に、しかしフィーナは別の言葉を口にした。

「行って、かぐやさんは人違いだと教えるんです。私が、目的の女だと。そうすれば、かぐやさんは解放されるはずです。もとは、私があの人たちを怒らせたのが原因なんでしょう？」

「な……」

　柳斗は声をあげた。それはつまり……。

　柳斗の考えを肯定するように、フィーナは告げる。

「私を差し出して、その隙すきにリュートさんはかぐやさんを連れて逃げて下さい」

「……そんなの、できるわけないだろ!?」

　柳斗は叫んだ。バカにもほどがある。かぐやはフィーナと間違われて連れ去られた。けど、だからってフィーナが自ら出て行くことなんてないはずだ。

　しかし、フィーナは首を振り、一転明るい表情を浮かべると、

「大丈夫です。いざとなったら、死ねばいいんです。そうすれば、私は〈現実〉に帰ることができます。どうせ私はもうすぐ消えます。だったら、かぐやさんを助けてから帰りたいんです。これは、私にしかできないことですから」

　柔らかな微笑ほほえみを浮かべる。現実感ゼロの、いつもの微笑み。だけど……その肩が、少し震えて揺らいでいる。

　それを見た瞬間、柳斗は叫んでいた。

「……じゃあ、どうして、ゲームのキャラのためにそこまでするんだよ」

　フィーナの言う通り、ここが虚構の世界だとしたら……。その中の人間がどうなったって、〈現実〉には関係ないことではないか。それを、どうして、怖いという感情を押し殺してまで、行こうとするのか……。

「オレたちは、いないんだろ!?」

　いまだ、握りしめられていた、フィーナの手のひらを払いのけ、距離を取って睨にらみつける。しかし、フィーナは笑みを崩さずに、

「います。ここに」

　静かに、柳斗の胸に手を当てた。

「ここがゲームだとしても、リュートさんは、います」

　フィーナの手のひらは温かかった。柳斗は、胸の鼓こ動どうが速くなるのを感じていた。きっと、フィーナにも伝わっているだろう。フィーナの手のひらが、同じ速度で震えている。

「だから、行かせて下さい」

　フィーナは柳りゆう斗とをまっすぐに見つめ、言った。

　卑ひき怯ようだった。今まで「ゲームだから」と逃げていたくせに。

　初めて、この世界と向き合って、そして、かぐやを助けたいと言う。

　この世界が大切だから。自分のしたことの責任を取りたいから。

　これじゃあ、断れない。けど……。

　──オレはそれでいいのか？

　疑問が頭をかすめる。確かに、フィーナを囮おとり──捨て駒ごまにすれば、柳斗たちが無事に帰ることができる確率は高くなる。フィーナだって、本当に死ぬわけじゃない。

　なのに、行かせたくなかった。

　フィーナの身体からだが、本当の身体じゃないとしても。

　その温ぬくもりは本当だった。

　それを……その温もりを、こんなかたちで奪うなんて、耐えられない。けど……。

「──ダメだよ」

　そう言ったのは、光こう輝きだった。

　柳斗は慌ててフィーナの手を払った。そういや、ずっと見られてたんだ。恥ずかしい……！　慌てる柳斗に、しかし光輝は気付かないそぶりで、

「死ねばいいなんて、軽々しく言っちゃ駄目だよ」

　穏やかに、諭さとすように言う。その声はあくまでも優しげだった。まだ、フィーナをただの留学生だと思っているのだろう。フィーナは首を振った。

「コーキさん。私、あの……本当はこの世界の人間ではないんです。〈現実〉の……とにかく、この世界で死ぬことはないんです」

「どうして、そう言い切れるんだい？」

　光輝は眼鏡めがねの奥で、眉まゆをひそめた。全く、信用していない様子だった。

　フィーナはもどかしそうに光輝を見つめる。

「この世界は、私にとっては長い夢なんです。現実じゃありません。だから……」

「夢じゃない。現実だよ」

「違うんです。私は……！」

　頭かぶりを振る光輝に、フィーナは首を振って……。

　しかし。

「違わないよ」

　光輝はさらにかぶりを振ると、フィーナの頭をそっとなでた。

　優しく、愛いとおしいものを見つめるように微笑ほほえみ、

「彼も、そう言ってる」

　ふいに光輝は、懐ふところから小さな塊かたまりを取り出した。白い、ふわっとした……あれは！

「クモック伯はく爵しやく！」

　フィーナが叫ぶ。それは、確かにクモック伯爵だった。

　フィーナは光こう輝きからクモック伯はく爵しやくを奪い取ると、

「クモック伯爵。どうしてここに……。かぐやさんは……無事なんですか？」

　クモック伯爵は、小さな身体からだを大きく横に振った。それの表す意味は、

　──否定。

「そんな……」

　フィーナは声をあげた。

「どうして……魔法は残っているのに、どうして助けなかったんですか？」

「それは……」

　クモック伯爵はそこで初めて口を開いたが、結局は押し黙ってしまった。

　そんな伯爵に、フィーナはきゅっと唇を噛かんで、

「私を……庇かばったのですね……」

　小さく、呟つぶやく。確認するように。クモック伯爵はまたも身体を振って否定したが、フィーナはその返答を受け入れなかった。

「そんなの、嫌です。誰だれかを犠ぎ牲せいにするくらいなら、私は消えてよかった……！　もう、リュートさんに会えなくなるとしても、私は……！」

　フィーナは叫ぶと、ふいに声のトーンを落として、

「今すぐ、魔法でかぐやさんを助けて下さい。私は、どうなっても構いませんから」

「しかし……」



    

  
    
      



    

  
    
      「早く！」

　フィーナは叫ぶ。しかし、

「ダメだよ。クモック伯はく爵しやくはもう、魔法を使えないんだ」

　告げたのは、やはり光こう輝きだった。

「こう……兄ちゃん？」

　柳りゆう斗とは光輝を見つめた。クモック伯爵から聞いたのか？　いや、そもそも、どうしてクモック伯爵は光輝のところに行ったのだろうか。自分たちを差し置いてまで。近いから？　それとも──

「奇跡の実行には、奇跡が必要。では、クモック伯爵は何を元に生み出されたか」

　光輝は、静かに口を開いた。

「それは奇跡。魔法の力だけが、クモック伯爵をかたちづくっている。魔法がなくなれば、その分だけ小さくなる。今の大きさが限界だ。もう、身体からだを維持するだけで精一杯のはずだよ。魔法なんて使えば……消える」

　教科書を読むように、淡々と語る光輝を、柳斗は呆ぼう然ぜんと眺めた。

　こんなの「こう兄ちゃん」じゃない。こいつは、誰だれだ。

　訝いぶかしむ柳斗の視線を平然と受け止め、光輝はフィーナを見やる。

「フィーナちゃんは、クモック伯爵を殺すのかい？　かぐやちゃんが守った、伯爵を」

　フィーナは震えていた。クモック伯爵を握りしめ、虚うつろな目をして。

　そうして、絞しぼり出すように掠かすれた声で、

「あなた……やはりコウ先生……先生なんでしょう……？」

「僕は、生まれた時から神か田ど山やま光輝だよ」

　光輝はにこっと笑って否定する。だが、そのすぐ後で、

「──コウ＝ディヴァスライン。バイトで家庭教師をしてる時なんかは、そう呼ばれたりもするけどね」

　付け足された光輝の言葉に、フィーナはハッと息を飲んだ。

　それを確認するように光輝は微笑ほほえむと、ゆっくりと眼鏡めがねを外した。

　その下には、文字通りもう一つの顔があった。

「フィーナ様。ここは現実です。虚構の世界など、最初からなかった」

　光輝の様子は一変していた。口調も、顔つきも、柳斗の知っている光輝とはまるで違う。

　存在そのもので、圧倒されてしまう。

　コウ＝ディヴァスライン。フィーナの……家庭教師。

「昔、偶然この世界への扉を発見してしまったフィーナ様を騙だますために、私は嘘うそをついた。世界を渡る番人として、事実を教えるわけにはいかなかった。あの時の説明で本当だったのは魔法が使えないという一点だけ」

　光輝は、険けわしい声で言った。

「だからこそ、やり直しなど利きかない。奇跡も、起きはしない。フィーナ様のやろうとしていることは、実現不可能です。柳りゆう斗と君も……」

　光こう輝きの目が、柳斗に向けられる。

「キミが動くことはない。今回のことは想定外でしたが、だからこそ私が解決します。あなたたちは家に帰って、待っていればいい。介入は、不要です」

「う、うん」

　柳斗は、思わず頷うなずいた。光輝の目は厳しかった。だが、それ以上に頼もしかった。

　ただ、待っていれば……。そうすれば、じきに全て解決する。それは、いつも通り。麻ま理り姉やかぐちゃんに守られて──今度はこう兄ちゃんに助けてもらう。

　それが、合理的な生き方。

　柳斗の答えに、光輝は満足そうに頷いた。フィーナを見やる。フィーナは、泣きそうな顔で光輝を見つめ、

「コウ先生……でも、私……」

「気にしなくていいのですよ。まずは柳斗君の家に帰って……。後のことは、それから決めましょう」

「でも……」

「フィーナ様。あなたにできることは、何もない」

「そんなの……」

　フィーナは、ぎゅっと胸を押さえた。そして、急に強い目になって、

「そんなの……やってみないと分からないです」

　フィーナは光輝を睨にらむように見つめると、はっきりとそう言った。

「……私にだって、何かできることはあるはずです。だって、この世界は魔法なんです。何でもできるんです」

　フィーナは笑った。ついさっき嘘うそだと知らされたばかりなのに。さっきまで、クモック伯だん爵しやくに頼ろうとしていたくせに。光輝も、困こん惑わくした様子で口を開く。

「フィーナ様。この世界は──」

「そんなこと！」

　突然、フィーナは叫んだ。耳を押さえ、きつく目を閉じる。

「そんなこと、私だって気付いてた……！　リュートさんが、本当はいない人間だなんて思えなかった。思いたくなかった。だけど……」

　フィーナは目を開けて柳斗を見た。一瞬だけ訪れた静けさが、フィーナと柳斗の間あいだに橋をかけたように横たわった。その時、柳斗はフィーナが僅わずかに微笑ほほえんだのを見た。

　今にも消えそうな、儚はかなげな微笑だった。

「だけど、この世界は魔法だった。魔法なんかなくても、魔法の世界だった」

　だから、何だってできるんです。

　フィーナは呟つぶやいた。その瞳ひとみには、涙が溢あふれている。柳斗は息を飲んだ。

　フィーナは知っていたのだ。それでも、行こうとしている。行かなくてもいいと、そう言われているのに。

　光こう輝きが止めるのだって、フィーナを危険な目に遭わせたくないからだろう。

　そんなことも分からないのか。いや、それでも諦あきらめたくないのか。どうして……。

「しかしフィーナ様。あなたには無理です」

　案あんの定じよう、光輝の答えは容赦がなかった。

　同じ立場なら、柳りゆう斗とだってそう答えていただろう。ハッキリ言って、フィーナは役に立たない。足手まといだ。

　──でも。

「奇跡は、起きるんじゃなくて、起こすんだよ」

　柳斗はそんなことを口走っていた。

　フィーナが、光輝が、クモック伯はく爵しやくまでもが、柳斗を見ている。

　何を言うのか期待している、あの嫌な目だった。

　なのに、今は全然嫌じゃない。

「こいつが教えてくれたんだ」

　柳斗は、フィーナを見た。

　現実にはいそうもないくらい、変で、いつも笑っていた少女。そのフィーナが、今は泣きそうな顔をしている。それを止めたいと、本気で思った。

　そうだ。魔法は、あった。ずっと前から、魔法は始まっていた。

「踏み出すための、魔法を──」

　みんな、驚いた顔をしている。特に光輝は呆ぼう然ぜんとしている。そりゃあそうだろう。柳斗自身だってそう思っているのだ。

　自分からこんな言葉が出るなんて、本当にらしくない。

「待ってるだけなんて嫌だ。フィーナを犠ぎ牲せいにするのも嫌だ。だったら、オレが動くしかない。オレにだって、何かできることはある。やってみせる」

　まっすぐな目を向ける柳斗に、光輝は苦笑を漏らした。

「……まったく、柳斗君には負けたよ」

「じゃあ！」

「ああ」

　光輝は笑うと、乗ってきた自転車を指差した。

「乗って行くといい」

　柳斗はその言葉に従って自転車のハンドルに手をかけ、「でも……こう兄ちゃんは？」

　振り返って、光輝を見やる。

「後で行く。──それとも、やっぱり僕がついてないと不安かな？」

　光輝はいたずらっぽく片目を瞑つむる。柳斗は目を見開いた。

「まさか」

　柳りゆう斗とは自転車にまたがって、フィーナに視線を向けた。行くんだろう？　そう問いかけるような柳斗の目に、フィーナは光こう輝きを仰あおいで、

「コウ先生……」

　光輝は、フッと笑みを浮かべた。

「行ってきなさい。さっきの決意を忘れないうちに」

「はい！」

　フィーナは自転車の荷台に飛び乗った。柳斗の背にしがみつく、華きや奢しやな身体からだ。

　その温ぬくもりを感じながら、柳斗はペダルをこぎ始めた。かぐやのいる廃工場へ向けて。

　風を切って、周りの景色さえも切り裂いて。

　何もかもが消えてゆく。そこに、フィーナだけが残る。その存在を感じる。

　それだけで、何でもできそうな気分になる。

　──フィーナが傍そばにいる。

　それが既に魔法だった。

　やがて廃工場が見えてきた。半分崩れかけた、鉄の匂においのする建物。

　柳斗はさらにスピードを上げる。ボロボロのフェンスの向こうには、数十台のオートバイが見える。かぐやは中にいるのだろうか。

　フェンスの隙すき間まが見える。少年たちによってこじ開けられたのか、自転車でも十分に通れる広さだ。そこから、工場内へは一直線。

　柳斗は目を見開いて、まっすぐに前を見つめる。

　その先には、坂さか巻まき翔しよう禎ていがいた。



「どうしてお前がここにいる。──陽ひ崎ざきかぐや」

　薄暗い室内に、少年の声が響き渡った。感情を抑よく制せいした、少し低い声。

　ジャリ、とコンクリートの床に靴底を擦こすりつけ、倒れている少女を見下ろす。それは、坂巻翔禎だった。

「なんか、手違いみたいだよ。びーっくりしちゃった！」

　かぐやは上体を起こしながら、えへへと笑った。

　そんなかぐやを、坂巻は黙って見つめていた。少し汚れた制服に、むき出しの腕や足には小さな裂れつ傷しようが見られる。二つに結った髪の片方はほどけて、顔や肩にへばりつく蔦つたのように垂れ下がっていた。

「そうか。じゃあ、さっさと帰るんだな」

　坂巻は冷たく言い放った。

　今日は何もない日のはずなのに、妙みように人が多い。不ふ審しんに思った坂巻は、たまり場であるこの廃工場に足を踏み入れた。そこに、かぐやがいたのだった。とりあえず、その場にいた全員は問答無用で殴なぐり飛ばした。

　──だめだよ。

　かぐやが、そう呟つぶやくまで。

「うん」

　かぐやは笑いながら、ごそごそと地面を探った。彼女は小さな髪留どめを見つけ出すとのんきに髪をくくり始める。

「早く行け」

　苛いら立だった様子で坂さか巻まきは言った。しかしかぐやはそれを無視して、今度は胸ポケットから生徒手帳を取り出した。彼女はその中に挟んであった絆ばん創そう膏こうを取り出すと、ペタペタと傷に貼はり始める。肘ひじの後ろに貼ろうとして、手こずっているかぐやに、坂巻は、残っている絆創膏を掴つかみ取ると無造作に貼りつけてやった。

「ありがと。ショーテーくん」

　かぐやは言うと、自分が貼ろうとしていた絆創膏を坂巻の頬ほおにペタンと貼った。さっき手下とやり合った時に、いつの間にかついた傷だ。殴なぐられた覚えはないから、小石でも飛んだのだろう。坂巻はかぐやの手を払いのけると、チッと舌打ちをした。

「昔みたいに、くだらねーことしてんじゃねーよ。さっさと帰れ。陽ひ崎ざきかぐや」

「こんな状態で帰ったら、るとくんに怒られちゃうよ。かぐちゃんはだらしないなぁって」

　背を向ける坂巻に、かぐやは堪こたえた様子もなく言った。と、それに坂巻はぴくりと身体からだを振り向かせて、

「おい。陽崎柳りゆう斗とはこのことを知っているのか？」

　かぐやはスカートのポケットから取り出した手鏡を、薄暗い中にもかかわらず覗のぞき込んでいる。鏡越しに、視線が合う。彼女は目をパチパチと瞬まばたかせながら、

「どーなんだろ。あ、そういえば助けを呼んでもらってるんだよね。うん、知ってるかもしんない」

「……」

　坂巻は無言で顎あごに手を当てた。彼はしばらくそうしていたが、ふいに唇を歪ゆがめると、

「そうか。じゃあ俺おれはお前を利用させてもらう」

「──戦うの？」

　かぐやは鏡をしまって振り向いた。坂巻が頷うなずくのを見ると、彼女は小さく肩をすくめる。

「……止めねーんだな」

　坂巻は意外、というよりは不ふ審しんげな目つきでかぐやを眺めた。

「あの時──陽崎麻ま理りとやった時みたいによ」

　そう、小さく呟く。昔、ぼろぼろになった自分にかけられた言葉を思い出す。──だめだよ。ケンカは。

　しかし、かぐやはにっこりと微笑ほほえんで、

「うん。……ショーテーくん、かっこよくなったね」

　坂巻は黙ってかぐやから背を向けた。既に、二人の他ほかには無人となった小さな部屋の唯ゆい一いつの出口。そこを坂さか巻まきは一人でくぐり抜け、重い扉を固く閉ざした。



「陽ひ崎ざき柳りゆ斗うと！　俺おれと戦え！」

「坂巻、悪いが今はそんな場合じゃないんだ！」

　数十メートル先で拳こぶしを構えている坂巻に、柳斗は答えた。工場は、坂巻の後ろにある。

　広大な荒れ野と化した敷地に、ただ一人立つ、金髪の少年。

　坂巻はにやりと笑みを浮かべ、

「ヘッ。陽崎かぐやだろ？　知ってるぜ」

「まさかお前……!?」

　自転車を走らせながら、柳斗は目を見開いた。坂巻はすぐ目の前に迫っている。

　坂巻は軽く顎あごをしゃくった。

「まあ、そういうこった。助けたければ──」

　坂巻の上体が一瞬深く沈み込む。

「俺を倒すんだなぁッ！」

　かがみ込んだ姿勢から、坂巻は柳斗に打撃を喰くらわせようと腕を伸ばした。

　柳斗は咄とつ嗟さにハンドルを切った。左に大きく傾いた車体に、二人は地面に投げ出される。

　その隙すきにも容赦なく向かってくる坂巻に、柳斗は地面を蹴けって空中に逃れると、

「フィーナ！　逃げろ！」

「安心しな。テメー以外は狙ねらわねーよ！」

　着地しようとする柳斗の足に、坂巻の蹴りが炸さく裂れつした。柳斗は手をついて地面を転がり、素す早ばやく立ち上がって坂巻を睨にらむ。

「かぐちゃんは……無事なんだね」

「どうだかな。それよりもテメーの心配した方がいいんじゃねーのか？」

「それこそ、余計なお世話だよ」

　対たい峙じした状態で、二人は軽く言葉を交わした。一瞬たりとも気を抜くことはできない。

　坂巻は本気だ。

　くそ……足がずきずきする。でも、オレが行かなきゃかぐちゃんは──。

　柳斗は坂巻に向かって駆けると、長い腕を伸ばして坂巻の上着を掴つかみ、自分の射しや程ていに引き寄せた。

「ようやく戦う気になったな！　陽崎柳斗！」

　楽しげに白い歯を見せる坂巻の腹を、柳斗は無言で殴なぐりつける。

　坂巻はガハッと声をあげて地面に落ち──倒れそうになる寸前で体勢を立て直すと柳斗の膝ひざを蹴り上げた。そのまま空中で一回転して着地を決める。ペッと唾つばを吐き捨てて、

「どうした。陽崎麻ま理りはそんなモンじゃなかったぜ!?」

　殴りかかる拳が、柳斗に向かう。

　避よけきれずに、いや、最初から狙ねらっていたのかもしれない。脇わき腹ばらをえぐるように食い込む坂さか巻まきの拳こぶし。そこから伸びる腕に手刀を振り下ろし、跳び上がった柳りゆう斗とはそのまま後退して、腹を押さえた。

「リュートさん!?」

　フィーナの叫ぶ声が聞こえる。恐怖か、足をくじいたか。まだ地に膝ひざをついたままのフィーナの姿が見える。

　そうだ。時間を割いてる場合じゃない。こんなことに。──こんなことに？

　柳斗の脳裏を、ふいに疑問がかすめた。

　痛くて、痛くて。今だって色んなところがずきずきしている。坂巻も、顔の筋肉が強こわ張ばっているのが分かる。絶対に、痛みを感じているはずだ。なのに──

　笑っている。

　やせ我が慢まんのハッタリなんかじゃない。それが柳斗には分かった。どうして分かるんだろう。オレは違うのに。

　──お前、笑ってたぜ。

　頭の中をいつかの坂巻の言葉がよぎる。

　胸が躍おどる──その鼓こ動どうが次第に音量をあげて体内に響き渡る。

　違う！　オレはかぐちゃんを助けるために来たんだ。楽しんじゃいけないんだ。怖い……嫌だ……。

「もう終わりか!?　陽ひ崎ざき柳斗！」

　柳斗の肩を狙って、坂巻が踵かかとを振り下ろす。柳斗は素す早ばやく避け、さらに後退した。

　楽しい……けど怖い。かぐちゃんを忘れそうになっている自分が。

　これは、手段なのに。目的じゃないのに。

　攻撃を止めた柳斗を、坂巻の連打が襲う。柳斗は避けて避けて──ふいに、視界の端にフィーナを見つけた。

　──リュートさんはもっと自由になるべきです。

　唐とう突とつに、声が響いた。柳斗は目を見開き、フィーナに視線を移した。

　瞬間、坂巻の拳の一つが、柳斗の頬ほおにヒットした。

　目から火花が散る。

　頭が真っ白になって、身体からだが傾いてゆくのが分かる。

　坂巻の身体が遠ざかっていくのを見て、初めて自分が宙を舞っているのに気付く。感覚が麻ま痺ひしているのか、不思議と痛みはない。

「……！」

　フィーナが、何か叫んでいるのが見える。でも、世界は無音だった。

　何も聞こえない。だけど、

　──そっちの方が、ずっと楽しそうです。

　何な故ぜか、そんな言葉が頭の中をこだました。

　バカ言うな。かぐちゃんを助けなきゃいけないのに、そいつを楽しんでちゃ駄目だろうが。だいたい、お前は人のことを考えずに楽しみすぎなんだよ。まったく。でも──

「それも、たまにはいいかもな」

　頭を打つ、その瞬間──。柳りゆう斗とは、それより僅わずかに速く片手を地面に打ちつけ、一瞬で身体からだを起こした。

「坂さか巻まき。……お前はこれで終わりか？」

　血のついた口元を拭ぬぐって、柳斗は笑った。初めて自覚するくらい、明確に、はっきりと。

「そうこねえとな」

　坂巻も、ニィと口を広げた。輝く目に、柳斗が映る。同じように笑う柳斗が。それを見ると、先ほどまでの自分が滑こつ稽けいに思えた。

　悩んでいた自分。平凡で……常識的であろうとして、自己を抑圧していた自分が。それじゃあ、今までと同じ。何も変わらない。変えられない。

　そうだ。オレは、こいつと闘うのが楽しい。

　平凡な毎日からじゃ考えられないくらい、ワクワクしている。

　だから、楽しみながら倒す。かぐちゃんも取り返す。

　それでいいじゃないか。

「うおおおおおおお──────────！」

　柳斗は叫ぶと、坂巻に向かって突進した。

「バカか!?　隙すきだらけだぜ！」

　坂巻は叫ぶと腰を落として待ち構えた。この一撃で柳斗を倒すつもりなのだろう。しかし、柳斗も負ける気はなかった。

「それは『やってみないと分からない』だぜ！」

　柳斗は唐とう突とつに地面を蹴けった。彼の身体は空中で回転し、ちょうど坂巻の真上で動きを止める。影が落ちる。

「何ぃ!?」

「──遅い」

　坂巻が叫んだ時には、柳斗は既に倒立状態で坂巻の両腕を掴つかんでいた。

　放物線を描いて落ちる身体の反動を利用して、坂巻の身体を宙に浮かす。

　細長い全身がバネのようにしなり、手を離した瞬間、坂巻の身体は工場のトタン壁に向かって飛んでいった。

　それは、落ちることなくまっすぐと突き進み──

「陽ひ崎ざき……かぐや!?」

　空中で、坂巻が叫んだ。柳斗はハッとなって、坂巻の飛んでいく先を見た。

　その傍そば、工場の入り口に、少女の姿が見える。白い手鏡を持った、セーラー服の──かぐやだ。どうしてここに……！

　ガァン！

　豪快な音を立てて、坂さか巻まきの下半身が壁にぶつかる。受け身をとるのに失敗したようで、衝撃で壁がひしゃげ、坂巻は地面に崩れ落ちた。かぐやは別の位置にいる。見たところ、目立った外傷はない。柳りゆう斗とはホッと胸をなで下ろした。と、

「う……」

　坂巻がよろよろと身を起こした。身構える柳斗に、しかし坂巻はじっとかぐやの姿を見つめ──「ひざ……逃げ……」

　坂巻は呻うめき声をあげたかと思うと、かぐやの元へと走り始めた。

　速い。まだ、こんな力が残っているなんて。柳斗は驚きよう嘆たんすると同時に焦った。

　このままじゃ、またかぐやを人質にされてしまう。

「待て！　オレは戦う、戦うから──」

　走りながら坂巻に呼びかける。しかし、坂巻は聞いていなかった。ただ、かぐやを見つめ──いや、見ているのはその上──？

「！」

　かぐやの頭上の、トタンの軒のき。それが、今にも崩れ落ちそうになっている。

　たぶん、さっきの衝撃のせいだ。元々壊れかけだったのが、それで……。

　ズッ……

　酸化した鉄の、小さな破片がぼろぼろと落ちてくる。

　かぐやはそれに気がついて頭上を仰あおぎ見て……

　落ちてくる軒の全体を目の当たりにした。

　大きな影が、かぐやの小さな身体からだをすっぽりと覆う。

　このままじゃ……ひとたまりもない！

「うああああああああああああ───────────！」

　柳斗は叫びながら疾しつ走そうした。

　かぐやは動かない。足がすくんでいるのだろうか。

　工場の入り口までは、かなりの距離がある。

「くっそぉぉおおおおおおお──────────！」

　坂巻も、さらに速度をあげる。間に合うか。いや……

　二人とも、間に合わない？

　柳斗と坂巻はほぼ同時に地を蹴けって、かぐやの元へとダイブした。

　特に深い考えがあったわけじゃない。

　だけど、連れて逃げるのはもう無理だと分かっていた。

　だったら、突き飛ばしてでも助けるしかない。

　時が、止まっているかのようにゆっくりと感じられる。

　音が消え、視界が全方向へと広がるような、変な感覚。今なら、神経の一本一本まで自由に動かせる気がした。

　空中で、坂さか巻まきと目が合う。彼も、この特別な時間の流れの中にいるのだろうか。

　坂巻は薄く笑った。諦あきらめきった……いや、全てを受け入れて、それでいて自信に満ちた顔をして、柳りゆう斗ととかぐやを見ている。

　坂巻は、柳斗より先に伸ばした手をかぐやに触れさせた。手のひらが背中に当たり、かぐやの身体からだが浮き上がる。そして、坂巻は柳斗にも手を伸ばし……。

　──ああ、そっか。

　柳斗は、坂巻が何をしようとしているのか気がついてしまった。彼は、柳斗も助けようというのだ。さっきまでオレを倒そうとしていたくせに。カッコ良すぎるよ。ホント。

　ったく。このままじゃ、オレの負けじゃねーか。

　柳斗は苦笑した。坂巻の目に映る、自分の顔。それは、目の前の坂巻の表情に酷こく似じしていた。坂巻も気付いたようで、困こん惑わくしたように眉まゆをひそめる。

　けど、動くのはこっちが先だ！

　柳斗はスッと身体を傾けて、伸びる坂巻の腕を躱かわした。

　空中ですれ違った坂巻の背中に、後ろ足で蹴けりを見舞う。

　坂巻の背中に足が当たる瞬間、再び感覚が正常に戻った。

　風を切る音がして、坂巻とかぐやの身体がすごい勢いで柳斗の視界から離れてゆく。

　代わりに迫るのは、鉄塊の影。……もう逃げられない。

　ドォオオオオオオ─────！

　轟ごう音おんが響いた。地面に伏せる柳斗の背中に、鉄の破片がバラバラと落ちる。だが、痛みは感じなかった。脊せき髄ずいでもやられたか。それとも、幸運にも隙すき間まができたか。いや……。

　柳斗は顔を上げた。そこには、いまだ鉄塊と化した軒のきがあった。

　ただし、浮いた状態で。

　ゴォォォオオオ……

　鉄塊は細かな振動音を立てて、ゆっくりと崩れ落ちた。砂のようにさらさらと。

　柳斗の周りを避けるように、降り積もる。真っ黒な砂粒。

　やがて、鉄塊は完全に消え去り……

「かぐ……ちゃん……？」

　柳斗は呟つぶやいた。視界が開けた先にいたのは、かぐやだった。

　バカみたいに嬉うれしそうに微笑ほほえんで、柳斗を見つめている。いつもの、姉の顔。

　そのかぐやの顔が、眩まぶしく映る。どこからか漏れる光に金色に輝く髪は、何な故ぜか宙に浮いているように見えた。そして、彼女の持つ手鏡からは、きらきらと光が溢あふれ……

「かぐちゃん……その鏡は……」

　かぐやは答える代わりに、手鏡をポケットにしまった。光は消え、浮いていたツインテールも肩に落ちる。そして、

「何？　何かあったの？」

　何事もなかったかのように、かぐやは首を傾かしげた。柳斗は目を擦こすって辺りを見回す。フィーナも光こう輝きも、クモック伯はく爵しやくの姿も、まだ見えない。でもこれは……

「陽ひ崎ざき柳りゆう斗と。お前……」

　ふいに、坂さか巻まきの声が聞こえた。かぐやが慌てた様子で立ち上がる。どうやら、かぐやの下敷きになっていたらしかった。

「これは、お前がやったのか……？」

　柳斗はぶんぶんと首を振った。すると、坂巻はあっさり納得してくれたようで、

「だろうな。じゃあ、陽崎かぐや。お前だろう？」

　真顔でかぐやを見やる。って、どうしてそうなるんだ！　柳斗は思わず突っ込みそうになったが……。

「──そうだよ」

　かぐやは、何な故ぜだか頷うなずいてしまった。いや、かぐちゃんには無理だろ？　こんなの、魔法でもなければ……。

　……魔法？

　疑惑が頭をかすめる。しかし、それをぶった切るようにかぐやが大きくため息をついた。

「あーあ。ショーテーくんってば鋭いんだもんなぁ」

　再び地面に腰を下ろして、坂巻を見つめる。

「で、どうする？　今度はかぐちゃんと戦うの？」

　かぐやはあっけらかんとした様子で問いかけた。本当に戦うつもりなのか、それとも、単なるハッタリか。何を考えているのか、さっぱり読めない笑顔。

　坂巻はしばらく無言だったが、

「……いや。俺おれは陽崎柳斗に、まだ負けたわけじゃないってことが分かればいい」

　首を振って、柳斗に視線を移した。

「陽崎柳斗。また、闘おうぜ」

「麻ま理り姉みたいに強くなくてもいいならね」

　柳斗は苦笑した。すると、坂巻は何故か怒った顔で、

「何言ってんだよ。テメーと陽崎麻理じゃあ、タイプがまるで違うじゃねーか」

　坂巻はよろめきながら立ち上がった。そして、快活な笑みを浮かべると、

「オメーも、十分強いと思うぜ」

「……はは。そっか」

　坂巻は頷いて、背を向けた。まったく、さんざん拳こぶしの継けい承しようだとか何とか言ってたくせに、調子よすぎるよ。

　早くも去ろうとする坂巻に、柳斗は声をかける。

「帰るのか？」

「ああ、少し喋しやべりすぎた。こんな雰囲気じゃ、闘えねーだろ？　……オメーらの仲間も来たみたいだしよ」

　柳斗はハッとなって振り向いた。少し離れた、工場脇わきの草むらをかき分けて、フィーナと、それに光こう輝きが走ってくるのが見える。

「じゃあな」

　坂さか巻まきは片手を挙げると、よろよろとオートバイのところまで歩いた。よほど疲れているのだろう。まあ、それはお互いさまか。柳りゆう斗とは自じ嘲ちよう気味に笑った。全身が痛い。何だかぼーっとして、頭がうまく働かない。いろいろ気になることはあるのに……。

　意識が、ふーっと遠くなってゆく。目の前が暗転して……

「リュートさん！」

　突然、耳元で大きな声が響いた。

「ぅ……フィーナ？」

　背中に、フィーナの温ぬくもりを感じる。もしかして、寄りかかってる？　柳斗は慌ててフィーナから身体からだを離した。

「大丈夫ですか？　リュートさん」

「あ、うん。平気平気」

　心配そうなフィーナに、柳斗は向き直ってパタパタと手を振った。

　フィーナはパアッと明るい顔になって、

「よかったです……本当に」

　そのまま、彼女は柳斗に抱きついてきた。突然のことに、柳斗はよろめいて……二人一緒に倒れ込んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「うあっ……いってー」

「ふあっ、あたた……」

　身を起こすと、同じように顔を上げたフィーナと目が合う。

　どちらともなしに、笑みがこぼれた。

「全然、大丈夫じゃないじゃないですか」

「お前がくっついてこなければ大丈夫だったんだよ」

　冗談めかして言う柳斗に、フィーナは頬ほおを膨らませた。けれども、その瞳ひとみは笑っている。柳斗は、不思議と心が安らぐのを感じていた。

　柳斗は、フィーナを見つめた。すると、何な故ぜかフィーナは慌てて柳斗の上から離れた。よほど慌てていたのか、かぐやの背に肩をぶつける。

「はうー！　背中がいたいー」

　かぐやは素すっ頓とん狂きような悲鳴をあげた。そんな大げさな……あっ、そういや坂巻が突き飛ばしたのも背中だっけ。涙を流すかぐやに、傍かたわらにいた光輝が笑いながら言う。

「あはは。痛そうだねー」

「痛そうだね、じゃないよぉ！　痛いのっ！　ショーテーくんも、もちょっと遠慮すればいいのに……あうう」

「もったいぶって、力を使わないからだよ。自業自得」

「ぽんぽん使うなって言ったのはこう兄ちゃんだもん。かぐちゃんは悪くないよーっだ」

　いー。と舌を出して、かぐやは光こう輝きを睨にらんだ。そんな二人を、柳りゆう斗とは呆ぼう然ぜんと見つめ……

「かぐちゃん……力って、何？　さっきの鏡も……」

「……」

　かぐやは、無表情で柳斗を見た。そして、ポンと手を打つと、

「実はかぐちゃんはマッスルかぐちゃんだったのです。あの軒のきも超☆筋肉パワーで砕いたのです」

「なっ……ってそりゃ嘘うそだろ！」

「ほんとだもーん。ムッキムキなんだもん！」

　力こぶを作ってみせるかぐや。と、

「かぐやさん……さっきのあれ……魔法ですよね？」

　フィーナが、ためらいがちに口を挟んだ。彼女は懐ふところからクモック伯はく爵しやくを取り出すと、

「コウ先生は、魔法は使っていなかった。私だってそう。クモック伯爵も、ここにいます。だったら……」

「──幻げん影えいの魔女」

　声は、フィーナの手元から聞こえた。低い、しわがれた声──クモック伯爵。

「稀き代だいの魔法使いにして、我わが輩はいを創つくり出した真の主──それ以外に、言うことはありますかな。かぐや様」

　クモック伯爵はかぐやを見つめた。かぐやは面食らったような顔をしていたが、

「ないよー。ああもう、せっかく覚悟決めたのに、全部言っちゃうなんてずるいー」

　ぷうと頬ほおを膨らませる。普段通りの、おバカなかぐやだ。しかし……

「そんな、かぐやさんが〈幻げん影えいの魔女〉だなんて……」

　フィーナが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。何とかの魔女っていうのを知っているような口ぶりだった。

「でも、この世界は本物なんでしょう？　かぐやさんは、リュートさんのお姉さんなのに……どうして、どうして魔法を……」

「昔ね、それはそれは魔法が好きな女の子がいたの」

　かぐやは、クモック伯はく爵しやくを手に載せると、自身の桜色の頬に、そのふわふわした身体からだを押しつけ、にっこりと笑った。

「ある日、その女の子は、近所の冴さえないお兄ちゃんが実はすごい魔法使いだって知っちゃったんだ。それから女の子は、そのお兄ちゃんにくっついて魔法を習うことになって……気付いたら〈幻影の魔女〉って呼ばれてた。神出鬼没の、本当は実在しないかもしれない伝説の魔女。──単に、たまにしか遊びに行かない、気まぐれ魔法使いなんだけどね」

「かぐちゃんが魔法使い……」

「ふふ。びっくりした？」

　かぐやは微笑ほほえむと、ポケットから白い手鏡を取り出した。あれは……さっきの……。

「それは……」

「これ？　これはお菓子のおまけだよ。シフォンケーキのお・ま・け」

　かぐやは鏡面にクモック伯爵を載せ、いたずらっぽく笑う。

「ただし、フィーナちゃんの世界と繋つながってる、魔法の鏡なんだけどね」

　かぐやの言葉と同時に、鏡が光を放つ。クモック伯爵の身体がほんの少しだけ膨らんだ。

「これで、向こうに帰るまでは保もつはずだよ。それにしても、伯爵ったら無理しすぎ！」

「申し訳ありません。かぐや様」

　うなだれるクモック伯爵。その身体をかぐやはそっとなでた。

「いいよ。フィーナちゃんに仕えるって決めたのは伯爵だもん。伯爵が、そうしたいって思ったなら、かぐちゃんはそれを信じるよ。ただ、伯爵が消えるのだけはやだったんだ」

　かぐやはクモック伯爵をフィーナの腕に返してやった。フィーナは神妙な顔つきで、伯爵とかぐやを見つめている。

「ごめんなさい。私……」

「駄目だよ。そんな顔しちゃ。攻略できたんでしょ？」

「えっ……？」

　フィーナが、困こん惑わくした顔つきになる。かぐやは片目を瞑つむってみせた。

「自分自身を、ね」

　その言葉に、フィーナの顔が真っ赤になる。フィーナは頬を押さえ俯うつむいた。それから、バッと顔を上げると、

「はい！」

　頷うなずいて、フィーナは柳りゆう斗との方を見やった。まだ、顔は赤いままだ。何を言われるのだろう……。柳斗はどきりとして身構える。しかし、フィーナの口から出たのは意外な言葉だった。

「リュートさん。私、帰ります」

「……え？」

「かぐやさん……それにコウ先生は、私に逃げる場所をくれたんです。偽りの世界という嘘うその下もとで、私は自由になれた。けど、そんなものがなくても、自由になれるんだって……リュートさんは教えてくれた。だから、私は……ゲームをクリアできたんです」

「何だよ。それ……」

　柳斗は唇を噛かんだ。なんでそんな平気そうな顔で言うんだ。現実じゃないって分かったのに、ゲームとか、そんな悪ふざけで片付けられるような問題なのだろうか。

　しかしフィーナは答えずに、光こう輝きに視線を移すと、

「コウ先生。先生がわざわざ出てきたということは、お父様から連れ戻せという命令が出ているのでしょう？」

「ええ。フィーナ様がいなくなったその日から、血ち眼まなこになって捜しておられますね」

　光輝は頷いた。いつもの光輝らしくもなく、無表情で淡々と告げてゆく。

「見守っていると言っても信用してもらえるか怪しいので、何も告げてはおりません。ですから、お帰りになられた際には、それ相応のお叱しかりを覚悟された方が良いかと」

「ですよね……」

　フィーナは肩を落とした。悲しげな顔をしている。そうか……フィーナにも、フィーナの世界があるんだ。これじゃ、フィーナが柳斗を見ていなかったのと同じじゃないか。

　柳斗は少し恥ずかしくなった。たぶん、フィーナもまだ帰りたくないんだ。だから、自分に言い聞かせるためにあんな風に言ったんだろう……。

　しばらく、フィーナは黙りこくっていた。柳斗は慰めようと、口を開きかけたが、

「……でも」

　フィーナは顔を上げた。

「私、お父様を説得して、きっと……またこの世界に来ます」

　フィーナは、再び柳斗に視線を戻した。

　綺き麗れいな、緑がかった灰色の瞳ひとみが、夕日を反射させてきらめいている。

　微笑ほほえみをたたえた口元が、ゆっくりと開かれてゆく。

　そして、澄すみきった声が、柳斗の全身に響き渡った。

「リュートさんのいる、もう一つの現実に──」





　柳斗は、一人通学路を歩いていた。

　あれから、もう一週間が経たとうとしている。

　フィーナは、表向きはカナダに帰ったことになっていた。

　まあ、確かに留学していたには違いないんだけど……。嘆くクラスメイトたちの顔を思い浮かべ、柳りゆう斗とは苦笑を漏らした。

「陽ひ崎ざきくーん」

「……どうしたんだ？　倉くら本もと」

　息せき切って駆けてくる未み央おに、柳斗は首を傾かしげた。

「うん、大したことじゃないんだけどね。これ、陽崎君のでしょ？」

「あ！」

　未央がポケットから取り出したのは、小さなピンバッヂだった。

「さっき、掃除してたら落ちてるの見たから、届けようって思って……いらなかった？」

　遠慮がちに首を傾ける未央に、柳斗は照れくさそうに首を振った。

「わざわざありがとな。じゃ」

　未央の手からピンバッヂを受け取り、踵きびすを返して走り出す。何な故ぜだか未央が睨にらんでいるような気がしなくもないが、柳斗は気にしないことにした。

　柳斗はピンバッヂを手のひらで弄もてあそんだ。水族館のロゴが入った、ダサダサなピンバッヂ。

　フィーナと一つずつもらったものだ。

　あの時は、どう処分しようかと悩んだけど……今は、捨てたいとは思えない。どうかしてるよな、自分も。柳斗は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「あっ、おーい。柳斗くーん！」

　突然、背後から声が聞こえた。光こう輝きの声だ。柳斗が振り向くと、横道から光輝が手を振っているのが見えた。

　柳斗は慌ててピンバッヂをズボンのポケットにねじ込むとわざと大きな声を出して、

「あ。嘘うそつきのこう兄ちゃんだ」

「ひどいなぁ。そんなこと言うと、渡してあげないよ？」

　光輝は苦笑いとともに柳斗の傍そばまで近づいてくると、紙の束たばで柳斗の頭をポスンと叩たたいた。

「ほら、手紙」

　光輝は、紙束を柳斗の手に載せた。それは、封筒だった。

「フィーナちゃんからだよ」

　柳斗は驚いた様子で光輝を見た。それから、封筒に視線を移す。と、光輝のにやっとした視線に気付き……、

「立体映像とかないの？　魔法の世界なんだろ？」

「あはは。贅ぜい沢たくだね。できないことはないけどこっちにしてるのはわざとみたいだよ。紙媒ばい体たいの方が見られる心配が少ないから、だってさ。なんだか僕、あんまり信用ないみたい」

「そりゃそうだよ。大嘘つきってバレちゃったんだしね」

　柳りゆう斗とは身も蓋ふたもないことを言って、鞄かばんの中に手紙を放ほうり込んだ。

「じゃ、僕は他ほかに用事があるから」

「ああ、うん。──じゃあ、またね！」

　柳斗は別れを告げて、再び歩き始めた。

　涼しげな表情で、ゆっくりとした足取りを保つ。

　柳斗は、去ってゆく光こう輝きの様子をちらちらと窺うかがい……その姿が見えなくなるのを確認するや否や、全速力で走り出した。

　──こんなに浮かれてるなんてあいつに報告されでもしたら、カッコ悪いもんな。

　路地を抜け、門もん扉ぴを開け放ち、玄関の扉を勢いよく開ける。

「うわっ。るとくん、びっくりしたー」

　玄関口にいたかぐやが、胸を押さえて言う。ダイチを連れているところを見ると、散歩に行こうとしていたのだろう。

「そんなにかぐちゃんと会いたかったの？」

「ううん。その可能性はゼロパーセントだね」

　抱きついてこようとするかぐやの身体からだを絶妙のタイミングでかわすと、柳斗は自室に向かった。

　窓を開ける。冷たい風が頬ほおに当たった。

　柳斗は鞄から先ほどの封筒を取り出すと、開封して中身を広げた。

　あまり上う手まくない日本語──フィーナの筆跡。

　差し込む太陽の光を反射して黒く光るインクの文字を、柳斗は眩まぶしそうに眺めた。

　一文字ごとに、心にも日が差してくるような気がした。温かくて、けれど、少し暑すぎて……。

　まだ、魔法は解とけていない。

　額ひたいに手を当てながら、柳斗は思った。耳元を抜ける風が、やけに涼しく感じられた。



　　（くるくるリアル　おわり）



    

  
    
      

あとがき



　現実っていうと、閉へい塞そく感かんを伴って語られることが多いような気がします。

　何もできない、何も変えられない、絶対的な壁としての『現実』。

『くるくるリアル』は、そんな〈現実リアル〉からやってきた女の子のお話です。

　ただし、だからといって暗い部分はほとんどありません。

　基本的にはとっても気楽なコメディですので、お気軽に楽しんでいただければ幸いです。



　改めまして、こんにちは！　もしくは初めまして！　羽はね田だ奈な緒お子こです。

　季節はもう夏ですが、皆さん、お元気ですか？

　わたしは、最近、蚊かに刺されてもわりと平気になってきて、びっくりしています。

　昔は、腫はれるわ患部を中心にかなりの部分が痛くなるわ38℃とかの熱が出るわ……。しかもなかなか治らなくて、木の節みたいに痕あとが残り、そうして次の年になって、また別の蚊に刺されると、その痕の部分まで腫れ出したりして、そりゃあもう大変でした。

　それが、なんと今はかゆくなって、全身が熱っぽくなって気分が悪くなるだけ！

　今でも普通の人に比べたら十分身体からだ弱いだろうってのは分かってるのですが……過去に、本当に蚊に刺されて死にかけたことのある羽田にとってはすごい進化っぷりです。

　でも……刺されるとやっぱりつらいですね。現在、例によってふらふらになりながらこのあとがきを書いてます。やっぱり蚊は好きになれそうにありません。



　さて、最後にお礼を。

　素敵なイラストを担当していただいたｘ６ｓｕｋｅ先生。キャラ造形など、いろいろ細かい注文を聞いて下さってありがとうございました。

　担当のＳさんを始めとする、編集部の皆さん。相変わらずぼやっとしていてすみません。

　二月中旬に黒くて甘い物体をくれた皆さん。おいしくいただきました。

　そして、何と言ってもこの話を読んで下さっている皆さん。

　続きも出る……かもしれないので、気長に待っていて下さいね。



　二〇〇五年　七月

羽田奈緒子
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